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序　文

現行の馬場馬術競技会規程は第２４版であり、２０１１年１月１日付けで施行。本規
程にはヤングライダー、ジュニアライダー、ポニーライダー、チルドレンを対象とす
る馬場馬術規程も含む（「馬場馬術規程」）。

同じ主題を網羅する、これ以前に出された、その他すべての規則（馬場馬術競技会規
程旧版とその他すべての公式文書）は、これにとって代わる。

本規程は、国際馬術連盟（ＦＥＩ）が統括する国際馬場馬術競技会の詳細な規則を定
めるものであるが、規約や一般規程、獣医規程、その他すべてのＦＥＩ諸規程の併読
が必要である。

この馬場馬術規程にあらゆる事態を想定して記載することは不可能である。予測し難
い異例事態が発生した場合は、できる限りこの馬場馬術規程とＦＥＩ一般規程の趣旨
に沿い、スポーツマン精神に則って決定をくだすのが競技場審判団、あるいは該当す
る人物もしくは組織の任務である。この馬場馬術規程に記載漏れがある場合には、本
馬場馬術規程のその他の条項と他のＦＥＩ諸規程と最大限整合性をとり、スポーツマ
ン精神に則って解釈するべきである。

馬場馬術規程では、男性形の用語を使用していても、これには女性形も含むと解釈の
こと。

大文字で記載されている単語については、馬場馬術規程、一般規程、あるいは規約に
その定義を示す。

表野夏樹
タイプライターテキスト
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ＦＥＩ馬スポーツ憲章
 馬のウェルフェアのために

　国際馬術連盟（ＦＥＩ）は、国際的な馬スポーツに係わるすべての者が、FEI 馬スポー
ツ憲章を遵守し、いかなる場合にも馬のウェルフェアが最優先され、決して競技の勝
敗または商業的な影響を受けてはならないことに同意し、これを受け入れることを求
めるものである。

１．競技出場への準備段階や競技馬の調教段階のいずれの時点においても、馬のウェ
　　ルフェアが他のどのような要求よりも優先されなければならない。
　a）質の良い飼養管理
　�　厩舎設備、飼料給与、トレーニングは良好な馬の管理には不可欠であり、ウェル

フェアを損なうものであってはならない。
　b）トレーニング方法
　�　馬はその身体能力および各種目のための成熟度に応じたトレーニングを受けるべ

きである。馬に虐待あるいは恐怖を与えるトレーニング、または適正な準備のでき
ていないトレーニングをさせてはいけない。

　c）装蹄および馬装具
　�　フットケアおよび装蹄は高い水準になければならない。馬装具は痛みやケガのリ

スクを避けるようにデザインされ、つくられていなければならない。
　d）輸送
　�　輸送中は、ケガやその他の健康被害に対して十分な対策がとられていなければな

らない。車両は安全、良好な換気、高水準の整備、常に清潔な状態で、かつ適格な
ドライバーが運転しなければならない。馬を正しく扱える者が、常に馬の管理のた
めに準備されていること。

　e）移動
　�　すべての輸送は最新のＦＥＩガイドラインに則って綿密に計画され、定期的に飼

料および水を給与するための休憩時間をとらなくてはならない。

２．競技馬と選手は競技出場の許可を得る前に、コンディションが良好で競技参加に
　　ふさわしい状態にあり、健康状態も良好でなければならない。
　a）競技参加適性
　�　競技への参加は、十分な能力を備えた競技参加適性のある馬および選手に制限さ

れなければならない。
　b）健康状態
　�　何らかの病気、跛行あるいはその他重大な病気の兆候、または臨床的な前駆症状

のある馬は、そのウェルフェアをおびやかす可能性のある競技への参加、あるいは
参加の継続をしてはならない。その状態に疑義のある場合には獣医師のアドバイス
を求めること。

　c）ドーピングと薬物
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　�　ドーピング物質および薬物の乱用はウェルフェアに係わる深刻な問題であり、認
められていない。いかなる獣医学的な治療の後も、競技の前に完全に回復するだけ
の十分な時間が必要である。

　d）外科的処置
　�　競技馬のウェルフェアまたは他馬および／あるいは選手の安全をおびやかすあら

ゆる外科的処置は認められていない。
　e）妊娠牝馬／出産直後の牝馬
　�　妊娠４ヶ月以降または仔馬を伴っている牝馬は競技に参加させてはならない。
　f）扶助の誤用
　�　馬に対して自然な扶助あるいは人工的な扶助（鞭や拍車など）を過剰に使うこと

は認められていない。

３．競技会が馬のウェルフェアを損なってはならない。
　a）競技場
　�　馬は適当かつ安全な競技場でのみトレーニングあるいは競技を行うべきである。

すべての障害物は馬の安全を考慮してデザインしなければならない。
　b）路面
　�　馬が歩き、トレーニングあるいは競技をする競技場の路面はすべて、ケガを引き

起こす要因を取り除いてデザイン、維持されなければならない。路面の準備、構造、
維持管理は特に注意を払うべきである。

　c）荒天
　�　馬のウェルフェアあるいは安全が確保できない気象条件においては、競技は実施

されるべきではない。高温あるいは高湿な環境下では、競技に参加した馬を速やか
に冷やすための準備が必要である。

　d）競技会場の厩舎
　�　馬房は安全、衛生的、快適、換気が良く、馬の大きさと性質に適応できるだけの

十分な広さがなければならない。清潔で良質かつ十分な飼料および敷料、新鮮な飲
料水、洗うための水は常に供給されるべきである。

　e）輸送に対する適応
　�　競技後には、馬はＦＥＩガイドラインに則り輸送に適した状態になければならな

い。

４．競技参加後の馬が十分な手入れをされること、また現役を退いた馬が人道的な扱
　　いを受けるための最大限の努力をしなければならない。
　a）獣医学的治療
　�　競技会においては常に獣医学的な専門知識が提供されるべきである。もし馬が競

技中にケガをしたり疲弊した場合、選手は馬からおりるべきであり、さらに獣医師
はその馬を検査しなければならない。



― 16 ―

　b）委託センター
　�　必要であれば、さらなる検査および治療のために、馬は救急車に収容され、最短

の治療施設に搬送されなければならない。ケガをした馬には輸送前に最大限の手当
てを施すこと。

　c）競技におけるケガ
　�　競技中に発生したケガについては調査が行なわれるべきである。競技場路面の状

態、競技の頻度、その他の危険要因について、ケガの発生を最小限に食い止めるた
めに、注意深く調査しなければならない。

　d）安楽死
　�　もしケガが重篤なものである場合、その馬は可及的速やかに獣医師によって安楽

死処置をする必要がある。安楽死は人道的かつ苦痛を最小限にするものでなければ
ならない。

　e）引退
　�　馬が競技から引退したときには、その馬を大切に扱うためのあらゆる努力をしな

ければならない。

５．ＦＥＩは馬術スポーツに係わるすべての者が、競技馬のケアおよび管理に関連す
　　る各々の専門分野において、可能な限り高いレベルに到達するよう推進する。

　馬のウェルフェアのための馬スポーツ憲章は、適宜改正され、その目的は常に受け
入れられるものである。研究による新しい発見は特に注目され、ＦＥＩはウェルフェ
アに関する研究のための投資およびサポートをいっそう促進している。

　この馬スポーツ憲章は英語版、フランス語版、スペイン語版、ドイツ語版、アラビ
ア語版がある。同憲章はＦＥＩウェブサイトでも入手できる： www.fei.org

法的には英語版を権限ある拠り所とする。
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第１章　馬場馬術
第４０１条　馬場馬術の目的と一般原則
馬場馬術の目的は調和のとれた調教によって馬を幸あるアスリートに育て上げること
にある。その結果として、馬は穏やかで柔軟性を示し、のびのびとフレキシブルな動
きを見せるばかりでなく、自信をもち、注意深く敏捷となって選手との相互理解が完
璧な域にまで達するのである。

１．このような資質は次のような動きで表現される：
●　ぺースを自由自在に変じ、かつ整正であること
●　調和がとれていて軽快であり、かつ容易な動きであること
●　�旺盛なインパルジョンから生み出される前躯の軽快な振り出しと後躯のエン

ゲイジメント
●　�いかなる緊張や抵抗も見せず、従順性／透過性（Durchlässigkeit）をもって

銜を受け入れていること

２．これによって、あたかも馬自身が自分の意志で要求された運動を行っているよう
な印象を与えるのである。馬は注意深くかつ自信に満ち、おおらかに選手の指示に従っ
て直線上ではどのような運動でも馬体を完全に真直ぐにし、曲線上を進む時には馬体
をそのカ－ブに一致させるようベンドさせる。

３．常歩は整正かつ自由でのびのびとしたもの。速歩は自由で、関節をよく屈伸させて、
整正で闊達な歩き。駈歩は運歩にまとまりがあり、軽快で均衡のとれたもの。後躯の
動きは決して不活発であったり、緩慢ではない。馬は選手の極めてわずかな扶助に反
応して、馬体の隅々まで生気と活力を行き渡らせた動きをする。

４．いかなる抵抗もなく、旺盛なインパルジョンと諸関節の良好な屈伸が生まれてく
ると、馬は色々な扶助に躊躇することなく自ら進んで従い、沈着かつ正確に反応し、
天性のものと調教の積み重ねによる心身の調和を醸し出す。

５．停止の時を含めて馬はいかなる運動中でも「オン・ザ・ビット」の態勢でなけれ
ばならない。調教の進度に応じて、また歩幅の伸長やコレクションの度合いに応じて、
馬が多少なりとも頭頸を起揚させてアーチを描き、終始軽くソフトなコンタクトで従
順に銜を受け入れている場合に「オン・ザ・ビット」の状態にあると言える。頭は一
定の位置に保たれ、原則として鼻面はわずかに垂直線よりも前に出ており、項は頸の
最も高い位置にあって屈撓し、選手の要求にいかなる反抗もない。

６．ケイダンスは速歩と駈歩において現れるものであり、非常に顕著な整正さと旺盛
なインパルジョン、バランスをもって馬が動いている時に示す正しい調和の結果であ
る。ケイダンスは速歩や駈歩で行ういかなる運動においても、また速歩や駈歩のどの
ような歩度でも維持されなければならない。

７．ぺースの整正さは馬場馬術の必須条件である。

第４０２条　停　止
１．停止において馬は注意深く、後躯をエンゲイジメントさせて不動かつ真直ぐに立
ち、体重は四肢に均等にかけていなければならない。頸は起揚して項が最も高い位置
にあり、鼻梁は垂直線上よりもわずかに前に出ているべきである。馬は「オン・ザ・ビッ
ト」の状態で、選手の拳と軽くソフトなコンタクトを保ちつつ静かにチューイングし、
選手のわずかな扶助で直ちに運動を開始できる態勢になければならない。

２．停止とは、選手がシートと脚の扶助を適宜強め、柔らかく握った拳に向かって馬
を押し出すことによって馬体重を後躯に移動させ、速やかではあるが急停止ではない 
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定位置での停止へと導びくことによって得られるものである。停止は一連のハーフ・
ホルト（「移行」の項目を参照）で準備を行う。

３．停止前後のぺースの質は採点に欠かせない要素である。

←左ページの図を参照

第４０３条　常　歩
１．常歩とは、整正ではっきりとした等間隔の四節で運歩する行進歩様である。馬体
全体に緊張がまったくなく、柔軟な諸関節の動きを示すこの整正さは、常歩で行うす
べての運動を通して維持されなければならない。

２．同側の前肢と後肢がほとんど同時に動いている場合には、側対に近い常歩である
と言える。この側対歩となるような不整な歩きは、著しくぺースを損なうものである。

３．常歩には中間常歩、収縮常歩、伸長常歩および自由常歩がある。オーバートラッ
キングの度合いや態勢の違いによって、このような常歩を明確に区別して示すべきで
ある。

３．１　中間常歩
明瞭で整正、かつ堅苦しさのない中等度に伸長させた常歩である。馬は「オン・ザ・ビッ
ト」であり、活力に富むも、ゆったりとした均等かつしっかりした常歩で進み、後肢
は前肢の着地点よりも前に踏み込む。選手は馬の頭頸の自然な動きを許しつつも、馬
の口と軽くソフトで静定したコンタクトを保つ。

３．２　収縮常歩
馬は「オン・ザ・ビット」であり、頸を起揚させてアーチを描き、明らかなセルフキャ
リッジを見せて前進する。鼻梁は垂直に近づき、選手の拳と馬の口との軽いコンタク
トが維持されている。後肢は飛節の力強い動きを伴ってエンゲイジメントする。ぺー
スは前進気勢があり活発で、四肢は正しい順序で踏歩する。すべての関節が一層顕著
に屈曲するため、歩幅は中間常歩よりも狭くなるが、肢は一段と高く上がるようにな
る。収縮常歩は一段と力強い歩きを示すものであるが、歩幅は中間常歩よりも狭くな
る。

３．３　伸長常歩
馬は性急になることなく、また歩きの整正さを損なわずに、できる限り歩幅を伸ばし
た動きを見せる。後肢は明瞭に前肢の着地点よりも前に踏み込む。選手が馬の口との
コンタクトや項のコントロールを失うことなく、馬に頭頸をストレッチアウトさせる。
鼻梁は明らかに垂直線よりも前になければならない。
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３．４　自由常歩
自由常歩はリラクゼーションのあるペースであり、馬が頭頸を下げてストレッチアウ
トできるよう完全な自由を与えられている。後肢は前肢の着地点よりも明瞭に前へ踏
み込む一定のグラウンドカバーとストライドの伸展は、自由常歩の本質である。

←左ページの図を参照
常歩は４ビートのリズムで８段階に分かれたぺースである。
＜丸で囲んだ番号はビートを示す＞

３．５　長手綱での頭頸の伸展　
この訓練により馬の「透過性（Durchlässigkeit）」が明瞭に印象づけられ、バランス
や諸関節の柔軟性、従順性、リラクゼーションが示される。この「長手綱での頭頸の
伸展」という訓練を行うには、馬が頭頸を前下方へ徐々に伸ばすのにあわせて選手は
手綱を長くする。頸を前下方へ伸展させるにつれ、馬の口は多少なりとも肩と水平の
ライン上にまで至るものとする。選手の拳とは弾性のある一定したコンタクトを保た
なければならない。リズムを保ったペースで馬は後躯を十分にエンゲイジメントさせ、
肩は軽い状態でなければならない。手綱を再び取りなおす過程では、馬は口や項で抵
抗することなくコンタクトを受け入れなければならない。

第４０４条　速　歩
１．速歩は、空中にある一瞬時に区切られた両斜対肢（左前肢と右後肢、および右前
肢と左後肢）による「２ビート」の歩法である。

２．速歩は伸びやかで活力に満ちた整正な歩きを示すべきである。

３．速歩の良否は全般的な印象、即ち収縮歩度であっても伸長歩度でも、歩きの整正
さとエラスティシティー、ケイダンス、インパルジョンにより審査される。この資質
は柔軟な背中と十分にエンゲイジメントさせた後躯に起因し、またどのような歩度の
速歩でも同じリズムと自然なバランスを維持できる能力によって生まれるものであ
る。

４．速歩には尋常速歩、歩幅の伸展、収縮速歩、中間速歩および伸長速歩がある。
４．１　尋常速歩
これは収縮速歩と中間速歩との間であり、馬の調教が十分に進んでおらず、収縮運動
のできる段階に至っていない場合のぺースである。適切なバランスを示して「オン・ザ・ 
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ビット」の状態にある馬は、左右均等でエラスティックな運歩と飛節の良好な動きを
もって前進する。「飛節の良好な動き」という表現は、後躯の闊達な動きがもたらす
インパルジョンの重要性を強調するものである。

４．２　歩幅の伸展
４歳馬用の課目では「歩幅の伸展」が求められる。これは尋常速歩と中間速歩の間の
歩度であり、中間速歩を行うには馬の調教が十分に進んでいない段階のものである。

４．３　収縮速歩
馬は「オン・ザ・ビット」の状態にあり、頸を起揚させてアーチを描いて前進する。
飛節は屈伸して十分なエンゲイジメントを示し、活力に富んだインパルジョンを維持
しなければならない。これによって両肩を一層自在に動かせるようになり、セルフキャ
リッジが具現される。他の速歩歩度に比べて馬の歩幅は狭くなるが、エラスティシ
ティーとケイダンスが減ずることはない。

４．４　中間速歩
中間速歩とは、伸長速歩に比べて中程度の伸展を見せるぺースであるが、伸長速歩よ
りも「丸み」がある。急ぐことなく馬は明確に歩幅を伸ばし、後躯からのインパルジョ
ンを受けて前進する。馬は収縮速歩や尋常速歩の時よりも頭を垂直よりもう少し前へ
出し、頭頸をわずかに下げることを許される。歩きは均等であり、全体の動きはバラ
ンスがとれ、のびのびとしたものであるべきである。

４．５　伸長速歩
馬はできる限りのグラウンドカバーを見せる。急ぐことなく、馬は後躯からの力強い
インパルジョンを受けて歩幅を最大限に伸ばす。選手は馬が項の位置を一定に保ちな
がらもフレームを伸展させ、地面をしっかりとらえて前進することを許す。前肢は進
行方向の延長線上に着地しなければならない。前肢と後肢の動きは、伸長させた時に
等しく前へ振り出すべきである。馬の動き全体が十分にバランスのとれたもので、収
縮速歩への移行は後躯へ一層体重をかけることでスムーズに行われるべきである。

５．すべての速歩運動は、競技課目で特に指定がない限り軽速歩をとらない。

←左ページの図を参照
速歩は２ビートのリズムで４段階に分かれたぺースである。
＜丸で囲んだ番号はビートを示す＞

第４０５条　駈　歩
１．駈歩は「３ビート」の歩法であって、例えば右手前躯歩の場合は左後肢、左斜対
肢（左前肢と右後肢が同時）、右前肢の順で踏歩し、その後に四肢が一瞬空中に浮い
てから次のストライドが始まる。

２．駈歩は常に軽快でケイダンスがあり、整正なストライドで躊躇することなく前進
するべきものである。

３．駈歩の良否は全般的な印象により審査される。即ち、歩きの整正さと軽快さ、アッ
プヒル傾向、柔軟な項をもって銜を受け、活発な飛節の動きを伴った後躯のエンゲイ
ジメントに起因するケイダンス。そして歩度の違う駈歩へと移行しても同じリズムと 
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自然なバランスを維持できる能力によって判断される。馬は常に直線上では馬体を真
直にし、曲線ではこの曲線に沿って正しくベンドさせるべきである。

４．駈歩には尋常駈歩、歩幅の伸展、収縮駈歩、中間駈歩および伸長駈歩がある。
４．１　尋常駈歩
これは収縮駈歩と中間駈歩との間のぺースであり、馬の調教が十分に進んでおらず、
収縮運動のできる段階に至っていないものである。馬は「オン・ザ・ビット」の状態
でありながら自然なバランスのとれた動きを示し、左右均等で軽快、かつ闊達なスト
ライドと良好な飛節の動きを伴って前進する。「良好な飛節の動き」という表現は、
後躯の闊達な動きがもたらすインパルジョンの重要性を強調するものである。

４．２　歩幅の伸展
４歳馬用の課目では「歩幅の伸展」が求められる。これは尋常駈歩と中間駈歩の間の
ぺースであり、中間駈歩を行うには馬の調教が十分に進んでいない段階のものである。

４．３　収縮駈歩
馬は「オン・ザ・ビット」の状態にあり、頸を起揚させてアーチを描き、ケイダンスをもっ
て前進する。飛節は十分にエンゲイジメントして活力に富んだインパルジョンを保ち、
これによって両肩は一層自在に動かせるようになり、完璧なセルフキャリッジとアッ
プヒル傾向を発揮することとなる。馬の歩幅は他の駈歩歩度に比べて狭くなるが、エ
ラスティシティーとケイダンスを失うことはない。

４．４　中間駈歩
これは尋常駈歩と伸長駈歩との間のぺースである。急ぐことなく、馬は後躯からのイ
ンパルジョンを受けて明瞭に歩幅を伸ばし、前進する。馬は収縮駈歩や尋常駈歩の時
よりも頭を垂直よりもう少し前へ出し、頭頸をわずかに下げることが許される。スト
ライドはバランスがとれ、のびのびとしたものであるべきである。

４．５　伸長駈歩
馬はできる限りのグラウンドカバーを見せる。急ぐことなく、歩幅を最大限に伸ばす。
後躯からの力強いインパルジョンを受けて、馬は落ち着きがあり軽快でストレイトネ
スを保つ。選手は馬の項を一定に保ちながらもフレームを伸展させて地面をしっかり
捉えて前進することを許す。馬の動き全体が十分にバランスのとれたもので、収縮駈
歩への移行は後躯へ一層体重をかけることでスムーズに行われるべきである。

４．６　反対駈歩
反対駈歩は、コレクションにて行われるべきバランスとストレイトネスが求められる
運動である。外方前肢がリードし、このリードする側に姿勢をとりつつ正しい踏歩順
序で駈歩を行う。（同側の）前肢と後肢は同一蹄跡上を踏歩するものとする。

４．７　駈歩でのシンプル・チェンジ
これは駈歩から速歩などを入れずに常歩へ移行し、３～５歩の明確な常歩を入れて、
直ちに逆の手前の駈歩へ移行する運動項目である。

４．８　踏歩変換（フライング・チェンジ）
踏歩変換は、駈歩の入れ替えを１ストライドの中で前肢および後肢を同時に行うもの
である。リードする側の前肢および後肢の入れ替えは空中に浮揚している間に行われ
る。扶助は正確で目立たないものであるべきである。

踏歩変換はまた４歩毎、３歩毎、２歩毎、あるいは歩毎といった連続で行うことも可
能である。連続踏歩変換においても馬は活発なインパルジョンをもって軽快、沈静、
かつ真直であり、一連の動きを通して同じリズムとバランスを維持する。連続踏歩変
換ではその軽快さと流れ、およびグラウンドカバーを制限したり止めたりしないよう、
十分なインパルジョンを維持しなければならない。

踏歩変換の目的：踏歩変換の扶助に対する馬の反応、敏感さと従順性を示すことにあ
る。
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←左ページの図を参照
駈歩は３ビートのリズムで６段階に分かれたぺースである。
＜丸で囲んだ番号はビートを示す＞

第４０６条　後　退
１．後退は２ビートで斜対肢を後方へ移動させる動きであるが、空中へ浮揚する瞬間
はない。一対の斜対肢がもう一対の斜対肢と交互に上げ下ろしを行い、前肢は後肢と
同じ蹄跡上を歩く。

２．後退を行う間、馬は前方へ進む意欲を維持しながらも「オン・ザ・ビット」の状
態にあるべきである。

３．次の動作を予期した動きや慌しい動き、選手のコンタクトへの反抗や回避、後躯
が直線上から逸脱すること、後肢が開いてしまったり、動きが緩慢になること、前肢
をひきずることは重大な過失である。

４．歩数は前肢が後ろへ移動するごとに数える。所定の歩数の後退を終えた後、馬は
四肢を揃えた停止を示すか、あるいは 要求されたぺースで直ちに前進するべきであ
る。一馬身の後退が求められている課目では、３歩か４歩で行うものとする。

５．シリーズで行う後退（Schaukel  後退－前進－後退）：
これは、２回の後退の間に常歩を入れたものである。移行では流れを損なわず、要求
された歩数で行う。

第４０７条　移　行
ぺースの変換や同一ぺース内での歩度の変換は、指定標記地点で正確に行われるべき
ものである。ケイダンス（常歩以外において）は、ぺースや運動が変わる時点、ある
いは馬が停止する時まで維持されるべきものである。同一ぺース内での移行では、そ
の移行の間を通して同じリズムとケイダンスを維持しつつ、明瞭にその違いを示さな
ければならない。馬は選手の拳に対して軽く、沈静で正しい姿勢を保たなければなら
ない。



― 30 ―

同じことが一つの運動から他の運動への移行、例えばパッサージュからピアッフェ、
あるいはその反対の場合についても言える。

第４０８条　ハーフ・ホルト
いかなる運動あるいは移行であっても、目には見えないほどのハーフ・ホルトで準備
を行わなければならない。ハーフ・ホルトとは騎座（シート）と脚、選手の拳がほぼ
同時に協調した作用であり、運動項目の実施、あるいは下位のぺースまたは上位のぺー
スへ移行する前に馬の注意を喚起し、バランスを改善する目的がある。もう少し体重
を馬の後躯へ移すことによって、後肢のエンゲイジメントと後躯のバランスが改善さ
れ、全体として前躯の軽快さと馬のバランスに資することとなる。

第４０９条　方向変換
１．方向変換では、描くべき線に沿って馬はその体をベンドさせ、いかなる反抗も示
さず、あるいはぺースやリズム、速度を変えることなく柔軟であり、選手の指示に従
うものとする。

２．方向変換は以下の方法で行うことができる：
　a．隅角通過を含めて直角に回転すること（直径約６ｍの巻乗りの１／４）
　b．短斜線と長斜線の使用
　c．手前変換を伴う半巻乗りおよび半輪乗り
　d．ハーフ・ピルーエットとターン・オン・ザ・ホンチズ
　e．蛇乗り 
　f．（ジグザグでの）往復手前変換＊
　　  馬は方向変換の前に一瞬、真直ぐになるべきである。
ジグザグ＊：方向変換を伴う３回以上のハーフパスを入れた運動

第４１０条　図　形
馬場馬術課目で求められる図形とは巻乗り、蛇乗り、８字乗りである。

１．巻乗り
巻乗りとは直径６ｍ、８ｍ、１０ｍの円である。直径が１０ｍを超えるものは輪乗り
である。

←左ページの図を参照
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２．蛇乗り
蛇乗りのループがアリーナの長蹄跡に接しているものは、複数の半輪乗りを直線で繋
いだものと言える。中央線を横切る時に馬は短蹄跡に平行となる (a)。半輪乗りの大
きさによって直線での繋ぎの長さが変わる。ループの片側だけがアリーナの長蹄跡に
接する蛇乗りは、蹄跡から５ｍか１０ｍの範囲で行われる (b)。中央線を中心とする
蛇乗りは１／４ラインの間で行われる (c)。

←左ページの図を参照

３．８字乘り
この図形は、課目で指定された同等の大きさの巻乗りか輪乗りを２個、８の字を描く
ように中央で繋いだものである。選手は図形の中央で方向転換をする前に一瞬、馬体
を真直ぐにする。

←左ページの図を参照
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第４１１条　レッグ・イールディング
１．レッグ・イールディングの目的：馬のサプルネスと側方への反応を実証するため。

２．レッグ・イールディングは尋常速歩で行われる。馬は、項の部分で進行方向とは
反対側の内方へ幾分フレクションすることを除けば、ほぼ真直であり、選手からは内
側の睫毛と鼻孔が僅かに見える程度である。馬の内方肢は外方肢の前を交叉する。

レッグ・イールディングは収縮運動の準備段階における馬のトレーニングに取り入れ
られるべきである。後に、より進歩した「肩を内へ」の運動と相伴って、馬を柔軟で、
堅苦しさ無くのびのびとさせ、運歩を自由自在に変じ、伸縮性がありかつ整正であっ
て、軽快で無理のない調和のとれた運動のため最良の方法である。

レッグ・イールディングは「斜線上」で行うことができるが、その場合は馬の前躯が
僅かに後躯より先行していなければならないものの、馬体はできる限りアリーナの長
蹄跡に平行であるべきである。これは「壁に沿って」行うこともでき、この場合は馬
体が進行方向に向かって約３５度の角度となるものとする。

第４１２条　側方運動
１．側方運動の主な目的は、後躯のエンゲイジメントを改善してこれを高め、その結
果として収縮度を高めることである。

２．すべての側方運動、即ち「肩を内へ」「腰を内へ」「腰を外へ」「ハーフパス」では、
馬は僅かにベンドし、異なる蹄跡上を進む。

３．運動の流れやバランスを阻害しないよう、ベンドあるいは顎のフレクションを強
く求めすぎてはならない。

４．側方運動では常に伸びやかで整正な運歩を保ち、絶えずインパルジョン（推進力）
を維持しつつも関節のサプルネスとケイダンスを維持し、バランスの取れた動きを示
さなければならない。選手が馬体をベンドさせることと側方へ動かすことに気を取ら
れるために、インパルジョンが失われてしまうことが多い。

５．肩を内へ 
「肩を内へ」は収縮速歩で行われる。馬は選手の内方脚を軸として僅かではあるが一
様にベンドし、約３０度の一定な角度にてエンゲイジメントとケイダンスを維持する。
馬の内方前肢は外方前肢の前を交叉して進み、内方後肢は内方腰部を低下させつつ体
下へ踏み込んで外方前肢と同じ蹄跡を踏歩する。馬は進行方向と反対側へベンドする。

６．腰を内へ
「腰を内へ」は収縮速歩、あるいは収縮駈歩で行われる。馬は選手の内方脚を軸とし
て僅かにベンドするが、その度合いは「肩を内へ」よりも深い。約３５度の一定な角
度を示し、（正面あるいは背後から見て四蹄跡となっている）前躯は蹄跡上にあり、
後躯が内側へ入る。馬の外方肢は内方肢の前を交叉する。馬は進行方向へベンドする。

「腰を内へ」に入るには、後躯が蹄跡から離れるか、あるいは隅角通過か輪乗りを行っ
た後に蹄跡へ戻らないものとする。「腰を内へ」の終わりでは輪乗りを終える場合と
同様に（項や頸が反対側に曲がってしまうことなく）後躯が蹄跡へ戻る。

「腰を内へ」の目的：一直線上での流暢な収縮速歩運動と正しいベンドを見せること。
前肢および後肢は交叉し、バランスとケイダンスが維持されている。



― 36 ―

７．腰を外へ
「腰を外へ」は「腰を内へ」とは逆の運動である。前躯が内側へ入るかわりに、後躯
は蹄跡上に残る。「腰を外へ」を終えるには、前躯を蹄跡上で後躯に揃える。その他
の点では「腰を内へ」で適用した原理と条件が適用できる。

馬は選手の内方脚を軸として僅かにベンドする。馬の外方肢は内方肢の前を交叉する。
馬は進行方向へベンドする。

「腰を外へ」の目的：「肩を内へ」よりも深いベンドの角度をもって一直線上で流暢な
収縮速歩運動を示すこと。前肢および後肢は交叉し、バランスとケイダンスが維持さ
れる。

８．ハーフパス
ハーフパスは「腰を内へ」の変形であり、壁に沿ってではなく斜線上で行う。これは
収縮速歩（および自由演技のパッサージュ）、あるいは収縮駈歩で行うことができる。
馬は進行方向に向かい、選手の内方脚を軸にして僅かに体をベンドするべきである。
馬はこの運動全体を通じて同じケイダンスとバランスを維持するべきである。肩の可
動性を高めて一層自由な動きを求めるには、インパルジョンを維持し、特に内方後肢
のエンゲイジメントを高めることが大変重要である。馬体はアリーナの長蹄跡にほぼ
平行であり、前躯は僅かに後躯に先行する。

速歩では外方肢が内方肢の前を交叉する。駈歩にてこの運動は前方／側方への一連の
ストライドで行われる。

速歩ハーフパスの目的：「肩を内へ」よりも深いベンドの角度をもって斜線上で流暢
な収縮速歩運動を示すこと。前肢および後肢は交叉し、バランスとケイダンスが維持
される。

←左ページの図を参照
Leg-yielding along the wall　　　　　　Leg-yielding on the diagonal
壁に沿ってのレッグ・イールディング　　斜線上でのレッグ・イールディング
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←左ページの図を参照
Shoulder in 　　　　　　　　　　　　　 Travers
肩を内へ　　　　　　　　　　　　　　　 腰を内へ

Renvers　　　　　　　　　　　　　　　 Half-Pass
腰を外へ　　　　　　　　　　　　　　　 ハーフパス

第４１３条　ピルーエット、ハーフ・ピルーエット、ターン・オン・ザ・ホンチズ
１．ピルーエット（ハーフ・ピルーエット）は、馬体の長さに等しい半径で二蹄跡に
て行われる３６０度（１８０度）の旋回であり、前躯は後躯の周りを旋回する。

２．ピルーエット（ハーフ・ピルーエット）は、通常、収縮常歩か収縮駈歩で行われ
るが、ピアッフェで行うことも可能である。

３．ピルーエットでは、前肢と外方後肢は、軸となる内方後肢の周りを旋回するもので、
内方後肢はできる限り小さな円を描く。

４．いかなるペースでピルーエット（ハーフ・ピルーエット）を行う場合でも、馬は
旋回する側に僅かにベンドし、軽いコンタクトにより「オン・ザ・ビット」の状態で、
当該ペースでの正しい肢の運びとタイミングを維持しながらスムーズに旋回するべき
である。この運動中、項は最も高い位置に維持される。

５．ピルーエット（ハーフ・ピルーエット）を行っている間、馬は闊達さ（常歩も含む）
を維持しており、僅かでも決して後退、あるいは横にずれることがあってはならない。

６．駈歩ピルーエットあるいはハーフ・ピルーエットを行う場合、選手は一層のコレ
クションを求めながら馬の軽快さを維持するべきである。後躯は十分にエンゲイジメ
ントして低下し、関節は十分な屈伸を示している。この運動の重要な点は、ピルーエッ
トを行う前と後の駈歩ストライドの質である。ピルーエットに入る前には闊達さ、ス
トレイトネス、コレクションの度合いを増す必要がある。ピルーエットを終える時点
ではバランスを維持しなければならない。
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駈歩ピルーエットと駈歩ハーフ・ピルーエットの目的：内方後肢を軸にして小さな半
径で旋回し、活発さと明瞭な駈歩を維持しつつ旋回方向へ僅かにベンドし、図形の前
後でのストレイトネスとバランスを保ち、明確な駈歩のストライドで旋回する馬の意
欲を示すこと。駈歩でのピルーエットまたはハーフ・ピルーエットにおいて、斜対肢（内
方後肢と外方前肢）が同時には地面につかないであろうが、審判員は真の駈歩ストラ
イドを認識できるべきである。

←左ページの図を参照
駈歩ピルーエットとハーフ・ピルーエット

７．ピルーエット（ハーフ・ピルーエット）の質は、サプルネス、軽快さ、整正、そ
して正確さと、始まりと終わりのスムーズさによって審査される。駈歩ピルーエット

（ハーフ・ピルーエット）は－６～８歩（フル・ピルーエット）－３～４歩（ハーフ・
ピルーエット）で行われるべきである。

８．常歩ハーフ・ピルーエット（１８０度）は収縮常歩から入り、運動を通してコレ
クションが維持される状態で行われる。ハーフ・ピルーエットの終了時には、馬は後
肢を交叉させることなく元の蹄跡にもどる。

←左ページの図を参照
常歩ハーフ・ピルーエット

９．常歩からのターン・オン・ザ・ホンチズ
収縮常歩をまだ見せることのできないヤングホースのために、「ターン・オン・ザ・
ホンチズ」が、馬のコレクション準備段階の運動としてある。「ターン・オン・ザ・
ホンチズ」は中間常歩からハーフ・ホルトにより運歩を少し短縮し、後躯の関節が屈
曲する能力を増して準備させる。馬は運動の前後で停止しない。「ターン・オン・ザ・
ホンチズ」は常歩ピルーエットよりも、より大きな半径（約２分の１ｍ）で実施する
ことができるが、リズム、コンタクト、活発さおよびストレイトネスに関するトレー
ニングスケールにおいては同等のものが要求される。

１０．停止から停止までの間のターン・オン・ザ・ホンチズ（１８０度）
前へ出てゆこうとする動きを維持できるよう、旋回の開始時には１歩か２歩の前進が
容認される。常歩からのターン・オン・ザ・ホンチズと同じ尺度が適用される。
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第４１４条　パッサージュ
１．パッサージュとは整然とした、極めて収縮し、高揚したケイダンスのある速歩で
ある。特徴としては顕著な後躯のエンゲイジメント、膝や飛節の一層力強い屈伸、優
雅なエラスティシティーのある運動があげられる。ケイダンスと長いサスペンション
を伴い、各斜体肢は交互に上げ下ろしされる。

２．原則として、上げた前肢の蹄先はこれを支持する管の半ばまで上がるべきものと
する。上げた後肢の蹄先は、これを支持する他方後肢球節の少し上まで至るものとす
る。

３．頸は起揚して優雅にアーチを描き、項部分が最も高い位置となり、鼻梁のライン
は垂直に近いものである。馬はケイダンスを変じることもなく、軽くソフトに「オン・
ザ・ビット」の状態である。闊達で際立ったインパルジョンが維持される。

４．後肢または前肢のアンイーブンな運歩や、前駆または後躯の横揺れ、前肢または
後肢のぎくしゃくした動き、浮揚時の後肢の引きずり、あるいはダブルビートは重大
な過失である。

パッサージュの目的は、速歩での最も高度な収縮、ケイダンスとサスペンションを見
せることである。

第４１５条　ピアッフェ
１．ピアッフェは極めて収縮され、ケイダンスのある、高揚した、その場で行う印象
を与える斜対運動である。馬の背はサプルでエラスティックである。後躯は沈み込む。
飛節が活発に動いて後肢がよくエンゲイジメントし、その結果、肩と前肢の可動性が
増し、非常に自由かつ軽快な動きとなる。斜対肢は各々、弾みと均一なケイダンスを
もって交互に上げ下ろしされる。

１．１　原則として、上げた前肢の蹄先はこれを支持する他の前肢の管の半ばまで上
がるべきものとする。上げた後肢の蹄先は、これを支持する他の後肢球節の少し上ま
でいたるものとする。

１．２　頸は起揚して優雅にアーチを描き、項部分が最も高い位置となる。馬は軽く、
「オン・ザ・ビット」でソフトなコンタクトの状態にあるものとする。馬体は柔軟で
ケイダンスある調和のとれた物腰を示すべきである。

１．３　ピアッフェはいかなる時も活発なインパルジョンによって生き生きとした動
きを示し、完璧なまでにバランスのとれた姿勢を表現していなければならない。その
場で運動を行っている印象を与える一方、前進気勢が認められる場合がある。これは
選手からの指示があれば速やかに前進しようとする気構えの現れである。

１．４　ほんの僅かであっても後ろへ下がること、前肢または後肢のアンイーブンな
ぎくしゃくした動き、斜対肢の踏歩が明瞭でないこと、前肢または後肢同士の交叉、
前躯や後躯の横揺れ、後肢または前肢が開いてしまうこと、前進し過ぎること、ある
いはダブルビートのリズムは、すべて重大な過失である。

ピアッフェの目的は、その場に留まっている印象を与えながら最高の収縮度を示すこ
とである。

第４１６条　インパルジョン／従順性
１．インパルジョンとは、後躯で生み出された力強く精力的な、しかしながら制御さ
れた推進エネルギーを、競技で求められる動きへと転換することを表現する言葉であ
る。この究極的なインパルジョンは柔らかくスイングする馬の背を通して初めて現れ
るものであって、選手の拳による穏やかなコンタクトで導かれる。
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１．１　スピード、それ自体はインパルジョンとほとんど関係がなく、平坦な運歩と
なりがちである。インパルジョンはスタッカートのように断音的ではなく、音律的で
流れるような歯切れ良い後肢の踏み込みによってはっきり表現される。後肢が地面を
離れると飛節は上方へ引き上げられるというよりも前方へと振り出されるべきであ
る。決して後方へ返してはいけない。インパルジョンの “決め手” は肢が地上に着い
ている時というよりも、空中に浮いている時の「間」である。従ってインパルジョンは、
四肢が同時に空中に浮揚する「間」をもつ運歩でのみ現れる。

１．２　インパルジョンは、速歩と駈歩での良好なコレクションを求めるための前提
条件である。インパルジョンがなければ、何もコレクションすることはできない。

２．従順とは隷属ではなく、馬の動作すべてにおける絶え間のない注意力、快諾と信
頼によって、また多様な運動を行った場合に示す調和、軽快さ、無理のない動きによっ
て表される従順性を意味する。

従順性の度合いは、軽く軟らかなコンタクトと柔軟な項を保った銜の受け方でも示さ
れる。選手の拳に対する抵抗や回避は「銜突き出し（アバウブ・ザ・ビット）」や「ビ
ハインド・ザ・ビット」となって現れ、これは従順性の欠如を示すものである。

２．１　舌を出したり、舌を銜の上に乗せたり、あるいは舌を深く巻き込むことは、
歯ぎしりや尾を激しく動かすのと同様に、ほとんどの場合は馬の神経質さや緊張、抵
抗を示しており、審判員は該当する各運動項目と総合観察の「従順さ」の採点でこれ
を考慮に入れなければならない。

２．２　従順性を考慮する時に先ず考えなければならないのは気持ちよく運動をこな
そうとする意欲である。即ち馬は求められていることを理解し、選手が出した扶助に
対して何の恐れや緊張もなく十分に自信を持って反応している状態である。

２．３　馬に真直性やアップヒル傾向、良いバランスが生まれると、選手の脚による
扶助を待てる状態となり、銜を自ら求めて受け入れるようになる。これこそが調和と
軽快さを描き出す源である。

馬場馬術課目で求められる主な要求項目、あるいは運動項目を実施できることが従順
性の主な評価基準なのである。

第４１７条　コレクション
馬にコレクションをとらせる目的は：
ａ）選手の体重が加わることによって多少なりとも移動してしまう馬体のバランスを
改善し、これを一段と高めること。

ｂ）前肢の可動性と軽快性に資するために、後躯の低下と踏み込む能力を発達させて、
これを増大させること。

ｃ）馬の「イーズ・アンド・キャリッジ」にこれを加えることにより、乗ることが一
段と楽しくなるような馬にすること。

コレクションはハーフ ･ ホルトを使い、また「肩を内へ」、「腰を内へ」、「腰を外へ」、
「ハーフパス」といった側方運動を行うことで発達する。

コレクションは騎座（シート）と脚、それと受ける拳を使うことによって後肢をエン
ゲイジメントさせて得られるのであり、また改善できる。諸関節が屈伸して柔軟にな
り、後肢が馬体下に踏み込む。

しかし後肢が余りにも深く馬体下へエンゲイジメントするのは望ましくない。馬体の
支持底面が極端に狭くなって動きに支障がでてくる。四肢の支持底面に対して背中の 



― 46 ―

ラインが伸びて盛り上がってしまい、安定性が損なわれて馬は均整のとれた正しいバ
ランスを見つけにくくなるのである。

一方、後肢を自分の体下にエンゲイジメントさせようとせず、あるいはできずに支持
底面が広くなり過ぎる馬は、「イーズ・アンド・キャリジ」で特徴づけられるような
好ましいコレクションに至ることはなく、後躯の闊達さに由来する活気あるインパル
ジョンも生み出し得ない。

収縮歩度での馬の頭頸位置は、自然とトレーニング・ステージに左右されると同時に、
ある程度は体型にも左右される。コレクションが顕著に認められる態勢とは、束縛さ
れることなく頸を起揚させ、鬐甲から項にかけて均整のとれたカーブを描き、項は最
も高い位置にあって鼻梁はわずかに額からの垂直線より前に出ている状態である。選
手が瞬間的にコレクション効果を得るような扶助を使った時には、頭が多少なりとも
垂直線上にくるであろう。頸のアーチはまさにコレクションの度合いに直結している
のである。

←左ページの図を参照

第４１８条　選手の姿勢と扶助
１．すべての運動はごく僅かな扶助により、また目に見えるような選手の努力なしに
行うべきものである。選手はバランス良く、かつ弾性を保ちながら鞍の中央に深く座
り、脚は下方へ十分に伸ばして一定の位置に保ちつつ柔軟な大腿部と腰、臀部で馬の
動きをスムーズに吸収して騎乗しなければならない。踵が一番低いポイントとなるべ
きである。上半身は背筋を伸ばしてしなやかであること。コンタクトは選手の騎座

（シート）に依存していてはならない。両拳は親指を一番上にして互いに近づけ一定
に保ち、柔軟な肘から馬の口までは一直線になるように保持する。肘は体に近づける。
このような要素をすべてこなすことによって、選手は馬の動きにスムーズかつ自由に
随伴できるようになる。

２．選手の扶助が有効であるか如何により、競技課目で要求されている運動項目が正
確に実施できるかが決まる。馬と選手とが常に協調しあっているような印象があって
しかるべきである。

３．ＦＥＩ馬場馬術競技会では、両手で手綱を持つことが義務づけられている。演技
を終え、手綱を伸ばして常歩でアリーナから退場する時には、任意に片手で手綱を取っ
てもよい。自由演技課目については、「審判員のためのガイドライン－自由演技課目」
と「自由演技課目における難度の判断に関わるガイドライン」も参照のこと。www.
fei.org にて入手可能。

４．音声や舌鼓を繰り返し使うことは重大な過失である。
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第２章　馬場馬術競技会
第４１９条　国際馬場馬術競技会の目的
ＦＥＩは予期される濫用から騎馬芸術を守ってその純正なる本質を保護し、馬場馬術
の本源を損なうことなく次世代の選手へ伝えるため、１９２９年に国際馬場馬術競技
会を創設した。

第４２０条　国際馬場馬術競技会のカテゴリー
１．一般規程に従い、国際馬場馬術競技会はＣＤＩ１* ～ＣＤＩ５*、ＣＤＩ - Ｗ、Ｃ
ＤＩＯ３* ～ＣＤＩＯ５*、ＣＤＩ - Ｙ、ＣＤＩＯＹ、ＣＤＩ - Ｊ、ＣＤＩＯＪ，Ｃ
ＤＩ - Ｃｈ、ＣＤＩＯ - Ｃｈ、ＣＤＩ - Ｐ、ＣＤＩＯＰ、ＣＤＩ - ＹＨ、ＦＥＩ選手
権大会、地域大会、オリンピック大会に分類され、オリンピック大会やパラリンピッ
ク大会などの競技会規程にあらかじめ別段の記載がない限り、これ以降の条項に記載
の規定に従って実施されなければならない。　

２．振興目的の馬場馬術競技会
ヨーロッパ域外＃と北米域外＃で、ＦＥＩはいわゆる「振興馬場馬術競技会（ＰＲ）」
の開催を認める。これらの競技会は貸与馬でも行うことができる。セントジョージ賞
典を含め、このレベルまでの振興馬場馬術競技会を国内競技会として開催することが
できるが、主催国ＮＦからＦＥＩへの報告が必要である。これらの競技会の競技場審
判団には、ＦＥＩ審判員を最低１名は含めるものとする。

注記＃：西ヨーロッパと北米域外の国だけを招待するという条件であれば、振興目的
の馬場馬術競技会をヨーロッパや北米で開催することもできる。

３．国内競技会（ＣＤＮ）（一般規程を参照）
４ヶ国を超えるＮＦから１５名（合計）を超える外国人選手を受け入れるＣＤＮにつ
いては、自動的にＣＤＩとみなされ、ＦＥＩ規程に基づく諸条件を満たす義務を負う。

本規則は、その年の一時期を主催国に居住し、主催国ＮＦのゲストライセンスをもつ
外国人選手（一般規程に定める通り、国籍を有する国以外に居住する選手）には適用
しない。

４．ＣＤＩ - Ｗ　
ＦＥＩワールドカップ TM 競技が行われる競技会は「Ｗ」の文字を付して示す。ＦＥ
Ｉワールドカップ TM 馬場馬術競技規程も参照のこと。

５．ＣＤＩ／ＣＤＩ - Ｗ／ＣＤＩＹ／ＣＤＩＪ／ＣＤＩＰ／ＣＤＩ - Ｃｈで非公式団
体競技は認められない。公式団体競技についてはＣＤＩＯを参照のこと。

６．ＣＤＩＯ
６．１　選手の出場資格
６．１．１　原則として、ＣＤＩＯは国数に制限なく諸外国からの選手を対象と
する（一般規程も参照のこと）。

６．１．２　ＣＤＩＯとしてその格式を掲げるには、主催国ＮＦを入れて６チーム以上
（１ＮＦにつき１チーム）を招待し、最低３チームが出場していなければならない。

６．２　優先順位
一般規程に基づき、ＣＤＩＯ３* ～ＣＤＩＯ５* はすべてのＣＤＩ競技会に優先する。
ＣＤＩ - ＷはＣＤＩ競技会に優先する。

６．３　団体競技
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６．３．１　団体競技として認定を受けるには、公式グランプリ団体競技の実施を予定
しなければならない。チーム構成は同一国籍の選手で３名以上、４名以内とする。リ
ザーブの人馬コンビネーションは認められない。

７．ＦＥＩ選手権大会
馬場馬術規程の第５章を参照のこと。

８．地域大会
これらの競技会規程はＦＥＩ総会の承認を受けなければならない。

９．オリンピック大会
オリンピック大会の馬術競技会規程を参照のこと。

第４２１条　競技課目
競技にはそれぞれ指定の競技課目がある。公式馬場馬術競技課目はＦＥＩの権限を
もって公表され、決してＦＥＩの許可なく変更したり、あるいは簡略化することはで
きない。競技課目は以下の通り：
１．ヤングホース対象の課目：
１．１　４歳馬用課目（国内競技会での使用に限定）
１．２　５歳馬用課目
１．３　６歳馬用課目

２．セントジョージ賞典－中級レベルの課目
この競技課目は調教の中級段階を対象とする。これは古典馬術が求めるすべての運動
項目において馬の従順性を示し、無理なく調和した軽快な演技ができるような心身の
バランスと上達度を現す運動を含むものである。

３．インターメディエイトＩ－中級の上レベルの課目
同課目の目的は馬の心身を損なうことなく、セントジョージ賞典課目を正しく実施で
きる段階から、要求度の高いインターメディエイトⅡへと漸進的に馬を導くことにあ
る。

４．インターメディエイトⅡ－上級レベル課目
同課目の目的はグランプリ課目を目指して馬を調教することにある。

５．グランプリ－最上級レベル課目
グランプリは最も高いレベルの競技であり、抵抗がまったくなく最高度にまで発展さ
せたコレクションとインパルジョン（推進力）を特性とする、完璧な馬の軽快さを描
き出すもので、これにはあらゆる調教歩法とすべての基本運動項目が含まれる。

６．グランプリ・スペシャル－グランプリと同じレベルの課目
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これはグランプリと同レベルの競技であり、運動項目の移行が特に重視される。

７．自由演技課目
これはヤングライダー、ジュニア、ポニー、インターメディエイトＩ、あるいはグラ
ンプリ・レベルで音楽に合わせて行われる芸術的馬術競技である。これには同レベル
の競技課目と同様の、馬術調教におけるすべての歩法と基本的運動項目が含まれる。
しかしながら選手はテクニカル自由演技規定に従い、指定時間内で自由に演技を構成
することができる。この課目では、人馬の一体感とすべての運動と移行における調和
を明確に表現するべきである。

８．他の課目
ＦＥＩ馬場馬術競技会では、公式ＦＥＩ競技課目以外の課目を使用することはできな
い。

ヤングライダー、ジュニア、ポニーライダー、チルドレンの公式馬場馬術競技課目は、
ＦＥＩが特定の規程に記載し、公表している。ＦＥＩから事前に許可を受けた場合に
限り、これらの競技課目をシニア競技に採用することができる。その参加条件は、馬
場馬術規程の第４２２条に明記されている通りとする。ＦＥＩ世界馬場馬術チャレン
ジ課目にもこれを適用する。

第４２２条　参加条件
１．定義
１．１　選手。選手は１６歳の誕生日を迎える暦年からシニア国際馬場馬術競技会に
出場できる。

１．２　パラエクエストリアンの選手。パラエクエストリアンの選手は、ＦＥＩの承
認を受けることで、ＦＥＩパラエクエストリアンＩＤカードに定める個々の障害程度
に応じた補助器具を使用し、ＦＥＩ馬場馬術競技に出場することが認められる。ＦＥ
Ｉ馬場馬術競技会へのこの種の参加申請は、出場する前年の１２月３１日までに　Ｆ
ＥＩ馬場馬術部門へ到着するものとする。各々の申請についてＦＥＩが個別に検討す
る。

１．３　男女別の競技は認められない。

１．４　種類を問わず、６歳以上の馬が国際馬場馬術競技会へ出場できる。ジュニア
課目：６歳以上の馬。ヤングライダー／セントジョージ賞典／インターメディエイト
Ⅰ：７歳以上の馬。インターメディエイトⅡ、およびグランプリ・スペシャルと自由
演技グランプリを含むグランプリ課目：８歳以上の馬。またすべてのレベルにおいて、
馬は蹄鉄をはいた状態で鬐甲の高さが１４９ｃｍを超えるものでなければならない。
５歳馬と６歳馬を対象とする特定競技／競技会の項も参照のこと。

馬の年齢は生まれた年の１月１日（南半球では８月１日）を起算日とする。

国際馬場馬術競技会にて、ホース・インスペクションの日から最後の国際競技終了の
翌日まで、馬は１日につき一競技にのみ出場でき、同時に国内馬場馬術競技／競技会
に出場することはできない。

２．競技のレベル：
２．１　セントジョージ賞典
この競技には、次のような馬を除いてすべての馬が出場できる：
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指名参加申込日以前にＣＤＩＯ、ＦＥＩ選手権大会、オリンピック大会のグランプリ
で上位第１５位までに入った馬、あるいはＣＤＩ３* ／ＣＤＩ４* ／ＣＤＩ５* また
はＣＤＩＯのインターメディエイトⅡ以上の課目で、３回優勝している馬。
馬がその後、他の選手により取得された場合はこの規則を適用しない。
２．２　インターメディエイトＩ
この競技には、次の馬を除いてすべての馬が出場できる：
指名参加申込日以前にＣＤＩＯ、ＦＥＩ選手権大会、オリンピック大会のグランプリ
で上位第１５位までに入った馬、あるいはＣＤＩ３* ／ＣＤＩ４* ／ＣＤＩ５* ある
いはＣＤＩＯのインターメディエイトⅡ以上の課目で、３回優勝している馬。
馬がその後、他の選手により取得された場合はこの規則を適用しない。
２．３　自由演技インターメディエイトＩ
この競技はセントジョージ賞典、あるいはインターメディエイトＩ競技で予選を通過
した上位第１５位までの人馬コンビネーションに出場を限定し、またその出場を義務
付ける。選手は１頭の馬でのみ出場できる。
２．４　インターメディエイトⅡ
この競技にはすべての馬が出場できる。
２．５　グランプリ
この競技にはすべての馬が出場できる（馬場馬術規程の第４４８条も参照）。
２．６　グランプリ・スペシャル
グランプリ・スペシャルは、グランプリ競技の後にのみ実施することができる。ＣＤ
Ｉ３* 以上では、グランプリ・スペシャルへの出場意思を申告した人馬であり、グラ
ンプリ競技で予選を通過した上位６組以上、１５組以内（但し、第１５位で同率の人
馬も含める）の人馬コンビネーションを対象としてグランプリ・スペシャルを予定し
なければならない。６組未満の人馬コンビネーションが予選を通過した場合は、全員
が出場できる。予選のグランプリに３０組以上の人馬コンビネーションが出場してい
る場合、組織委員会はグランプリ・スペシャルに最低限１５組の人馬を出場させなけ
ればならない。グランプリ・スペシャルへの出場権を得たいと意思表明した選手につ
いては、この出場資格を得た場合、これに出場しなければならない。選手は１頭の馬
でのみ出場できる。ＣＤＩＯ、ＦＥＩ選手権大会、オリンピック大会については馬場
馬術規程の第４４９条と第４５６条を参照のこと。病気などの正当な棄権理由がある
場合は、グランプリ成績で次点の人馬コンビネーションが繰り上がる。
２．７　自由演技グランプリ
自由演技グランプリ課目は、グランプリ競技の後にのみ実施することができる。ＣＤ
Ｉ - Ｗでは自由演技グランプリの開催が必須である。自由演技グランプリ競技へは、
グランプリ競技で予選を通過した上位６組以上、１５組以内（第１５位で同率の人馬
を含む）の人馬コンビネーションのみ出場できる。６組未満の人馬コンビネーショ
ンが予選を通過した場合は、全員が出場できる。予選のグランプリに３０組以上の人
馬コンビネーションが出場している場合、組織委員会は自由演技グランプリに最低限
１５組の人馬を出場させなければならない。自由演技グランプリへの出場権を得たい
と意思意向した選手については、この出場資格を得た場合、これに出場しなければな
らない。選手は１頭の馬でのみ出場できる。ＣＤＩＯ、ＦＥＩ選手権大会、オリンピッ
ク大会については馬場馬術規程の第４４９条と第４５６条を参照のこと。病気やその
他予期せぬ事態などの正当な棄権理由がある場合は、グランプリ成績で次点の人馬コ
ンビネーションが繰り上がる。
２．８　コンソレーション競技
グランプリ・スペシャルあるいは自由演技グランプリへの出場資格を得られなかった
馬は、コンソレーション競技（予定されていれば、インターメディエイトⅡかグラン
プリ）に参加できる。しかしコンソレーション競技が予定されていても、この成績を
もって、ＦＥＩ世界馬場馬術ランキング・リストへのランキング・ポイント、あるい
はＦＥＩ選手権大会やオリンピック大会へのいかなる出場資格ポイントも与えられる
ことはなく、賞金は世界馬場馬術ランキング・リスト予選競技における金額よりも低
くなければならない。コンソレーション競技は審判員３名のみで審査を行い、実施要
項と成績表にはコンソレーション競技であることを明示しなければならない。
３．競技プロトコル
３．１　すべての自由演技課目とグランプリ・スペシャルへの出場資格スコア
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すべてのレベルの自由演技競技あるいはグランプリ・スペシャル競技に出場するには、
予選競技で５８％以上のスコアを獲得しなければならない。
３．２　１競技につき選手が騎乗できる馬の頭数
すべてのＣＤＩ競技会において、各競技で選手が騎乗できる馬の頭数は組織委員会の
決定に任される。但し、自由演技課目とグランプリ・スペシャルでは、各選手とも１
頭の馬にのみ騎乗できる。
この規則はＣＤＩＯにも適用されるが、但しグランプリでは各選手とも１頭の馬にの
み騎乗できる（馬場馬術規程の第４４８条も参照）。
特殊な状況として、予選グランプリ競技へ参加申込を行って実際に出場する人馬コン
ビネーションが１５組未満となったＣＤＩ競技会の場合、グランプリで２頭に騎乗し
た選手が自由演技グランプリへもこの２頭で出場できるよう、組織委員会がＦＥＩへ
特別許可を申請することができる。これが認められれば、この２頭とも世界馬場馬術
ランキング・リストのポイントを獲得できる。グランプリ・スペシャルにもこの条件
を適用する。
しかしながら、組織委員会が競技会実施要項で、各選手に２頭以上の騎乗を認める競
技を設けていても、仮に申込締切日までに予想以上の指名参加申込があった場合には
この措置を取り下げることがあるとの条項を入れることが望ましい。
３．３　選択
ＣＤＩ３* 以上の競技会にて、グランプリ競技の後にグランプリ ･ スペシャルと自由
演技グランプリが予定されている場合、選手はグランプリの抽選を行う前にどちらへ
の出場資格を得たいか申告しなければならない。組織委員会が認めた場合、選手は第
一希望と第二希望を提出することができる（即ち、選手が自由演技グランプリを第一
希望とし、グランプリ・スペシャルを第二希望にしたとする。グランプリ競技終了後、
この選手より上位の選手で自由演技への出場が定員となった場合、この選手は自由演
技の代わりにグランプリ・スペシャルへ出場できる。）しかし、同一馬で参加できる
のはどちらかの競技のみとし、始めに選択した競技に参加枠がある場合には、その希
望を変えることはできない。
３．４　競技を２日間に分けた開催
競技への出場選手数がほぼ４０名を超える場合、組織委員会はこの競技を２日間に分
けるか、あるいは別個の２つの競技に分けなければならない。
これに伴うタイムテーブルの変更は、いかなる場合もＦＥＩの同意を得るべきである。
３．５　競技の選択
しかしながら、いかなる競技会でも同じ人馬コンビネーションが出場できるのは、同
一レベルの競技のみである：
セントジョージ賞典とインターメディエイトⅠ（自由演技を含む）；あるいは
インターメディエイトⅡとグランプリ（グランプリ・スペシャルと自由演技グランプ
リを含む）
スモールツアー：�セントジョージ賞典－インターメディエイトＩ－自由演技インター
　　　　　　　　メディエイトＩ
Ｕ２５グランプリ１６～２５ツアー：�インターメディエイトⅡ－グランプリ１６～
　　　　　　　　　　　　　　　　　２５
ビッグツアー：�インターメディエイトⅡ－グランプリ－グランプリ・スペシャル－
　　　　　　　自由演技グランプリ
３．６　馬の調教
ＣＤＩ／ＣＤＩＯに出場する馬については、ホース・インスペクションが予定されて
いる時刻から遡る２４時間前より、競技会開催期間を通して、この馬に騎乗する選手
以外の者が騎乗して調教すると、いかなる場合でも失格となる。選手権大会および大
会については、競技会場に到着した時点から選手以外の者が馬の調教を行うことはで
きない。即ち、装鞍した馬にグルームが騎乗して安全な長手綱で常歩を行うことはで
き、また選手のトレーナーもしくはその代理による調馬索や地上からの助言は許可さ 
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れるということである。この規定に関する例外は異例な状況下においてのみ、書面を
もち、ＦＥＩあるいは競技場審判団長によって許可される。

鞭の使用に関しては、馬場馬術規程の第４２８条を参照のこと。公式なトレーニング
用馬場以外の区域で馬を調教することは、いかなる場合も認められない。スチュワー
ドが監視できない場所での調教は許可されない。

馬の健康とウェルフェア保護のために配属された獣医師、あるいはＦＥＩ認可競技会
役員による許可がない限り、いかなる目的でも馬を厩舎、競技区域あるいはスチュワー
ド管轄区域から退出させることはできない。

３．７　能力証明書　　
オリンピック大会、ＦＥＩ世界選手権大会、ヨーロッパ選手権大会については、参加
申込を行ったすべての人馬コンビネーションについて、ＣＤＩ３* ／ＣＤＩ４* ／Ｃ
ＤＩ５* とＣＤＩＯの競技会成績に基づく所属ＮＦからの能力確認（証明書）が必要
である。すべてのＦＥＩ世界選手権大会とヨーロッパ選手権大会、オリンピック大会
については、大会ごとに資格認定基準が策定され、個々にＦＥＩが公表する。この基
準については、発表をもって馬場馬術規程の一部とみなされる。

３．８　シニア馬場馬術競技会における競技順序
●　５歳馬用プレリミナリー馬場馬術課目－５歳馬用馬場馬術課目－決勝
●　６歳馬用プレリミナリー馬場馬術課目－６歳馬用馬場馬術課目－決勝
●　セントジョージ賞典
●　セントジョージ賞典－インターメディエイトＩ
●　�セントジョージ賞典－インターメディエイトＩか自由演技インターメディエイトＩ

の選択
●　セントジョージ賞典－インターメディエイトＩ－自由演技インターメディエイトＩ
●　インターメディエイトＩ
●　インターメディエイトＩ－自由演技インターメディエイトＩ
●　インターメディエイト II
●　インターメディエイト II －グランプリ１６～２５
●　インターメディエイト II －グランプリ
●　�インターメディエイト II －グランプリ－自由演技グランプリかグランプリ ･ スペ

シャル
●　グランプリ－グランプリ ･ スペシャルか自由演技グランプリの選択
●　グランプリ－グランプリ・スペシャル
●　グランプリ－自由演技グランプリ
●　�ＣＤＩ４*、ＣＤＩ５*：グランプリ－グランプリ ･ スペシャルと／あるいは自由

演技グランプリ
●　�ＣＤＩＯでのネーションズカップ方式：グランプリとグランプリ・スペシャルか

自由演技グランプリ
●　�ＣＤＩＯとＦＥＩ選手権大会での選手権競技方式：グランプリ－グランプリ ･ ス

ペシャル－自由演技グランプリ

コンソレーション競技：
インターメディエイト II とグランプリ（馬場馬術規程の第４２２条を参照）

第４２３条　招待、参加申込、交代
招待
招待は各々のＮＦを通して出さなければならない。ＣＤＩ３* ／ＣＤＩ４* ／ＣＤＩ
５* では、各国２名以上の選手構成で主催国ＮＦを含む６ヶ国以上＋リザーブとして
３ヶ国、あるいは少なくとも選手１名で１２ヶ国が招待され、競技参加が認められな
ければならない。

いかなる場合でも、主催者は外国人選手数よりも多い自国選手を招待することはでき
ない。該当するＮＦは競技会へ派遣する選手を最終選考する。
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実施要項案には当該競技会に招待される６ヶ国以上のＮＦ名＋リザーブのＮＦ名一
覧、および各ＮＦにつき招待を受ける選手数を記載し、競技会開催日の遅くとも１６
週間前までにＦＥＩへ送付しなければならない。

個人招待／ＣＤＩ３*／ＣＤＩ４*／ＣＤＩ５*／ＣＤＩ-Ｗに限定したワイルドカー
ド
１．すべてのＣＤＩ３* ／ＣＤＩ４* ／ＣＤＩ５* ／ＣＤＩ - Ｗについて、主催者は
上記に加えて個別に２名の追加選手を、各々のＮＦを通して招待する権利を有する。

２．すべてのＣＤＩ４* ／ＣＤＩ５* ／ＣＤＩ - Ｗについて、ＦＥＩは招待国ＮＦと
選手に加えて１枚のワイルドカードを発行する権利を有する。

３．すべてのＣＤＩ３* 競技会について、発展途上国のＮＦに所属する選手と、招待
を受けていないＮＦの選手に対して、ＦＥＩは３枚までのワイルドカードを発行する
権利がある。但し、指定の期間内に選手権大会への最低出場資格基準スコアを獲得す
ることが条件である。

組織委員会招待と組織委員会ワイルドカード
これらの招待（外国人選手と／あるいは自国選手）は他の参加者らに対する条件と同
等でなければならず、また直接あるいは間接を問わず資金的援助につながるもので
あってはならない。ペイカードとアピアランスフィーは、一般規程に記載されている
通り、厳格に禁止する。

ＦＥＩワイルドカード
ＦＥＩワイルドカードの申請は、指名参加申込の締め切り日までに選手の所属ＮＦを
通してＦＥＩ馬場馬術部門へ提出するものとする。

参加申込
１．ＣＤＩＯを含むすべての競技会おいて、参加申込は以下の手順で行わなければな
らない（一般規程を参照）：
●　参加意思申込
　　参加意思申込とは出場の意思表明である。
●　指名参加申込（ＦＥＩ選手権大会とオリンピック大会を除いては任意）
　　�この参加申込での選手数は、確定参加申込を行える選手数の２倍を超えてはなら

ない。
●　確定参加申込
　　�この参加申込には当該競技会に出場する人馬名を記載し、実施要項に記載された

期日までに組織委員会へ届かなければならない。

２．選手が競技会場に現れず、納得ゆく説明のない場合は、当該選手の参加申込を行っ
たＮＦに対してＦＥＩが罰金を科すことがある。このような事例では、この「ノーショ
ウ」により発生したすべての経費負担を、組織委員会が当該ＮＦに求めることができ
る。

交代：
（組織委員会に）確定参加申込が届いた後に、指名参加申込リストから馬と選手を交
代させることは、組織委員会の許可があった場合に限り可能である。組織委員会は、
馬と選手の交代が認められる最終期日を実施要項に明記しなければならず、この期日
はいかなる場合でもホース・インスペクションの日より後ではならない。

第４２４条　出場人馬の申告
ＣＤＩＯと地域大会、オリンピック大会について別段の記載がある場合を除き、次の
規則を適用する：
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１．出場人馬の申告は抽選の２時間前までに行わなければならない。抽選の正確な時
刻は実施要項に公示するものとする。

２．出場者として発表されている選手と／あるいは馬が病気になったり、事故に遭っ
た場合、この選手と／あるいは馬は当該競技開始の２時間前までに医師と／あるいは
ＦＥＩ獣医師代表からの診断書を提出のうえ、競技場審判団の承認を受けて、公式に
参加申込しており、また必要な場合は出場資格も取得している別の選手と／あるいは
馬と交代させることができる。出場を取り止めた選手あるいは馬は、チームメンバー
としても個人としても参加できなくなる。

交代した選手は当該競技で最初に出場するものとし、その他の選手については順次、
出場時刻が調整される。

ＣＤＩＯと自由演技グランプリ個人決勝競技では、１ＮＦにつき選手４名が出場資格
を得ても、３名のみが出場できる。出場資格を得た選手／馬のいずれかが病気である
と診断された場合には、チーム内４番目の選手がその同一ＮＦの選手と交代する。

第４２５条　スターティング・オーダーの抽選
１．抽選は競技ごとに行わなければならない。抽選は競技場審判団長と／あるいは外
国人審判員、技術代表、およびチーム監督か馬の管理責任者、および外国人選手の臨
席をもって行うものとする。権限のない人物の入場は認めるべきではない。

２．個人競技
個人競技のスターティング・オーダー抽選は、国籍に関係なく行うものとする。選手
が２頭以上の馬に騎乗する場合は、スターティング・オーダーを調整して同選手の出
場時刻に１時間以上の間隔を設けなければならない。

２．１　ＣＤＩ：グランプリ競技については主催者が次の方法から選択できる：
　ａ）通常の抽選；あるいは
　ｂ）世界馬場馬術ランキング・リストのリバース・オーダー（逆順）で５名づつの
　　　グループにて行う抽選。（リストに掲載されていない選手から先に抽選を行う。）
組織委員会が採用する抽選方法を実施要項に記載しなければならない。

２．２　ＣＤＩ - Ｗ：グランプリの抽選は、世界ランキング・リストのリバース・オー
ダー（逆順）で５名づつのグループにて行う。人数が５で割り切れない場合には、最
初のグループを少数とする。例えば２３名の選手がいる場合、第１グループに３名、
第２グループに５名、第３グループに５名、第５グループに５名とする。世界馬場馬
術ランキング・リストで同順位の選手については同じグループで抽選を行い、他のグ
ループはこれに応じて調整する。

３．ＣＤＩＯとＦＥＩ選手権大会：団体選手と個人選手を含む団体競技のスターティ
ング・オーダー抽選は、次の要領で行う：
３．１　各チームの監督は、チーム内におけるチームメンバーのスターティング ･ オー
ダーを決定する。チーム監督は、遅くとも抽選開始の１時間前までにチーム内選手の
出場順番を記載した書類を封筒に入れ、これに封をして競技委員長へ届けなければな
らない。

選手３名のみで構成するチームについては、最初のスターティング・オーダーを空き
とする。

３．２　個人選手の氏名を書いたものを容器（Ａ）に入れる。出場選手の総数に相当
する番号票を２つ目の容器（Ｂ）に入れる。
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個人選手の氏名を容器Ａから引き、その選手のスターティング・オーダーを容器Ｂか
ら引く。次の個人選手の氏名を容器Ａから引き、その選手のスターティング・オーダー
を同様に決定し、すべての選手についてこの要領で抽選を行う。

競技が２日間にわたって行われる場合、個人選手は世界馬場馬術ランキング・リスト
のリバース・オーダーで抽選を行い、２グループに分けて最上位の選手等は２日目出
場の抽選となる。競技が１日で行われる場合は２グループに分け、世界馬場馬術ラン
キング・リストで最上位の選手等は最後に抽選を行う。

３．３　出場チームの総数に相当する番号票を容器（Ｃ）に入れ、出場チームの国籍
を記載したものを容器（Ｄ）に入れる。先ずチーム名を引き、続いて番号票を引いて
当該チームのスターティング・オーダーを決定する。この要領で最後のチームのスター
ティング・オーダー抽選まで行う。

３．４　抽選で決定した個人選手のスターティング ･ オーダーをスターティング・リ
ストに書き入れる。続いてチーム選手を空欄に順次書き入れる。

３．５　ＣＤＩＯとＦＥＩ選手権大会における個人競技の抽選は、以下の要領で行う
ものとする。
グランプリ・スペシャル：グランプリの成績のリバース・オーダーで５名ずつのグルー
プ
自由演技グランプリ：グランプリ・スペシャルの成績のリバース・オーダーで５名ず
つのグループ

４．グランプリ・スペシャル
すべてのＣＤＩ３* ／ＣＤＩ４* ／ＣＤＩ５* 競技会において、グランプリ ･ スペシャ
ルのスターティング・オーダー決定には５名づつのグループで抽選を行う。第１１位
から第１５位までの選手グループが先ず抽選を行い、続いて第６位から第１０位まで
の選手グループ、最後に第１位から第５位までの選手グループが抽選を行う。即ち上
位５組の人馬が最後に出場することとなる。

５．自由演技課目
すべてのＣＤＩ競技会において、自由演技課目のスターティング ･ オーダー決定には
５名づつのグループで抽選を行う。第１１位から第１５位までの選手グループで先ず
抽選を行い、続いて第６位から第１０位までの選手グループ、最後に第１位から第５
位までのグループが抽選を行う。即ち、上位５組の人馬が最後に出場することとなる。

自由演技インターメディエイトＩについては、セントジョージ賞典とインターメディ
エイトＩの両方から予選通過してくる場合、セントジョージ賞典で出場資格を得た人
馬コンビネーションがインターメディエイトＩからの人馬コンビネーションよりも先
に、５名づつのグループで抽選を行う。

６．貸与馬
貸与馬競技に関する付則を参照のこと。

７．地域大会
団体課目については、本規程の第４２５条３に則した通常の抽選を適用する。個人競
技については、５名づつのグループに分けて抽選を行う。第１１位から第１５位まで
の選手グループが最初の出場となる。

８．事前の競技で予選通過しなければ出場できないすべての競技のスターティング・
オーダーは、５名づつのグループに分けて抽選で決定する。抽選は実施要項に明記し
なければならない。一グループの中に成績が同率の人馬コンビネーションがいる場合
は、同じグループで抽選を行い、これに従って人数調整を行う。

第４２６条　選手の重量
制限／限定なし
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第４２７条　服　装
１．民間人
ＣＤＩ３* ／ＣＤＩ４* ／ＣＤＩ５* ／ＣＤＩ - Ｗ、ＣＤＩＯ、ＦＥＩ選手権大会、
地域大会、オリンピック大会のすべてにおいて、以下の服装着用が必須である：黒か
濃紺、あるいは国際色相・彩度値の範囲内にある暗色の燕尾服の着用。この色相・彩
度値で３２％未満の値である色については、ＦＥＩに申請することで認められる場合
がある。対比色と縁飾りは許可される。

トップハット＃＃：黒あるいは燕尾服と同色
乗馬ズボン：白かオフホワイト
ストックかタイ：白、オフホワイト、あるいは燕尾服と同色
手袋：白、オフホワイト、あるいは燕尾服と同色
長靴：黒か燕尾服と同色
拍車：３項を参照のこと

自由演技グランプリについてのみ、単色であれば何色の燕尾服でも許可される。スト
ライプ入りのものや多彩色の燕尾服は認められない。色相を変えた襟や控えめな縁飾
り、クリスタル装飾など、風雅で余り目立たないアクセントは許容できる。

ＣＤＩ * ／ＣＤＩ ** では黒か濃紺のジャケット（色については上記を参照）と山高
帽か猟騎帽を着用してもよい。この他の国際馬場馬術競技会においても、特別規程に
別段の記載がなければ、この服装が望ましい（ＣＤＩＹ、ＣＤＩＪ、ＣＤＩＰ、ＣＤ
Ｉ - Ｃｈ）。

注記＃＃：安全を考慮して、選手が認可された保護帽を着用したいとする場合は、許可
される。

２．軍人、警察官など
軍人、警察官などはすべての国際競技会において民間人と同様の服装でも、あるいは
制服を着用しても構わない。制服は軍隊直属の隊員と警察官ばかりでなく、他の国営
施設／軍事施設や国立牧場／学校／協会のメンバー、従業員、あるいは学生にも適用
する。

３．拍車
拍車の着用はＣＤＩＰとＣＤＩ - Ｃｈ競技会を除いて必須であり、その材質は金属製
でなければならない。柄は選手の長靴に装着した時に拍車の中央背部から直ぐ後ろへ、
カーブを描くか真直に出ているものでなければならない。拍車の腕は表面が滑らかで
あり、鋭利でないこと。輪拍の場合は輪が鋭利でなく滑らかであり、自由に回転する
ものであること。丸みのある硬質プラスチック製のノブ付き金属製拍車（” Impuls” 
spur インパルス拍車）は使用が認められる。柄なしの「擬似」拍車も使用が認められる。

４．イヤホンと／あるいは他の電子通信機器
ＦＥＩ馬場馬術競技において、選手が競技中にイヤホンや他の電子通信機器を使用す
ることは厳格に禁止され、これに違反した場合は失格となる。しかしトレーニング中
およびウォームアップ中のイヤホンあるいはこれに類する機器の使用は認められる。

第４２８条　馬　装
１．以下が義務づけられている：馬体に密着し、ほぼ垂直に長いあおり革のある馬場鞍、
カブソン式鼻革付き大勒頭絡、即ち小勒銜とグルメット付き大勒銜。カブソン式鼻革
はきつく締めすぎて馬を傷つけてはならない。グルメット留め革、およびゴムか革製
のグルメットカバーの使用は任意である（図と説明を参照のこと）。勒に詰め物（パッ
ド）をすることは認められる。サドルカバーの使用は認められない。

２．銜　　
小勒銜と大勒銜は金属製か硬質のプラスチック製でなければならないが、ゴム／ゴム
製品でカバーしてもよい。大勒銜の銜枝の長さ（銜身から下の部分）は１０ cm まで
とする。可動式の銜身がついた大勒銜の場合は、銜身が一番高い位置にある時に銜身
から下の銜枝の長さを１０ cm までとする。グルメットは金属製か革製、あるいはゴ
ム製でもよい。小勒と／あるいは大勒の銜身の直径は馬を傷つけない程度とする。大
勒銜の銜身直径は１２mm 以上、小勒銜の場合は１０mm 以上とする。ヤングホース 
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競技に使用する水勒の場合は、直径１４mm 以上でなければならない。ポニーについ
ては直径１０mm 以上とする。銜身の直径は銜身のリングあるいはチーク付近で測る。
３．鞭
すべての国際競技会において、アリーナで演技中はいかなる種類の鞭も携帯すること
はできない。但し練習用馬場で、全長が１２０cm以内（ポニー競技では１００cm以内）
の鞭を１本使用することは認められる。鞭はアリーナの周囲スペースへ入る前に落と
さなければならず、落とさなかった場合は減点となる。馬場馬術規程の第４３０条を
参照のこと。
競技会場に到着した時点から騎乗、手綱を引いて常歩で歩かせること、引き馬、調馬
索（調馬索用追い鞭は許可）を行う選手についてのみ、競技会場のどこにおいても鞭
を１本（１２０cm 以内／ポニーの場合は１００cm 以内）携帯することが認められる。
グルームも上記のように馬を常歩で歩かせること、引き馬、調馬索を行うことができ
る。他の者は馬のトレーニングに関わりがない場合に限り、鞭の携帯が認められる。
４．装具
マルタンガール、胸あて、ビットガード、（ベアリングレーン、サイドレーン、ラン
ニングレーン、バランシングレーン、ネイザル・ストリップなどの）装具、あらゆる
種類のプロテクターや肢巻、更に耳覆いなどを含むあらゆる形態の遮眼帯もその使用
は厳しく禁止されており、これに違反した場合は失権となる。しかしながら表彰式で
は、雑音防止用耳覆いの使用が求められる。
５．装飾
リボンや花などの非常に派手な飾りを馬の尾などに施すことは厳しく禁止されてい
る。しかし馬のたてがみや尾を通常のやり方で編み込むことは許可される。
６．人工の尾／長く見せるために付ける尾
このような尾は、ＦＥＩから事前に許可を得ている場合に限り、使用が認められる。
このような許可の申請書類は、写真と獣医師の証明書を添えてＦＥＩ馬場馬術部門へ
提出するものとする。ホックや紐穴を除いて、人工の尾には金属部分があってはなら
ない。
７．保護用の蝿除け頭巾
馬を虫から保護する目的でのみ認められる。異例な状況下においてのみ、競技場審判
団長／技術代表の判断で許可される。蝿除け頭巾は控えめなものとし、馬の目を覆う
ものであってはならず、また雑音防止用耳栓を隠すために使用することはできない。
８．馬装の点検
スチュワード１名を任命して、各馬がアリーナを出た直後に馬装の点検を行わせなけ
ればならない。馬装が規定にそぐわない場合はＣ地点審判員に報告を行い、これが確
認されれば、当該馬は即時失権となる。馬によっては口が過敏で触られるのを嫌がる
ため、頭絡の点検には細心の注意を払わなければならない（ＦＥＩスチュワード・マ
ニュアルを参照）。
スチュワードは、頭絡を点検する際には使い捨ての手術用／保護用手袋を着用しなけ
ればならない（各馬につき１組の手袋）。
９．ウォーミングアップとトレーニング用馬場
前記１項～４項はウォーミングアップ用アリーナや他のトレーニング用馬場でも適用
される。但し、これらの馬場ではカブソン鼻革や通常のドロップ鼻革、メキシコ鼻革、
フラッシュ鼻革付きの水勒、プロテクター、肢巻の使用が認められる。
調馬索運動では、両側に１本ずつのサイドレーンやダブル・スライディング式サイド
レーン（トライアングル）が許可される。調馬索用レーンは１本のみ許可。
１０．個体識別番号
各馬は、到着時に主催者から提供される個体識別番号を、競技会期間中を通して使用
する。スチュワードを含むどの役員でも馬の個体識別ができるよう、（到着時から競
技会終了まで）実際に競技を行っている間、また練習および調教用馬場で運動を行っ
ているいかなる時も、あるいは引き馬で歩かせている時もこの番号を付けていること
が義務付けられる。この番号の提示を怠った場合は先ず警告カードが渡され、再犯の
場合は競技場審判団から当該選手に罰金が科せられる。
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許可されている銜の図と説明
各種大勒頭絡の銜
小勒銜：
１．ルースリング小勒銜
２．�ａ,ｂ,ｃ　ジョイントのある銜身の小勒銜で、中央の部分は丸みをもたせたもの。
　　エッグバットの使用も可。
２．ｄ　中央部分が回転する小勒銜
２．ｅ　中央部分が回転する可動式小勒銜
３．エッグバット小勒銜
４．銜枝付き小勒銜

大勒銜：
５．半月形大勒銜
６＋７．真直ぐな銜枝と舌ゆるめ付き大勒銜
８．舌ゆるめと遊動式銜身ついた大勒銜（ウェイマウス）
　　回転式レバーアームの大勒銜も許可される。
９．Ｎｏ．６、７、８の変形
１０．Ｓ字形銜枝のついた大勒銜
１１．グルメット（金属製か革製、あるいは両者の組み合せ）
１２．グルメット留め革　
１３．革製グルメットカバー
１４．ゴム製グルメットカバー

各種水勒銜
１．ルースリング水勒銜
２．ａ , ｂ , ｃ , ｄ , ｅ
　　ジョイントのある銜身の水勒銜で、中央部分に丸みをもたせたもの
３．エッグバット水勒銜
４．Ｄ形のレース用水勒銜
５．銜枝付きエッグバット水勒銜
６．銜枝付きルースリング水勒銜（fulmer）
７．銜身より上に銜枝のついた水勒銜
８．ハンギング・チーク水勒銜
９．�銜身に折れのない水勒銜。ミューレン・マウスおよびエッグバット・リング付き
　　のものも許可される。
１０．銜身が回転する水勒銜
１１．中央部分が回転する水勒銜
１２．中央部分が回転する可動式小勒銜
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Various double bridle bits

Bridoons:

1  2a 

3  2b 

4  2c 

  2d 

2e  

各種大勒頭絡の銜

小勒銜：
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大勒銜：

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト
5

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト
7

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト
8

表野夏樹
タイプライターテキスト
9

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト
10

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト
 11

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト
13

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト
 12

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト
14

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト
 6

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト
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Various snaffle br idle bits

1  2a 

3  2b 

4  2c 

5  6 

7  8 

9  

11   

各種水勒銜
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Various snaffle br idle bits

1  2a 

3  2b 

4  2c 

5  6 

7  8 

9  

11   
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許可されている鼻革

ドロップ鼻革
カブソン鼻革

フラッシュ鼻革

交叉鼻革（図を参照）/
メキシコ鼻革

コンビ鼻革－顎紐なし

１、３、４、６は大勒頭絡との併用が認められない。
５を大勒頭絡として用いる場合は、鼻革の下のストラップは使用できない。
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Exam ple of Double br idle with cavesson noseband  br idoon bit  and curb chain 

Exam ple of perm it ted Dressage saddle 

Double sliding side reins ( t r iangle/ dreieck zügel)   

カブソン式鼻革、小勒銜、
グルメット付き大勒銜を備えた二重頭絡の例

許可される馬場馬術用鞍の例

ダブル・スライディング式サイドレーン（トライアングル）
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第４２９条　アリーナと練習用馬場（図については付則「アリーナ」を参照）
１．１　承認
オリンピック大会、地域大会、およびＦＥＩ選手権大会では、技術代表が競技用アリー
ナの点検を行い、これを承認しなければならない。この過程では、指名を受けた外国
人選手の意見が求められる。

１．２　その他すべての国際競技会では、外国人審判員か競技場審判団長が競技用ア
リーナの点検を行い、これを承認しなければならない。この過程では、指名を受けた
外国人選手の意見が求められる。

国際競技会では、外国人選手を組織委員会の指名選手とする。

２．アリーナの規格
アリーナは平坦で高低差がなく、長さ６０ｍ、幅２０ｍの広さとする。対角線あるい
は長蹄跡での高低差は、いかなる場合も６０ｃｍ以内、短蹄跡ではいかなる場合も０．
２０ｍ以内とする。アリーナは主として砂馬場でなければならない。上記の測定値は
アリーナ・フェンスの内側を測定した値とし、このフェンスは観客から少なくとも
１０ｍ以上の距離をおいて設置する必要がある。これに関する例外がＦＥＩにより認
められる場合がある。競技が屋内で行われる場合、アリーナは原則として壁から２ｍ
以上離れていなければならない。アリーナ・フェンスそのものは高さ約３０ｃｍの低
い白色のフェンス（レールは硬質であってはならない）で構築するものとする。Ａ地
点のアリーナ・フェンス部分は選手を入退場させられるよう、簡単に取り外しできる
ものとする。入場口の広さは２メートル以上なければならない。フェンスのレール部
分は馬の蹄が踏み込んで抜けなくならないよう配慮したものであること。

３．馬場馬術用アリーナ・フェンスの広告
すべてのＦＥＩ選手権大会とＦＥＩワールドカップ TM 馬場馬術競技会（ＣＤＩ - Ｗ）
については、馬場馬術用アリーナ・フェンスでの広報権は唯一ＦＥＩに帰属する。こ
れらの競技会については、組織委員会がＦＥＩより事前に許可を得て、広告スペース
を獲得することができる。但し広告が一切認められない馬場馬術競技用の標記とその
ホルダーを除く。

他のすべての国際競技会については、この規程集とは別にＦＥＩから出された勧告に
記載されているように、アリーナ・フェンスには広告を入れず、その代わり広告用の
ボードを使用することを主催者に強く推奨する。

申請を行い、ＦＥＩより許可があれば、黒での記載に限って認められる場合がある。
但し、Ａ地点はこの対象とはならず、また標記の両側は各々１．５ｍ以上広告のない
スペースとしなければならない。短蹄跡側のＭ地点、Ｃ地点、Ｈ地点は完全に広告の
ないスペースとしなければならない。Ｂ地点とＥ地点の両側は各々３ｍ以上のスペー
スをあけること。従って、フェンスには最長４４ｍまで広告を掲げることが認められ
ることとなる。広告の設置方法は常識の範囲で行い、長蹄跡に沿った広告掲示は正確
に対称な設置とする。

スポンサーの商標／ロゴを掲げる場合は高さを２０cm 以内としなければならず、広
告は馬場馬術用アリーナ・フェンスの上端に合わせる。広告はアリーナ・フェンスの
内側にのみ設置することができ、外側は不可。ＦＥＩとテレビ放映局との合意に基づ
く条件が発効することとなるが、これを尊重しなければならない。

フェンスに掲示する広告についてはいかなるものも、競技開始までに外国人審判員か
外国人技術代表の承認も受ける必要がある。

このような広告の位置決めに従い、また競技開始までにＦＥＩ／外国人審判員／技術
代表の許可を受けて、ＦＥＩ公認競技会名と／あるいはロゴを馬場馬術用アリーナ・
フェンスに掲げることはいつでも許容される。
例えば：ＣＤＩＯアーヘン／ＣＤＩ５* カンヌ／ＣＤＩ - Ｗロンドン

本規則に違反した主催者については、ＦＥＩが本規程と一般規程に基づいて罰金を科
し／あるいはその競技会からＣＤＩのタイトルが外される場合がある。
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４．標記
アリーナ・フェンスの外側に設置する標記は、フェンスから５０cm ほど離して明確
に表示することとする。フェンス自体にも該当標記と同じ高さに印を付すことが義務
づけられる。標記やそのホルダーに広告を施すことは認められない。標記は観客にも
見えるものとする。

５．審判員の配置　　
３名の審判員を短蹄跡に沿って配置しなければならず、屋外競技ではアリーナから３
ｍ以上、５ｍ以内の離れた位置とするが、屋内競技の場合は２ｍ以上離すことが望ま
しい。Ｃ地点審判員は中央線の延長線上に、またその他の２名（Ｍ地点とＨ地点）は
長蹄跡の延長線上より内側へ２．５０ｍの位置に配置する。サイドの審判員２名（Ｂ
地点とＥ地点）は各々のＢ地点、Ｅ地点でアリーナから３ｍ以上、５ｍ以内の離れた
位置に配置するが、屋内競技では２ｍ以上離すことが望ましい。審判員が３名の場合
は、１名が長蹄跡側に座るべきである。馬場馬術規程の第４３７条を参照。

６．審判員用ブース　　
各審判員には個別のボックスか台座を用意しなければならない。高さは地上より５０
cm（自由演技課目ではもう少し高い方がよい）以上とし、アリーナがよく見えるよ
うにする。ブース／ボックスは４名を収容できるよう十分な広さがなくてはならない。
審判員ボックスはアリーナ全体を良く見渡せる状態にあるべきである。

７．小休止　　
６～１０名の選手が演技を終える毎に１０分間程度の休憩を入れて、馬場の表面を整
備しなければならない。

馬場馬術競技の間に入れる小休止、あるいは休憩はいかなる場合も２時間（昼食など）
を超えてはならず、また他の競技をその間で行ってはならない。

しかしながら、一競技への出場選手数が約４０名を超える場合、組織委員会はこの競
技を２日間に分けて実施しなければならない。

８．アリーナへの入場　　
アリーナへ入場する前に外周を騎乗することが実質的に困難な競技については、ベル
の合図前に、選手はアリーナへ入ることが認められる。ベルの合図後、選手はアリー
ナから外へ出ずに演技を開始する。

アリーナの外周を騎乗できる（スペースのある）競技については、選手はベルの合図
前にこのアリーナ周辺スペースへ入ることが認められるが、アリーナへはベルの合図
があってから入ることができる。

Ｃ地点審判員はベルと時計／時間に責任を有する。

９．アリーナでのトレーニング　　
選手／馬は競技で演技を行う場合か、あるいは組織委員会の裁量によりメイン・アリー
ナがトレーニング用に開放される場合を除き、いかなる場合も競技用アリーナを使用
してはならず、これに違反した場合は失格となる（下記参照）。いかなる例外も技術
代表か競技場審判団長の承認が必要である。

１0．練習用馬場　　
望ましくは競技会の第１競技開催の２日以上前から、選手が自由に使用できる広さ
６０ｍ×２０ｍの練習用馬場を少なくとも１つは設置しなければならない。この馬場
はできれば競技用アリーナと同じ馬場質とするべきである。

６０ｍ×２０ｍの練習用馬場を提供できない場合は、選手に競技用アリーナでの練習
を許可しなければならない。競技用アリーナをトレーニング目的に使用できる時間帯
を定めて予定に組み、実施要項へ明記しなければならない。競技場審判団長、外国人
審判員、あるいはチーフ・スチュワードの要請に応じ、組織委員会はスチュワードを
配置してトレーニング区域の監視に当たらせなければならない。
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「出場前１０分間待機馬場」は、競技用アリーナへ入場する前の最終練習用馬場である。
「出場前１０分間待機馬場」の設置はオリンピック大会とＦＥＩ選手権大会では義務
づけられ、その他すべてのＣＤＩ／ＣＤＩＯでは推奨される。

１０．１　十分に設備の整った馬場は、メイン・アリーナと同じ馬場質でなければな
らない。
１０．２　選手は、前の選手がメイン・アリーナへ入場するためにこの待機馬場から
出た後にここへ入ることができる。「出場前１０分間待機馬場」へ入ることができる
のは１選手のみである。
１０．３　この「出場前１０分間待機馬場」の使用は、選手に義務付けられるもので
はない。
１０．４　スチュワードは常時臨場して、監視しなければならない。
１０．５　馬装調整を行うことは認められ、通常範囲内の馬の手入れが許可される。

１1．中断
競技が妨げられるような技術面での不備があった場合は、Ｃ地点審判員がベルを鳴ら
すものとする。明らかに外的要因で競技が妨げられた場合にも、同様の手順を適用す
ることが推奨される。異常な気象条件あるいはその他の極限状況では、Ｃ地点審判員
がベルを鳴らして、演技を中断させることができる。技術代表／組織委員会も、競技
を止めるようＣ地点審判員に提案できる。これにより影響を受けた選手は、競技再開
が可能になった段階で演技を完結させることとする。

自由演技課目の最中に選手の曲が途切れてしまい、バックアップ体制がない場合、選
手はＣ地点審判員の許可を得てアリーナを出ることができる。他の選手の出場時刻に
はできるだけ影響を与えないように配慮し、当該選手は予定されていた競技の休憩時
間帯か競技終了後に戻って演技を終了させるか、あるいは演技をやり直す。Ｃ地点審
判員は当該選手と話し合い、演技再開の時刻を決める。始めから演技をやり直すか、
あるいは音楽が中断したところから再開するかは当該選手の判断に任される。いずれ
にしても、既に与えられた点数は変更しない。

選手が通常課目をやり直さなければならない場合は、課目の最初から始めるか、ある
いは中断した箇所から始めるか、選手が選択できる。中断前に与えられた点数はその
まま残る。

第４３０条　競技課目の実施
ＦＥＩ公式課目はすべて記憶して演技を行い、課目に定められた順序ですべての運動
項目を演技しなければならない。

１．ベルによる合図
ベルによる合図の後、選手は４５秒以内にＡ地点よりアリーナへ入らなければならな
い。自由演技課目の場合、選手は音楽スタートの合図をするまでに４５秒が与えられ
る。

自由演技課目の最中に技術的な不備があったり、音楽の鳴り出しが遅かった場合には、
Ｃ地点審判員が計時を止め、問題の解消後に計時を再開させることができる。Ｃ地点
審判員はベルと時計／時間を担当する。可能な限り、４５秒を示す時計を使用するべ
きであり、常に選手にはっきりと見えるように配置しなければならない。

馬が排便あるいは排尿を始めた場合は、馬が演技を再開できるようになるまで時計を
止め、準備ができた段階で時計を再スタートさせる。

２．敬礼
選手は敬礼の際、片手で手綱を持たなければならない。

３．経路違反　　
選手が「経路違反」（回転を間違えたり、あるいは運動項目を抜かすなど）をした場合、
Ｃ地点審判員はベルを鳴らして同選手に警告する。Ｃ地点審判員は必要であればどこ
から演技をやり直すか、次に行う運動は何かを示して演技を続行させる。しかし選手
が「経路違反」をしても、ベルを鳴らして演技の流れを止める必要のない場合もある。
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例えばＫ地点で中間速歩から収縮常歩へ移行すべきところをＶ地点で行った場合、あ
るいはＡ地点より中央線を駈歩で進んでＬ地点でピルーエットを行うところをＤ地点
で行った場合などに、ベルを鳴らすか否かはＣ地点審判員が判断する。しかし経路違
反でベルが鳴らされず、それと同じ運動項目が当該課目の中で繰り返し求められてい
て、当該選手がまた同じ誤りを犯した場合には、１回の誤りについてのみ減点される。

経路違反か否かの判断については、Ｃ地点審判員に唯一、決定権がある。これに従って、
その他の審判員のスコアが調整される。

４．運動項目実施の誤り　　
選手が「運動項目実施の誤り」（速歩ではなく軽速歩をとったり、あるいは敬礼時に
片手で手綱を持たないなど）を犯した場合は、「経路違反」と同様に減点されなけれ
ばならない。Ｃ地点審判員が経路違反と判断（ベルを鳴らす）しない限り、原則とし
て選手は運動項目をやり直すことはできない。しかし選手が既に運動を開始して同じ
運動項目をやり直そうとしている場合には、審判員は最初の運動を採点対象とし、同
時に経路違反として減点する。

５．気付かれなかった誤り　　
競技場審判団が誤りに気付かなかった場合は、疑わしい場合でも選手は有利に扱われ、
その誤りで減点されることはない。

６．減点
６．１　経路違反
上述の場合を除き、ベルが鳴らされたか否かにかかわらず、「経路違反」はすべて減
点されなければならない。
１回目　－２点
２回目　－４点
３回目　　失権

ヤングホース課目での最初の経路違反は、得点合計から０．５％が減点され、２回目
の違反は１％の減点、３回目の違反で失権となる。

６．２　その他の違反
以下の場合はすべて違反とみなされ、それぞれの違反につき２点が減点されるが、違
反回数は累計されず、失権になることはない（自由演技課目を含む）：
●　アリーナ周囲のスペースに鞭をもって入場すること
●　馬場馬術用アリーナに鞭をもって入場すること
●　べルの合図前にアリーナへ入場すること
●　�ベルが鳴ってから４５秒以内にアリーナへ入場しなかったものの、９０秒以内に

は入場した場合
●　ベルの合図前にアリーナへ入場すること
●　自由演技で、音楽が始まってから２０秒経過して入場した場合
●　�自由演技課目が、審査用紙に規定された時間よりも短かったり長かった場合は、

芸術点合計から０．５％が減点される。

７．失権
７．１　跛行：著しい跛行が見られる場合、Ｃ地点審判員は選手に失権を通告する。
この決定に対して上訴することはできない。

７．２　反抗：いかなる反抗も、２０秒を超えて演技を中断させた場合は失権となる。
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しかしながら選手や馬、審判員、観客に危険がおよぶと思われる反抗については、安
全上の理由から２０秒よりも早い時点で失権となる。これは馬場馬術用アリーナへの
入場前、あるいは退場する際の反抗についても適用する。

７．３　落馬：人馬転倒あるいは選手が落馬した場合、同選手は失権となる。

７．４　馬場馬術課目の演技中にアリーナから出た場合：課目の開始から終わりまで
の馬場馬術競技中に、馬の四肢すべてがアリーナから出てしまった場合は失権となる。

７．５　外部からの援助：音声や合図など外部からのいかなる援助も、選手あるいは
馬への不正もしくは許可されない援助と見なされる。積極的な援助を受けた選手ある
いは馬は、失権としなければならない。

７．６　失権となるその他の理由は以下の通り：
●　人馬コンビネーションが競技課目で求められているレベルの運動を行えない場合
●　演技が馬のウェルフェアに反する場合
●　�人馬コンビネーションがベルの合図から９０秒以内に競技用アリーナへ入場しな

い場合。但し、落鉄などの正当な理由がＣ地点審判員へ通知された場合を除く。
●　３つの運動項目を終えても、なお鞭を携帯している場合

８．減　点
減点は各々の審判員の審査用紙にて、当該選手の合計点から差し引かれる。

９．所定地点での運動項目の実施
アリーナの所定地点で実施されるべき運動項目については、選手の体がその地点の上
に来た時に行うものとする。但し、馬が斜線あるいは直角に標記地点へ近づいて行う
移行の場合を除く。この場合は、移行に際して馬体が真直ぐであるよう、馬の鼻先が
標記地点の蹄跡上に達した時点で移行を行わなければならない。これにはフライング・
チェンジの実施も含まれる。

１０．課目の開始／終了
課目はＡ地点からの入場に始まり、演技終了の敬礼を終えて馬が前進し始めた時点で
終わる。課目の開始前、あるいは終了後のいかなる偶発的出来事も、点数に影響を及
ぼさない。選手は競技課目に記載された方法でアリーナから退場しなければならない。

１１．自由演技課目に関する詳細
選手は音楽が始まってから２０秒以内にアリーナへ入場しなければならない。

自由演技課目の始めと終わりでは、停止して敬礼することが義務づけられている。演
技時間は選手が停止の後に前進を始めた時点で開始となり、最後の敬礼で終了となる。

詳細については「自由演技課目における難度の判断に関するガイドライン」を参照の
こと。

第４３１条　時　間
競技課目の所要時間。自由演技課目の実施時間だけは計測を行う（馬場馬術規程の第
４２１条）。その他の審査用紙に記載されている時間は参考に過ぎない。
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第４３２条　採　点
１．すべての運動項目と、一つの運動から別の運動への所定の移行が審判員によって
採点され、審査用紙に記録される。

２．各審判員は最低０点から最高１０点までの点数で採点する。

３．点数の尺度は次の通りである：
　１０　優秀　　　　　　　　　　　　　　　４　不十分
　　９　極めて良好　　　　　　　　　　　　３　やや不良
　　８　良好　　　　　　　　　　　　　　　２　不良
　　７　おおむね良好　　　　　　　　　　　１　極めて不良
　　６　基本的な要求を満たしている演技　　０　不実施
　　５　やや不十分
審判員の判断により、０．５～９．５の間で、０．５点も運動項目と総合観察点で使用
できる。

「不実施」と、は要求された運動項目を実質的に何も行わなかったということである。

自由演技課目では、芸術点に０．５をつけることができる。

４．選手が演技を終了した後に、次の観点から総合観察点が与えられる：
　１）ペース
　２）インパルジョン
　３）従順性
　４）選手の姿勢、騎座；正確かつ有効な扶助
各総合観察点は０点から１０点で採点される。

５．総合観察点と特定の難度の高い運動項目には、ＦＥＩが定める係数を設けること
ができる。

第４３３条　審査用紙
１．審査用紙には２つの欄があり、最初の欄は審判員が最初の採点を記入する欄で、
２つ目の欄は訂正点を記入する欄である。いかなる訂正点も修正した審判員によるイ
ニシャルでの署名が必要である。審判員のスコアはインクで記録しなければならない。

２．また審判員の観察所見欄もあり、審判員はできる限りその採点の理由を記載する
べきである。少なくとも５点以下を与えた場合は、所見を与えることが強く推奨され
る。

３．ＦＥＩワールドカップ TM 馬場馬術ファイナル、ＦＥＩシニア大陸選手権大会、
ＦＥＩ世界選手権大会、オリンピック大会で入賞した人馬の審査用紙原本は、各審判
員が各選手に与えた合計得点率を明記したリストを含む各競技成績と共に、組織委員
会がＦＥＩへ送付しなければならない。審査用紙のコピーは選手が入手できるように
するべきである。

４．ＣＤＩとＣＤＩＯ競技会での審査用紙原本については、競技終了後に選手が入手
できるようにするべきである。コピーをＦＥＩへ提出する必要はない。

５．ＪＳＰによる修正を記述して署名を受けた書式を、通常の審査用紙に添付し、選
手が入手できるようにする。

６．ＦＥＩ馬場馬術課目審査用紙はすべてＦＥＩウェブサイトからダウンロードでき
る。
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第４３４条　順　位
１．各演技が終了し、各審判員が総合観察点を記入して署名した後に審査用紙が記録
係へ渡される。得点は係数が設けられているところでは掛け算を行い、合計する。そ
の後で、競技課目の実施で誤りがあった場合はその減点を各審査用紙にて差し引く。

２．順位を決定する合計点は、ＪＳＰによる修正を反映させた各審査用紙での合計得
点／得点率を加算して求める。

３．個人順位（ＣＤＩ）は次の要領で決定する：
３．１　すべての競技において優勝者は合計得点率が最も高い選手、第２位は次点の
選手というように決定する。

同点：上位第３位までで得点率が同じとなった場合は、総合観察点の高い方を上位と
する。総合観察点が同点の場合は同順位とする。

自由演技課目の上位第３位までの順位について、同じ得点率となった場合は、芸術点
の高い選手が上位となる。

これ以外の順位で同じ得点率となった場合は同順位となる。

ＣＤＩＯ、ＦＥＩ選手権大会、オリンピック大会での個人順位については、馬場馬術
規程の第４５１条と第４５９条を参照のこと。

４．団体順位（ＣＤＩＯ）は次の要領で決定する：
すべての団体競技において優勝チームはチーム内上位３選手の合計得点が最も高い
チーム、第２位は次点のチームというように決定する。

同点：得点率が同じとなった場合は、チーム内上位３選手のうちで最下位の選手の成
績が最も高いチームを優勝とする。この規定はＦＥＩ選手権大会の第１位と第２位（金
と銀）で同率の場合と、オリンピック大会団体戦への出場資格が関わる上位第３位ま
でのチームの同点について適用する。第３位（銅）で同率となり、これがオリンピッ
ク大会への出場資格に関わるものでない場合は同順位とする。

５．苦情／抗議
公式ミスに関する抗議／苦情については、正式認可を受けたビデオ（公式ビデオ録画
の契約がある場合）のみ証拠として使うことができる。

第４３５条　成績の公表
１．各演技終了後、総合成績と共に各審判員が与えた得点率が個別に仮発表され
る。例として、（１）各審判員の得点率がＥ＝ 69.990％、Ｈ＝ 70.333％、Ｃ＝
70.205％、Ｍ＝ 71.120％、Ｂ＝ 69.660％であった場合は、（２）合計得点率：
70.261％

２．競技の最終順位と総合得点率（２）が発表された後に、各審判員が与えた得点率（１）
が各審判員の氏名を付して公表され、プレスにも通知され、最終的にＦＥＩブリテン
へ掲載される（馬場馬術規程の第４３３条と比較のこと）。

３．成績はすべて小数点以下第３位までパーセント表示で発表しなければならない。
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４．ＦＥＩシニア大陸選手権大会、地域大会、ＦＥＩ世界選手権大会、ＦＥＩワール
ドカップ TM 馬場馬術ファイナル、オリンピック大会では、選手の各演技項目につい
て各審判員が出したスコアを表計算シートにまとめ（各選手につき１書式）、審判員
や選手、チーム監督、メディアが利用できるようにしなければならない。

５．選手が競技前に出場を取り止める、あるいは課目の演技前または演技中に棄権す
る、失権となる、または「ノ－ショウ（現れず）」であった場合は、成績表の選手名
の後に「出場辞退 (WD)」、「棄権 (EX)」、「失権 (EL)」「ノーショウ (NS)」の用語か
その短縮文字を表記しなければならない。

６．スコアボード
電子掲示板を使用し、また演技と同時進行での採点表示を行う場合は、西ヨーロッパ・
リーグＣＤＩ - Ｗについてはランニング平均得点率の表示が義務づけられ、その他の
ＣＤＩ競技会ではこれが推奨される。オープン・スコアリング／ランニング・スコア（演
技が行われている最中に、運動項目ごとに各審判員の点数をスコアボードへ表示する
こと）は、アリーナで演技中の選手や審判員に見えないことを条件に使用が認められ
る。

第４３６条　表　彰
１．参　加　　
入賞した選手／馬は表彰式に参加しなければならない。これを怠った選手は入賞（リ
ボン、厩舎プレート、賞品、賞金）が取り消される。例外的に特定競技については、
競技場審判団長／外国人技術代表と／あるいはＣ地点審判員が認めた場合に限り、本
規定を適用しない場合がある。服装や馬装は競技中と同様とするが、黒か白の肢巻の
着用は認められる。安全上の理由から、選手は表彰式に際して旗やその他の物を携え
ることはできない。勝者だけは馬に馬着やブランケットを着せて表彰式に臨むことが
認められる。

リボンは表彰式の前に馬の頭絡につけておくべきである。

競技場審判団長あるいは当該競技におけるＣ地点審判員は表彰式に参与し、必要に応
じて上記手順への例外を承認しなければならない。

表彰式についての奨励事項（ＦＥＩウェブサイト）も参照のこと。馬を興奮させたり
驚かせる程に音楽の音を大きくすることは認められず、表彰式やホース・インスペク
ションなど馬が集まるような時はいつも、選手と／あるいはグルームおよびこれに関
わる者は誰もが責任をもって行動しなければならない。

注意を怠ったり、あるいは無責任な行動に対してはイエロー警告カードが出されるこ
ともある。甚だしい不注意や無責任な行動により事故が発生した場合は、ＦＥＩへ報
告して更なる措置を講じる。一般規程を参照のこと。
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第３章　競技場審判団、ＪＳＰ、上訴委員会、獣医師代表団、
獣医師代表、スチュワード、および馬に対する虐待行為

第４３７条　競技場審判団
１．すべての国際馬場馬術競技において、競技場審判団は７名、あるいは５名の審判
員で構成しなければならない。しかしＣＤＩ１* とＣＤＩ２* では、３名のみの競技
場審判団構成でもよい。競技場審判団メンバーは、ＦＥＩリストから選考された国際
審判員であること。審判員は４つのカテゴリーに分けられる：２*（新規）、３*（以
前の国際審判員補）、４*（以前の国際審判員）、５*（以前の公認国際審判員）。

２．オリンピック大会とＦＥＩシニア馬場馬術選手権大会のグランプリ・レベル、Ｆ
ＥＩワールドカップ TM 馬場馬術ファイナルでは、ＦＥＩがメンバー７名と予備審判
員１名で構成する競技場審判団を任命する。

オリンピック大会、すべてのＦＥＩ選手権大会、ＦＥＩワールドカップ TM 馬場馬術ファ
イナルと地域大会では、審判員全員が互いに国籍を異にする者でなければならない。

３．競技場審判団のメンバーは全員が英語を話せなければならず、またできればフラ
ンス語を理解できることが望ましい。

４．各審判員には、その審判員と同じ公用語（英語は必須で、できればフランス語を
理解できること）を話せて記述できるセクレタリーを１名ずつ付けて補佐しなければ
ならない。

５．Ｃ地点審判員は、希望すればセクレタリーの他にもう１名の特別アシスタントを
依頼することができる。このアシスタントの任務としては、課目の進み具合を追い、
Ｃ地点審判員に「経路違反」と／あるいは「運動項目の誤り」を伝えることである。

６．予備審判員
ＦＥＩ選手権大会および大会（Games）おいて、７名か５名の競技場審判団メンバー
が任命されている場合には、すべてのレベルにおいて審判員のうち１名が出席できな
い事態に備えて予備審判員を１名任命しなければならない。オリンピック大会、世界
選手権大会（ＷＥＧ）、大陸選手権大会のグランプリ・レベル、ＦＥＩワールドカッ
プ TM 馬場馬術ファイナルでは、予備審判員を競技会場に臨場させるべきであり、ま
たこれよりも低いレベルの選手権大会および大会でも、できる限り配置する。

７．ＦＥＩ任命の外国人審判員
外国人審判員はＦＥＩにより任命を受け、ＦＥＩを代表して任務に当たる。

競技場審判団長、あるいはその他の競技場審判団メンバー１名がその国際競技会の開
催国とは異なる国籍を有している場合は、外国人審判員としての職務を果たすことが
できる。外国人審判員の役割は、競技がＦＥＩ規程に則り、ＦＥＩ承認の実施要項に
従って確実に開催されるよう、ＦＥＩを代表して尽力することにある。

ＦＥＩ地域選手権大会と地域大会、ＣＤＩＯ、すべてのＣＤＩ２* ／３* ／４* ／５*
では、競技場審判団長または競技場審判団メンバー１名が外国人審判員として職責を
果たし、外国人審判員報告書を作成することが義務づけられる。外国人審判員は実施
要項の中に明記されなければならず、またでき得る限り５* 審判員とする。

８．審判員の任命
８．１　グランプリ・レベルのＦＥＩ選手権大会とオリンピック大会における競技場
審判団長とその他の競技場審判団メンバーは、馬場馬術テクニカル委員会の協力を得
て、ＦＥＩがＦＥＩ５* 審判員リストより任命する。
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８．２　ＦＥＩヤングライダーおよびジュニア選手権大会
ＦＥＩヤングライダーおよびジュニア大陸選手権大会における競技場審判団長とその
他の競技場審判団メンバーは、馬場馬術テクニカル委員会の協力を得て、ＦＥＩがＦ
ＥＩ５* 審判員および４* 審判員リストより任命する。ヤングライダー選手権大会と
ジュニア選手権大会が合同で開催される場合は、審判長２名を含め１０名で構成する
競技場審判団を、ＦＥＩがＦＥＩ５* 審判員と４* 審判員リストより任命する。

ＦＥＩポニーライダーおよびチルドレン大陸選手権大会における競技場審判団長とそ
の他４名の競技場審判団メンバーは、馬場馬術テクニカル委員会の協力を得て、ＦＥ
ＩがＦＥＩ５* 審判員および４* 審判員リストより任命する。

８．３　ＦＥＩワールドカップ TM 馬場馬術ファイナルにおける競技場審判団長とその
他６名の競技場審判団メンバーは、馬場馬術テクニカル委員会の協力を得て、ＦＥＩ
がＦＥＩ５* 審判員および４* 審判員リストより任命する。

８．４　ＦＥＩワールドカップ TM 馬場馬術予選競技での審判員は、ＦＥＩ５* 審判員
および４* 審判員リストに掲載されている者でなければならない。ＦＥＩから事前の
承認を受けている場合に限り、例外的に３* 審判員を１名任命することができる。外
国人審判員はＦＥＩが選考する。ＦＥＩワールドカップ TM 馬場馬術競技会規程を参
照のこと。

８．５　国際オリンピック委員会が後援する地域大会における競技場審判団長とその
他４名の競技場審判団メンバーは、馬場馬術テクニカル委員会の協力を得て、ＦＥＩ
がＦＥＩ５* 審判員および４* 審判員リストより任命する。

８．６　ヨーロッパ大陸以外で開催されるＦＥＩ地域選手権大会とＦＥＩ大陸選手権
大会については、ＦＥＩがＦＥＩ５* 審判員と４* 審判員リストより競技場審判団長
とその他の競技場審判団メンバーを任命する。

８．７　ＣＤＩＯにおける競技場審判団長とその他の競技場審判団メンバーは、ＦＥ
Ｉの合意を得て、主催国ＮＦと組織委員会がＦＥＩ５* 審判員と４* 審判員リストよ
り任命する。

ＣＤＩＯでは、５名の審判員のうち少なくとも３名が互いに国籍を異にする外国籍の
者でなければならない。

８．８　ＣＤＩ５*における競技場審判団長とその他の競技場審判団メンバーは、Ｆ
ＥＩの合意を得て、主催国ＮＦと組織委員会がＦＥＩ５* 審判員と４* 審判員リスト
より任命する。５* 審判員を３名以上、互いに国籍を異にする外国人審判員を３名以
上任命するものとする。

８．９　ＣＤＩ４*における競技場審判団長とその他の競技場審判団メンバーは、Ｆ
ＥＩの合意を得て、主催国ＮＦと組織委員会がＦＥＩ５* 審判員と４* 審判員リスト
より任命する。５* 審判員を２名以上、互いに国籍を異にする外国人審判員を３名以
上任命するものとする。

８．１０　ＣＤＩ３*の競技場審判団長とその他の競技場審判団メンバーは、ＦＥＩ
の合意を得て、主催国ＮＦか組織委員会がＦＥＩ５* 審判員、４* 審判員、３* 審判
員リストより任命する。できる限りビッグツアーで３* 審判員を１名招待するべきで
ある。だが５名構成の競技場審判団における３* 審判員任命は、２名までとする。少
なくとも３名の審判員は、互いに国籍を異にする外国人審判員とする。

スモールツアー競技
西ヨーロッパ域外でのＣＤＩおよびＣＤＩ - Ｗにて競技が予定されている場合、セン
トジョージ賞典とインターメディエイトⅠレベルの競技については例外的に、３名構
成の競技場審判団で審査する場合がある。西ヨーロッパについては、病気などの特別
な事例についてのみ、これが認められることがある。但し、事前にＦＥＩの許可を受
けている場合に限る。審判員３名の場合は次のような配置とする：２名は短蹄跡側（Ｃ
地点と、Ｈ地点かＭ地点）に、残り１名は反対側の長蹄跡側（Ｂ地点かＥ地点）。
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少なくとも１名は外国人審判員でなければならない。２* 審判員を１名、競技場審判
団に採用することができる。
８．１１　ＣＤＩ２*
審判員３名以上とする。競技場審判団長とその他の競技場審判団メンバーは、主催国
ＮＦか組織委員会が、ＦＥＩ審判員リストより任命する。５名構成の競技場審判団に
ついては、グランプリ・レベルの国内審判員も１名、採用することができる。５名構
成の競技場審判団では、そのうち少なくとも２名が互いに国籍を異にする外国人でな
ければならない。３名構成の競技場審判団の場合は、１名が外国人でなければならな
い。
８．１２　ＣＤＩ１*
審判員３名以上とする。競技場審判団長とその他の競技場審判団メンバーは、主催国
ＮＦか組織委員会が、ＦＥＩ審判員リストより任命する。３名構成の競技場審判団に
ついては、グランプリ・レベルの国内審判員も１名採用することができ、５名構成の
競技場審判団の場合は２名採用することができる。５名構成の競技場審判団では、そ
のうち少なくとも２名が互いに国籍を異にする外国人でなければならない。３名構成
の競技場審判団の場合は、１名が外国人でなければならない。
８．１３　ＣＤＩＹ／Ｊ／Ｐ／Ｃｈ
３名以上の審判員が必要である。競技場審判団長とその他の競技場審判団メンバーは、
主催国ＮＦか組織委員会がＦＥＩ審判員リストより任命する。（５名構成の競技場審
判団の場合は）主催国ＮＦから国内審判員を１名あるいは２* 審判員を１名任命する
こともできる。３名構成の競技場審判団の場合は、そのうち少なくとも１名を外国籍
の審判員とし、５名構成の競技場審判団の場合は、２名以上を互いに国籍の違う外国
人審判員としなければならない。
８．１４　ＣＤＩ -ＹＨでは、審判員３名以上で構成する競技場審判団の任命が必要
であり、ヤングホース対象の馬場馬術競技会審判員として認定されたＦＥＩ審判員リ
ストより選考される。「５歳馬と６歳馬を対象とする国際馬場馬術競技への指針」も
参照のこと。
９．５名構成の競技場審判団に任命できる３* 審判員は２名までとする。ＦＥＩの特
別許可により競技場審判団が３名で構成される場合は、１名に限り３* 審判員とする
ことが認められる。インターメディエイトＩまでのレベルでは、３* 審判員の代わり
に２* 審判員を任命することができる。
１０．一日に審査を行うことができる人馬数の上限
いかなる競技会においても、審判員１名に対して１日に約４０名を超える選手の審査
を依頼してはならない。
１１．競技場審判団長と／あるいはＦＥＩ任命の外国人審判員は、ホ－ス・インスペ
クションに間に合うよう、現地へ到着していなければならない。これができない場合
には、ＦＥＩと主催者の同意を得て、競技場審判団の他のメンバーを代役として立て
ることができる。　
１２．審判員として必要な資格については、付則の「審判員とＦＥＩ馬場馬術審判員
教育システム」を参照のこと。
第４３８条　Ｊｕｄｇｅｓ　Ｓｕｐｅｒｖｉｓｏｒｙ　Ｐａｎｅｌ（ＪＳＰ）
オリンピック大会、世界選手権大会（ＷＥＧ）、大陸選手権大会のグランプリ・レベル、
ワールドカップ・ファイナルでは、Ｊｕｄｇｅｓ　Ｓｕｐｅｒｖｉｓｏｒｙ　Ｐａｎ
ｅｌ（ＪＳＰ）の臨場が必須である。またすべてのＣＤＩにおいてＪＳＰの配置が可
能である。
このＪＳＰの配置目的は、公正な審判を確保することにある。
ＪＳＰは審判員２名とトレーナー／ライダー１名の併せて３名で構成するものとす
る。いずれのＪＳＰメンバーも独立した個人であり、経験があり（審判員：５*）、尊
敬される人物であって如才なく、審判員資格を遵守し、誠実かつ意思疎通に長けた人
物でなければならない。現役の審判員、トレーナー、選手（ライダー）がＪＳＰメン
バーとして任務にあたる場合は、その在任期間中、各々審判業務やトレーニング、（選
手としての）騎乗を停止しなければならない。同一パネルに同じＮＦから出せるＪＳ
Ｐメンバーは１名のみとする。
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ＪＳＰは明らかな技術的ミスおよび計算の誤りを修正することができる。ＪＳＰは、
審判員が出し得る審査点の範囲を超えた点数を出すことはできない。修正は点数を下
げることも上げることも可能である。ＪＳＰは修正を行った競技の終了後直ちに、変
更した点数を審判員へ通知しなければならない。修正を記述した書式に署名し、これ
を通常の審査用紙に添付して、選手が入手できるようにする。

競技会において、ＪＳＰはアリーナ全体を十分に見渡せる場所におり、審判員の出す
点数が刻々と表示されるコンピューター・スクリーン、およびすべての騎乗を巻き戻
して再度、確認できるビデオ映像の提供を受けるべきである。

ＪＳＰメンバーの任期は最低２年で、２年任期を２回までとし、ローテーション ･ シ
ステムを適用する。年齢制限はない。

第４３９条　上訴委員会
一般規程にて「上訴委員会」の記載がある。

ＦＥＩワ－ルドカップ TM 馬場馬術予選を含め、ＣＤＩ５* 競技会までは上訴委員会の
設置を必要としない。

ＣＤＩＯ、ＦＥＩワールドカップ TM 馬場馬術ファイナル、ＦＥＩワールドカップ TM

馬場馬術リーグ・ファイナル、すべてのＦＥＩ選手権大会、地域大会、オリンピック
大会では上訴委員会を任命しなければならない。

上訴委員長および上訴委員会メンバーは、馬術競技会における専門知識のある人物で
なければならない。少なくともそのうち１名は、現役あるいは引退したＦＥＩ馬場馬
術審判員でなければならない。３* 審判員、４* 審判員、５* 審判員、およびこれら
のカテゴリーで引退した審判員は、上訴委員長／委員会メンバーとなることができる。
上訴委員会のメンバー１名は外国人とする。

上訴委員会メンバーは、競技会期間中にその他いかなる職務（ＣＤＮ競技での職務を
含む）も兼任することは認められない。

第４４０条　馬に対する虐待行為
一般規程にて「馬に対する虐待行為」の記載があり、これら諸規定はすべてのＦＥＩ
馬場馬術競技会に適用される。

第４４１条　獣医師代表団とＦＥＩ獣医師代表
１．地域大会およびオリンピック大会、ＦＥＩワールドカップ TM ファイナル、すべ
てのＦＥＩ選手権大会、ＣＤＩＯでは獣医師代表団を設置しなければならず、この構
成、および獣医師代表団長と各メンバーの任命は獣医規程に従う。

２．ＣＤＩでは獣医規程に従い、組織委員会が任命してＦＥＩ獣医師代表と見なされ
る獣医師１名の待機が求められる。

第４４２条　スチュワ－ド
一般規程にて「スチュワ－ド」の記載があり、これら諸規定はすべてのＦＥＩ馬場馬
術競技会に適用される。
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第４章　ホース・インスペクション、獣医検査、
薬物規制、馬のパスポート

第４４３条　ホース・インスペクション、獣医検査、および馬のパスポート
ホース・インスペクションと獣医検査は獣医規程に従って行わなければならない。馬
のパスポートについては一般規程を参照のこと。

第４４４条　馬の薬物規制
馬の薬物規制は一般規程、獣医規程、馬アンチ・ドーピングおよび薬物治療規制規程、
その他適用され得るＦＥＩ諸規程に従って行わなければならない。
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第５章　ＣＤＩＯ、シニア世界選手権大会、大陸選手権大会、
地域大会、ＦＥＩ個人・団体馬場馬術選手権大会、

および大会（オリンピック大会を含む）

第４４５条　ＣＤＩＯ
１．参　加
ＣＤＩＯはチームと個人選手を対象とする公式国際馬場馬術競技会である。

原則として、ＣＤＩＯへは諸外国からの選手が国数に制限なく参加できる。

しかしながら、ＣＤＩＯのタイトルを掲げるには主催国を入れて６チーム以上（１Ｎ
Ｆにつき１チーム）が招待され、最低３チームが出場していなければならない。

ＣＤＩＯでは、チーム参加に加えて同一ＮＦから個人選手を参加させることはできな
い。招待を受けた選手は全員が同一の特典を受けるものとする。

ＣＤＩＯのカテゴリー：
ＣＤＩＯ３*：50.000 スイスフランまでの賞金額のＣＤＩＯ
ＣＤＩＯ４*：50.001 ～ 99.999 スイスフランの賞金額のＣＤＩＯ
ＣＤＩＯ５*：100.000 スイスフランを超える賞金額となるＣＤＩＯ

２．優先順位
ＣＤＩＯはすべてＣＤＩ競技会に優先する。ＣＤＩ - ＷはＣＤＩ３* ～ＣＤＩ５* に
優先する。

３．チーム
公式グランプリ団体競技をプログラムに組み込まなければならない。チーム構成は同
一国籍の選手で３名以上、４名以内とする。リザーブの人馬コンビネーションは認め
られない。

４．個人選手
チームを派遣できないＮＦは、１名ないし２名の個人選手を各々１頭あるいは２頭の
馬と共に参加申込することができる。各選手ともグランプリでは１頭の馬にのみ騎乗
できる。

５．開催方式と課目
選手権大会方式
競技方式：　　　課目：　　　　　　　　　参加：
１．団体競技：　グランプリ課目　　　　　全員
　　　　　　　　グランプリ ･ スペシャル　グランプリから上位３０名
２．個人競技：

（チームの選手４名全員が出場資格を得た場合は全員が出場できる。）
　　　　　　　　自由演技グランプリ　　　グランプリ ･ スペシャルから上位１５組
３．個人競技：		
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１ヶ国につき選手３名までが出場できる（チーム監督が選考）。休養日を設ける場合は、
できるだけ第２競技と第３競技の間に設定することが望ましい。

ネーションズカップ方式
競技方式：　　　課目：　　　　　　　　　参加：
１．団体競技：　グランプリ課目　　　　　全員

２．個人競技：　グランプリ ･ スペシャル　上位１５名まで
および／あるいは
２．個人競技：　自由演技グランプリ	 　　上位１５名まで

（チームの選手４名全員が出場資格を得た場合は全員が出場できる。）

詳細条件については、毎年１月１日に公表されるＦＥＩ馬場馬術競技会詳述を参照の
こと。

ＦＥＩの判断により、シリーズの一環として団体競技を自由演技グランプリで行う場
合がある。

コンソレーション競技
組織委員会は、コンソレーション・インターメディエイトⅡ／グランプリ競技を予定
に組み込むことができるが、審査は審判員３名のみで行う。しかしながら、この競技
により世界馬場馬術ランキング・リストのポイントを与えられることはなく、授与さ
れる賞金は個人競技の賞金額よりも低くなければならない。馬場馬術規程の第４２２
条を参照のこと。

ＣＤＩＯ競技会の詳細条件については、毎年１月１日に公表されるＦＥＩ馬場馬術競
技会詳述を参照のこと。

６．抽　選
馬場馬術規程の第４２５条を参照のこと。

７．競技場審判団
競技場審判団長とその他の競技場審判団メンバーは、ＦＥＩの合意を受けて、ＮＦと
組織委員会がＦＥＩ４* 審判員リストとＦＥＩ５* 審判員リストより任命する。ＣＤ
ＩＯ５* およびＣＤＩ５* における外国人審判員はＦＥＩにより任命され、ＦＥＩの
代表として職責を果たす。

ＣＤＩＯでは、競技場審判団メンバー５名のうち少なくとも３名は国籍を異にする外
国人審判員でなければならない。７名構成の競技場審判団の場合は、４名が外国人審
判員でなければならないが、そのうち２名は同国籍でも良い。

８．上訴委員会
上訴委員長とその他の上訴委員会メンバーは、ＦＥＩの合意を受けて、ＮＦと組織委
員会が３* 審判員、４* 審判員、５* 審判員、およびこれらのカテゴリーで引退した
馬場馬術審判員から任命する。少なくとも上訴委員会メンバーの１名は現役あるいは
引退した馬場馬術審判員とする。少なくとも１名は外国人審判員とする。

上訴委員長あるいは上訴委員会メンバーは、競技会の期間中にその他いかなる職務（Ｃ
ＤＮ競技での職務を含む）も兼任することは認められない。

９．選手、グルーム、チーム監督、チーム獣医師の経費と特典
ＣＤＩＯ３*：�組織委員会はＦＥＩとの合意に従い、厩舎と飼料、食事、宿泊に関わ

る費用の総額をＮＦへ提供することができる。
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ＣＤＩＯ４*：経費と特典：宿泊、一日３食、厩舎、飼料
ＣＤＩＯ５*：経費と特典：宿泊、一日３食、厩舎、飼料

経費と特典は、ホース・インスペクションの前日から最終競技の翌日まで提供しなけ
ればならない。

第４４６条　ＦＥＩ選手権大会－開催運営
１．四年に一度、オリンピック大会と次のオリンピック大会との間の偶数年に、一般
規程に記載された優先順位に従って、ＦＥＩ世界個人および団体馬場馬術シニア選手
権大会が割り振られる。

２．二年に一度、オリンピック大会と次のオリンピック大会との間の奇数年に、一般
規程に記載された優先順位に従って、ＦＥＩ大陸個人および団体馬場馬術シニア選手
権大会が割り振られる。

３．これらＦＥＩ選手権大会は、一般規程と馬場馬術競技会規程（以下に特に修正さ
れている場合を除いて前述の第２章と次の第６章）に準拠して開催しなければならな
い。ヨ－ロッパ域外から少なくとも６ヶ国もしくは地域チ－ムの参加がなければなら
ない。

４．ＦＥＩ選手権大会の競技は、グランプリ（団体選手権競技）、グランプリ・スペシャ
ル（個人競技）、および自由演技グランプリ（個人競技）で構成する。

メダルは三競技すべてについて授与される。

競技方式：　　　　　　課目：　　　　　　　　　　参加：
１．団体競技：　　　　グランプリ課目　　　　　　全員

２．個人選手権競技：　グランプリ ･ スペシャル　　グランプリから上位３０名
チームの選手４名全員が出場資格を得た場合は全員が出場できる。

３．個人選手権競技：　自由演技グランプリ　　　　�グランプリ ･ スペシャルから上
位１５名

１ヶ国につき選手３名までが自由演技グランプリに出場できる（チーム監督が選考）。

選手権大会では団体選手権競技以外の団体競技は行えず、また選手が各競技で騎乗で
きるのは１頭のみとする（馬場馬術規程の第４２０条、第４２２条と比較のこと）。

組織委員会は３名の審判員で審査を行うコンソレーション・グランプリ競技を予定に
組み込むことができる。しかしながら、この競技により世界馬場馬術ランキング・リ
ストのポイントを与えられることはなく、またオリンピック大会などへの出場資格と
もならず、授与される賞金はその他の競技での賞金額よりも低くなければならない。
馬場馬術規程の第４２２条を参照のこと。

５．これらのＦＥＩ選手権大会は、他のあらゆる国際馬場馬術競技会に優先する。

６．これらのＦＥＩ選手権大会の開催前２週間にＣＤＩＯを開催することは認められ
ない。大陸選手権大会については、それが行われる大陸で開催前２週間にＣＤＩＯを
開催することはできない。この規則に関する例外は、当該選手権大会の組織委員会と
の合意により、ＦＥＩ理事会が定めることがある。
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第４４７条　競技場審判団と技術代表
１．競技場審判団：
すべてのＦＥＩ選手権大会と地域大会について、競技場審判団長とその他の競技場審
判団メンバーは、ＦＥＩが５* 審判員と４* 審判員のＦＥＩリストより選考して任命
しなければならない（馬場馬術規程の第４３７条）。

セントジョージ賞典、インターメディエイトⅠ、あるいはインターメディエイトⅡが
予定されている場合は、競技場審判団をもう一組招聘しなければならない。

２．外国人技術代表：
ＦＥＩが必要と見なした場合は、地域大会とＦＥＩ地域選手権大会について、競技場
審判団のメンバーではない外国人技術代表を任命しなければならない。

２．１　ＦＥＩシニア大陸選手権大会、ＦＥＩ世界選手権大会、オリンピック大会、
ＦＥＩワールドカップ TM 馬場馬術ファイナルについては、ＦＥＩが外国人技術代表
を任命する。この技術代表は競技場審判団長、あるいは競技場審判団メンバ－であっ
てはならず、馬場馬術技術代表のＦＥＩリストから選考される。

２．２　ＦＥＩシニア大陸選手権大会、ＦＥＩ世界選手権大会、オリンピック大会、
ＦＥＩワールドカップ TM 馬場馬術ファイナル、ＦＥＩヤングライダーおよびジュニ
ア選手権大会、ＦＥＩ／スポーツホース世界ブリーディング協会（ＷＢＦＳＨ）世界
ブリーディング選手権大会で職務を遂行する資格のあるＦＥＩ技術代表のリストは、
ＦＥＩが管理する。

２．３　技術代表は組織委員会と連携して、競技会の準備状況を事前に確認するとと
もに、これを承認しなければならない。技術代表は、獣医検査およびホース・インス
ペクション、厩舎と選手の宿泊施設、競技会でのスチュワード業務といった、競技会
開催に関わる技術面および運営面での準備を承認しなければならない。技術代表は打
ち合わせ会を指導するとともに、テクニカル・スタッフ全員の作業を監督する。競技
場審判団が判断を求められて下した決断について、技術代表はそのすべての調査を行
い、競技場審判団へ報告し、また助言を行う。技術代表が準備全般について納得でき
たと競技場審判団へ報告するまでは、技術代表の権限が絶対である。それ以降、技術
代表は引き続き競技会の技術面・運営面を監督し、競技場審判団、獣医師代表団、組
織委員会へ進言するとともに、これらを補佐する。技術代表はできる限り外国人であ
るべきである。

このような技術代表の資格は以下の通り：
１．ＦＥＩ４* 審判員あるいは５* 審判員であり、また
２．ＣＤＩ３* あるいはこれ以上のレベル／ＣＤＩＯで５回以上、組織委員会のメン
　　バーを務めた経験のあること。

第４４８条　上訴委員会
３* 審判員、４* 審判員、５* 審判員、およびこれらのカテゴリーで引退した馬場馬
術審判員は、上訴委員長／委員会メンバーとなることができる。少なくとも上訴委員
会メンバーの１名は、現役あるいは引退した馬場馬術審判員とする。少なくともメン
バー１名は外国人とする。

上訴委員長、あるいは上訴委員会メンバーは、競技会期間中にその他いかなる職務（Ｃ
ＤＮ競技での職務も含む）も兼任することは認められない。

第４４９条　競技参加
１．世界馬場馬術選手権大会と大陸馬場馬術選手権大会については、ＦＥＩの承認を
受けた後、選手権大会が開催される国のＮＦか選手権大会組織委員会が実施要項と 
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条件、招待状を該当するＮＦへ送付する。

１．１　参加申込
１）参加申込は以下の手順で行なわなければならない：
●　参加意思申込：参加意思申込とは出場の意思表明である。
●　指名参加申込：この参加申込には、確定参加申込を行える選手数の２倍までの選 
　　　　　　　　　手名を記載することができる。
●　確定参加申込：この参加申込には、当該競技会に出場する人馬名を記載し実施要 
　　　　　　　　　項に記載された期日までに組織委員会の元へ届かなければならな 
　　　　　　　　　い。

２）参加意思申込を行ったＮＦが、納得ゆく説明のないまま選手を送ってこなかった
場合は、罰金が科されることもある。

１．２　選手／馬の交代：
（組織委員会が）確定参加申込を受領した後に、指名参加申込リストから馬と選手を
交代させることは、組織委員会の同意をもって可能となる場合がある。組織委員会は
実施要項に、馬と選手の交代が認められる最終期日を明記しなければならない。この
期日はいかなる場合でもホース・インスペクションの日より後ではならない。

２．チーム
一ＮＦから１チ－ムを参加申込できる。各チ－ムは選手３名に馬３頭、あるいは選手
４名に馬４頭で構成する。リザーブの人馬コンビネーションは認められない。選手４
名構成のチ－ムでは、上位３選手の成績のみをチ－ム成績にカウントする。

３．チームの代わりの個人選手
チームを派遣できないＮＦは、１名か２名の個人選手を各々１頭か２頭の馬で参加申
込することができる。グランプリでは各選手とも１頭の馬にのみ騎乗できる。

４．選手権大会を主催するＮＦは、スモールツアー（セントジョージ賞典と／あるい
はインターメディエイトＩ競技）を実施する予定があれば、これに２名の追加選手を
各々１頭の馬で参加させる権利がある。

５．グランプリへの参加申込が約４０頭を超える場合、主催者は当該競技を班分けし
て連続した日程で行わなければならない。この場合は同じ競技場審判団が審査を行う。

６．ＦＥＩ選手権大会に関連して行われる競技の特別条件：
６．１　ＦＥＩ選手権大会に１チーム、あるいは１名ないし２名の個人選手のみ、各
選手１頭の馬にて参加申込したＮＦについては、スモールツアー（セントジョージ賞
典とインターメディエイトＩ）が予定されている場合、これに追加選手１名ないし２
名を追加の馬合計２頭と共に参加申込できる。

６．２　グランプリに出場する選手は、インターメディエイトⅡが予定されている場
合、この競技へは同一馬でのみ出場することができる。

６．３　追加選手と追加馬の経費、および特典は、当該ＮＦの責任とする。組織委員
会がこれらの経費と特典を援助することは自由である。

７．抽選：スターティング ･ オーダーの抽選
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　　団体競技　馬場馬術規程の第４２５条を参照のこと
　　個人競技　馬場馬術規程の第４２５条を参照のこと

第４５０条　出場資格
シニア世界馬場馬術選手権大会とシニア大陸馬場馬術選手権大会へは、ＦＥＩ公表の
出場資格基準に準拠した出場資格のある選手全員が参加できる。

第４５１条　経費と特典－選手、グルーム、チーム監督、チーム獣医師
１．選手、グルーム、チーム監督、チーム獣医師へは宿泊、一日３回の食事、厩舎、飼料、
渡航経費が支払われる。ＦＥＩ選手権大会では、各ＮＦにつき１名のグルームはが夜
間、厩舎に泊まることが認められる。

２．組織委員会は、競技会期間中の厩舎代と飼料代を負担する責任を負う。

３．競技会場と宿泊施設、あるいは厩舎が離れている場合、組織委員会は審判員全員
と上訴委員会メンバー、技術代表、チーフ ･ スチュワード、並びにチーム監督、チー
ムメンバー、個人選手、グルーム、馬を含む公式チームの競技会期間中の移動用交通
手段についても責任を負う。

第４５２条　順　位
１．団体順位
以下の通りに決定する：すべての団体競技において、優勝チームはチーム内上位３選
手の合計得点率が最も高いチーム、第２位は次点のチーム、以下同様。

同点：得点率が同じとなった場合は、チーム内上位３選手のうちで最下位の選手の成
績が最も高いチームを優勝とする。この規定は、第１位と第２位（金と銀）で同率の
場合と、上位３チームについてオリンピック大会の団体出場資格がかかっている場合
にのみ適用する。第３位（銅）で同率のチームと、オリンピック大会への出場資格認
定が関わっていない場合には、当該チームを同順位とする。

２．個人順位は以下の通りに決定する：
すべての競技において、優勝者は合計得点率が最も高い選手、第２位は次点の選手、
以下同様。

同点：上位第３位までで同率となった場合は、総合観察点の高い方を上位とする。総
合観察点が同点の場合は、Ｃ地点審判員の総合観察点で決定する。

その他の順位で同率となった場合は、当該選手に同順位を与える。

自由演技課目で同率となった場合は、芸術点の高い方を上位とする。芸術点が同点の
場合は、「調和」の項目で決定する。それでもなお同点の場合は「振り付け」の項目
で決定する。

団体競技と個人競技で獲得した得点率を合算することはせず、競技はすべて０でス
タートする。即ち選手は全員が持ち点０で各競技に臨む。
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第４５３条　賞と賞金
賞金：一般規程に「賞と賞金」の記載があり、これら諸規定はすべてのＦＥＩ馬場馬
術競技会に適用される。

ＦＥＩ選手権競技に関わる賞の配分については競技の開催条件に定め、当該選手権大
会の招待状と実施要項と併せて送付しなければならない。

メダル：ＦＥＩ団体選手権競技の上位３チームで競技に出場したメンバー全員と、Ｆ
ＥＩ個人選手権の二競技について各々上位３名の個人選手へ、ＦＥＩメダルが贈られ
る。同点となった場合については第４５２条を参照のこと。

第４５４条　その他
既存の諸規程に網羅されていない状況については、競技場審判団が一般規程と馬場馬
術競技会規程に基づいて、公正かつスポーツマンシップに則った順位決定を行うのに
最善と思われる決定を下す。
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付則１　オリンピック大会－国際オリンピック委員会の承認を受けて更新予定
オリンピック大会特別規程を参照のこと

第４５４条　競技参加
本章に別段の記載がない限り、団体馬場馬術競技と個人馬場馬術競技は、馬場馬術規
定の第２章に記載の規則に基づいて行われる。
１．チーム
ＦＥＩが公表したオリンピック大会の出場資格能力認定手順に従って出場資格を得た
ＮＦは、３組の人馬コンビネーションで構成するチームを参加申込でき、上位３組の
成績が団体順位決定にカウントされる。

２．チームの代わりの個人選手
オリンピック大会の出場資格能力認定手順に基づいて１名ないし２名の個人選手を参
加申込する資格を得たＮＦは、各選手につき馬１頭で参加申込することができる。３
名の個人選手が出場資格を得たＮＦについては、混合チームを編成できる。

３．リザーブの選手／馬
出場資格を得たＮＦチームについては、各々１組のリザーブ人馬コンビネーションが
認められる。この規定は混合チームには適用されない。

第４５５条　競技課目
団体競技－グランプリ課目
選手全員が出場しなければならないＦＥＩグランプリ課目は、団体馬場馬術競技であ
る。

個人競技－グランプリ・スペシャルと自由演技グランプリ課目
グランプリ・スペシャル
ＦＥＩグランプリ・スペシャルは２戦目の個人予選競技であり、その参加は最初のグ
ランプリ課目で上位２５組の人馬（同率で第２５位も含む）に限定されると共に、そ
の出場が義務づけられる。国際オリンピック委員会憲章に従い、各国とも３名までの
選手が出場できる（チーム監督が選考）｡

自由演技グランプリ課目
ＦＥＩ自由演技グランプリ課目は最終個人競技であり、その参加はグランプリ ･ スペ
シャルで上位第１５位までの人馬（同率で第１５位も含む）に限定されると共に、そ
の出場が義務づけられる。自由演技課目で得点率が同じとなった場合は、芸術点の高
い方を上位とする。芸術点が同点の場合は、「調和」の項目で決定する。それでもな
お同点の場合は「振り付け」の項目で決定する。
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交代：人馬コンビネーションがグランプリ団体競技に出場できない事態となった場合
は、リザーブの人馬コンビネーション（ホース・インスペクションに参加していること）
にて出場枠を満たす。

（例えば選手と／あるいは馬の病気のため）参加資格を得た人馬コンビネーションが
出場できない場合は、当該順位で次点の人馬コンビネーションが繰り上がり、グラン
プリ ･ スペシャルと自由演技グランプリで認められる出場枠を満たす。馬場馬術規程
の第４２４条を参照のこと ｡

第４５６条　スターティング・オーダー
団体競技
チームと個人選手を含めた団体競技（ＦＥＩグランプリ）のスターティング・オーダー
を決定する抽選は、コンピューターを使用しない場合は以下の要領で行う（コンピュー
ター使用も可能）：
１．個人選手の氏名を書いたものを容器（Ａ）に入れる。出場選手の総数に相当する
番号票を２つ目の容器（Ｂ）に入れる。

個人選手の氏名を容器Ａから引き、その選手のスターティング・オーダーを容器Ｂか
ら引く。次の個人選手の氏名を容器Ａから引き、その選手のスターティング・オーダー
を容器Ｂから引き、順次、すべての個人選手についてこの要領で抽選を行う。

２．出場チームの総数に相当する番号票を容器（Ｃ）に入れ、出場チームの国籍を記
載したものを容器（Ｄ）に入れる。先ずチーム名を引き、続いて番号票を引いて当該チー
ムのスターティング・オーダーを決定する。この要領で最後のチームまで行う。

３．各チームの監督は、チーム内におけるチームメンバーのスターティング・オーダー
を決定する。チーム監督はチーム内のスターティング・オーダーを記載した書類を封
筒に入れ、封をして、遅くとも抽選の１時間前までに競技委員長へ提出しなければな
らない。
３．１	 競技が２日間にわたって行われる場合、個人選手はＦＥＩ世界馬場馬術ラ
ンキング・リストのリバース・オーダーで２グループに分けて抽選を行い、最上位の
選手等は２日目出場の抽選となる。競技が１日で行われる場合は２グループに分け、
世界ランキング・リストで最上位の選手等は最後に抽選を行う。

４．スターティング・リストには先に抽選を行った個人選手を記入する。それからチー
ム選手を順次、空欄へ入れてゆく。

５．個人競技におけるスターティング・オーダーの抽選は以下の要領で行う：
　ａ）グランプリ・スペシャル
　　�　グランプリ ･ スペシャルにおけるスターティング・オーダーの抽選は、第１競

技であるグランプリの成績に基づき選手を５名ずつの５グループに分けて行う。
第２１位～第２５位の選手グループが先ず抽選を行い最初の出場グループとな
り、第１位～第５位までの選手グループが最後の出場グループとなる。

　ｂ）自由演技グランプリ
　　�　自由演技グランプリ課目のスターティング・オーダーは、グランプリ ･ スペシャ

ルの成績に基づき選手を５名ずつの３グループに分けて行う。第１１位～第１５
位の選手グループが最初の出場グループとなり、第１位～第５位までの選手グ
ループが最後の出場グループとなる。

スターティング・オーダーの抽選については実施要項に記載しなければならない。

第４５７条　馬の調教
前記の競技に出場するいかなる馬についても、オリンピック大会が行われる市の内外
を問わず、団体競技の前から個人競技終了までの滞在期間中に、当該選手以外の者が 
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調教を行った場合は失格となる。競技会場に到着した時点から騎乗、常歩で歩かせる
こと、引き馬、あるいは調馬索（調馬索用追い鞭は許可）を行う選手についてのみ、
競技会場のどこにおいても鞭（１２０ｃｍまで）を携帯することが認められる。グルー
ムも上記のように馬を常歩で歩かせること、引き馬、調馬索を行うことができる。他
の者は馬のトレーニングに関わりがない場合に限り、鞭の携帯が認められる。

第４５８条　競技場審判団
ＦＥＩは７名構成の競技場審判団を任命する。競技場審判団長はすべての競技にて審
査を行い、その他の審判員はローテーションを組んで審査にあたる。これによりどの
審判員も２競技を受け持つことになる。審判員は全員が異なる国籍の者とし、５* 審
判員でなければならない。

第４５９条　順　位
１．チーム
優勝チームはチーム選手３名の合計得点率が最も高いチーム、第２位は次点のチーム
というように決定する。

同点：得点率が同じとなった場合は、チーム選手３名のうちで最下位であった選手の
グランプリ成績を比較し、これが最も高かった選手のチームを優勝とする。それでも
同率の場合は、２番目の成績であった選手のスコアが最も高かった選手のチームを優
勝とする。

２．個人選手
同レベルで評価されるグランプリ ･ スペシャルと自由演技グランプリは、両方とも最
終個人順位にカウントされる。

両競技においては、少数点第３位までの得点率を出して順位を決定する。得点率を合
計して５で割り、当該競技における選手の最終得点率を求める。両競技での得点率を
合計して２で割り、最終順位を決定する。各選手の最終成績は得点率で示すべきであ
る。

成績の公表については馬場馬術規程の第４３５条を参照のこと。

同点：２名の選手で最終スコアが同点となった場合は、自由演技のスコアで決定する。
それでもなお同点であった場合は、自由演技グランプリの芸術点が高い方の選手を上
位とする。
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付則２　ヤングライダー（ＹＲ）規程、第１０版、２０１１年１月１日発効

第１章　緒　言

ＹＲ -０条　概　要
ヤングライダーの参加は世界の馬術競技の発展に重要な要素である。以下に定める諸
規程の目的は、特にヤングライダーに関わる問題点を斟酌し、世界のヤングライダー
競技会と競技を規格統一することにある。

ＹＲ -１条　諸規程の優先性
本規程に網羅されていない事柄についてはすべて規約、一般規程、獣医規程、その他
該当するＦＥＩ諸規程すべてが適用される。

ＹＲ -２条　ヤングライダーの定義
１６歳となる暦年の始めから２１歳となる暦年の終わりまで、ヤングライダーとして
競技に出場できる。

第２章　国際競技会

ＹＲ -３条　国際競技会
１．競技会の種類
ヤングライダーを対象とする競技会としては以下のものがある：
国際競技会（ＣＤＩＹ）、公式国際競技会（ＣＤＩＯＹ）

２．ヤングライダー選手権大会、あるいはＣＤＩＯＹの組織委員会から特別許可を受
けることなく、またＦＥＩの同意なしに、ＣＤＩＹをヤングライダー選手権大会、あ
るいはＣＤＩＯＹの開催前２週間に行うことはできない。

３．国際競技会（ＣＤＩＹ）
３．１　ＣＤＩＹは主催国と諸外国から参加国数の制限なしに個人選手を受け入れる
国際競技会である。
ＣＤＩＹの期間中に非公式の団体競技を行うことはできない。

４．公式国際競技会（ＣＤＩＯＹ）
４．１　ＣＤＩＯＹはチームを派遣する３ヶ国以上が参加できる国際競技会である。
４．２　馬場馬術規程に記載の通り、該当するＦＥＩ選手権大会規則に指定された公
式団体競技と個人競技を含めなければならない。

ＹＲ -４条　選手権大会
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１．選手権大会は一般規程、馬場馬術競技会規程、現行の付則、およびここに記載の
条項を厳格に遵守して開催しなければならない。

２．原則として、４ヶ国以上の参加がなければ選手権大会は開催できないが、ヨーロッ
パ域外では、（主催国を含めて）２ヶ国以上から不特定数の地域チームの参加をもっ
て開催できる。しかしながら、参加申込締め切り日からＦＥＩ選手権大会開始前まで
に出場の取り消しを行ったＮＦは、参加と見なされる。

３．ＦＥＩ選手権大会は学校の長期休暇中に行わなければならない。

４．ＦＥＩ選手権大会は天候により屋内での開催を余儀なくされる場合を除き、屋外
での開催とする。

５．賞金が授与される場合を除き、参加申込料や出場料を徴収してはならない。この
ようなＦＥＩ選手権大会への出場料として、ＦＥＩは世界共通に設定した参加申込料
の上限を毎年定める。

第３章　国際競技会への出場資格

ＹＲ -５条　概　要
１．地域大会とオリンピック大会では、ヤングライダーは１６歳から馬場馬術競技に
出場できる。

２．ＦＥＩ選手権大会でヤングライダー対象の１競技種目に出場しても、該当年齢に
達していれば、同選手は別の馬でシニア選手権大会における別の競技種目に出場する
ことができる。

３．いかなる競技種目であっても、ＦＥＩヤングライダー選手権大会に一度でも出場
した選手は、同一種目でＦＥＩジュニア選手権大会に出場することはできなくなる。

４．特定の競技種目でＦＥＩシニア選手権大会、あるいは地域大会およびオリンピッ
ク大会に一度でも出場（グランプリ・レベル）した選手は、同一種目でＦＥＩヤング
ライダー選手権大会に出場することはできなくなる。

ＹＲ -６条　参　加
１．ヤングライダーは、同一年にＦＥＩヤングライダー選手権大会とＦＥＩシニア選
手権大会の両方に出場することはできない。

２．ＦＥＩシニア国際選手権大会、あるいは地域大会、オリンピック大会のグランプ
リに出場したヤングライダーは、ヤングライダー対象のいかなる国際馬場馬術競技会
にも出場することはできなくなる。しかし、シニアを対象とするその他の国際馬場馬
術競技会に出場しても、ヤングライダーとしての資格に影響はない。

３．ＦＥＩヨーロッパ選手権大会への出場資格認定基準は、すべて個々に設定される。
これについては毎年１月１日までに公示される。
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第４章　国際競技会に関わる規則

ＹＲ -７条　馬場馬術競技課目、馬装、服装、審判員、技術代表
１．ヤングライダー対象の馬場馬術競技会は、以下に特筆する内容を除き、概してシ
ニア対象の馬場馬術競技会のために定められたものと同じ規定で開催される。

２．馬場馬術課目
ヤングライダー対象のＦＥＩ公式馬場馬術課目は以下の通り：
　１）プレリミナリー競技課目　　　　すべての選手が対象
　２）団体競技課目　　　　　　　　　すべての選手が対象
　３）個人競技課目　　　　　　　　　すべての選手が対象
　４）自由演技ヤングライダー課目　　個人競技から上位１５名

２．１	 プレリミナリー競技：この実施は任意である。プレリミナリー馬場馬術課
目が予定されていない場合は、団体課目が行われる前にメイン・アリーナで馴致でき
るよう、選手に時間を割り振らなければならない。

２．２　団体競技課目：団体課目は個人競技の第１回個人予選競技課目でもある。

２．３　個人競技課目：この競技は、その前に行われる団体競技に出場した選手全員
が対象となる。

２．４　自由演技ヤングライダー競技課目：本競技への出場は、個人競技にて出場資
格を得た上位１５組までの人馬に限定されると共に、その出場が義務づけられる。選
手は１頭の馬で出場できる。

ＣＤＩＯＹとＦＥＩ選手権大会では２－４の課目の使用が義務づけられ、またその他
の国際ヤングライダー馬場馬術競技会では使用が推奨される。これらの課目はすべて
暗記して演技を行わなければならない。

２．５　コンソレーション競技：自由演技ヤングライダー課目への出場資格を得られ
なかった人馬は、コンソレーション課目が予定されていればこれに出場できる。コン
ソレーション競技が予定されている場合の褒賞は賞品のみとするか、あるいは賞金を
授与する場合は予選競技課目の賞金額よりも低額とする。コンソレーション競技は実
施要項と成績リストに明記しなければならず、審判員３名での審査とする。

３．シニア競技会、あるいはヤングライダー競技会のどちらに出場するかに関わらず、
守るべき事項として：
●　�馬装は馬場馬術競技会規程（馬場馬術規程の第４２８条）を厳守しなければなら

ない。
●　服装は馬場馬術規程の第４２７条を遵守すること。

４．審判員／競技場審判団／上訴委員会
ＣＤＩＹ／ＣＤＩＯＹ：３名以上の審判員が必要である。競技場審判団長とその他の
競技場審判団メンバーは、ＮＦか組織委員会がＦＥＩ審判員リストより任命する。（５
名構成の競技場審判団の場合は）主催国ＮＦから国内審判員を１名任命することもで
きる。
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３名構成の競技場審判団の場合は少なくとも１名を外国籍の審判員とし、５名構成の
競技場審判団の場合は２名以上が互いに国籍を異にする外国人審判員でなければなら
ない。

ＦＥＩ選手権大会：ＦＥＩヤングライダー選手権大会では、国籍を異にする５名以上
の４* 審判員・５* 審判員を任命する。ＦＥＩ選手権大会の競技場審判団メンバーは
ＦＥＩが任命する ｡
　
ＦＥＩヤングライダー選手権大会がＦＥＩジュニア選手権大会と同時に開催される場
合は、競技場審判団長２名と審判員８名の混合競技場審判団を設けることができる。
馬場馬術規程の第４３７条を参照のこと。

上訴委員会については、馬場馬術規程の該当条項を参照のこと。

５．技術代表
ＦＥＩ選手権大会：競技場審判団と技術代表はＦＥＩが任命する ｡ ＦＥＩヤングライ
ダー選手権大会がＦＥＩジュニア選手権大会と同時に開催される場合は、外国人技術
代表１名が両方のＦＥＩ選手権大会でその役職を果たすことができる。　

第５章　その他の特別条項

ＹＲ -８条　経費と特典
１．競技会
ヤングライダー競技会の組織委員会は、ホテルかユースホステル、あるいは個人家庭
への宿泊と資金援助について招待選手の所属ＮＦと話し合い、これを提供することが
できる。

２．ＦＥＩ選手権大会とＣＤＩＯＹ
２．１　ＮＦは自国のチーム監督、選手、グルーム、馬について、ＦＥＩ選手権大会
とＣＤＩＯＹ開催地への往復旅費を負担する。

２．２　組織委員会については第１項に示す規定を適用するが、以下に示す最低限の
項目は世界共通参加申込料に含める：
　●　厩舎と飼料　
　●　グルームはできるだけ厩舎近くに滞在できるようにする。
　　　�宿泊を無料で提供できない場合は適切な宿泊施設を手配するか推薦し、料金に

ついては実施要項に記載する。
　●　一般規程の第１３２条１（馬の所有者）を適用する。
　●　�主催国の国境と／あるいは競技会場への出入りに関わる通関と獣医検査は組織

委員会が手配し、その費用を負担する。

２．３　役員については一般規程を適用する。

３．すべての特典は、ホース・インスペクション前日から競技会終了の翌日まで受け
られるものとする。

４．チーム監督は競技会開催期間を通して、そのチームと／あるいは個人選手の行動
に責任を負う。損害が生じた場合はチーム監督とその所属ＮＦが責任を負う。選手が 
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個人家庭に宿泊しない場合、チーム監督はそのチームと／あるいは個人選手と同泊し
なければならない。

ＣＤＩＯＹ／ＦＥＩ選手権大会の期間中、上訴委員会は事故の損害額を査定する権限
を有する。上訴委員会は、競技会のどの時点であってもＦＥＩ法務システムに従い、
容認しがたい行為をとったチームと／あるいは個人選手について罰金を科すことがで
き、またこれを失格とする権限を有する。

ＹＲ -９条　褒　賞
１．ヤングライダー競技会では賞金と／あるいは賞品を授与しなければならない。

２．ＦＥＩ選手権大会を除くすべての競技会において、賞金が授与されない場合は出
場選手の４分の１、少なくとも第５位までの選手にリボンと賞品、あるいは記念品を
授与しなければならない。少なくとも上位４名の個人選手には厩舎プレートを授与す
ることが望ましい。

３．ＦＥＩ選手権大会では少なくとも次のような賞を授与しなければならない：
３．１	 プレリミナリー競技とコンソレーション競技では、その出場選手の４分の
１、少なくとも第５位までの選手に賞金と／あるいは賞品、厩舎プレート、リボンを
授与する。

３．２	 ＦＥＩ団体選手権競技ではＦＥＩメダルを授与する（一般規程を参照）。更
に馬の所有者には賞金が、また／あるいは上位４チームの各メンバーには賞品と厩舎
プレート、リボンを授与する。

３．３	 ＦＥＩ個人選手権競技（セントジョージ賞典と自由演技ヤングライダー）
ではＦＥＩメダルを授与する（一般規程を参照）。更に出場選手の４分の１、少なく
とも第５位までの選手に賞金と／あるいは賞品、厩舎プレート、リボンを授与する。

３．４	 ＦＥＩ選手権大会では、表彰およびメダル授与式は大変重要な意味合いを
持っており、アリーナで行うべきである。

３．５	 チーム監督と選手全員には、組織委員会から記念品か厩舎プレートが進呈
されるものとする。

ＹＲ -１０条　馬の調教
ホース・インスペクションの２４時間前から競技会全般を通して、選手の馬は選手以
外の者が騎乗して調教してはならず、これに違反した場合は失格となる。

競技会場に到着した時点から騎乗、常歩で歩かせること、引き馬、調馬索（調馬索用
追い鞭は許可）を行う選手についてのみ、競技会場のどこにおいても鞭（１２０ｃｍ
まで）を携帯することが認められる。グルームも上記のように馬を常歩で歩かせるこ
と、引き馬、調馬索を行うことができる。他の者は馬のトレーニングに関わりがない
場合に限り、鞭の携帯が認められる。

ＹＲ -１１条　実施要項
１．一般規程およびＦＥＩ馬場馬術競技会実施要項ドラフトを参照のこと。

２．更に、実施要項には以下の項目を記載しなければならない：
２．１	 　ホテル、あるいは個人家庭へのチーム監督と選手の宿泊
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２．２�　組織委員会を通さずに直接予約できるホテルリストを含め、選手の親に関わ
る手配事項

２．３　到着日と出発日。この期間以外は経費が負担されない。
２．４�　競技会場へのアクセス・マップ、パスポートやビザの必要条件、気候、必要

な衣服の種類、その他の有用情報

３．この実施要項は、競技会開始の遅くとも８週間前までにすべてのＮＦへ数部ずつ
送らなければならない。

４．おおよその開始時刻と終了時刻

第６章　大陸および地域馬場馬術選手権大会

ＹＲ -１２条　参加申込
１．主催国ＮＦはＦＥＩの承認を受けた後に、実施要項を招待状と共に、当該大陸あ
るいは地域の該当するＮＦへ送付する。

２．チーム
各ＮＦとも１チームを参加申込することができる。各チームは選手３名、馬３頭、あ
るいは選手４名、馬４頭で構成する。リザーブの人馬コンビネーションは認められな
い。

選手４名構成のチームの場合は、上位３選手のスコアだけをチーム成績にカウントす
る。ＦＥＩ選手権大会では各選手とも１頭の馬にのみ騎乗できる。組織委員会はチー
ム監督へ招待状を送付しなければならず、チーム監督へは選手と同等の特権が付与さ
れる。しかしヨーロッパ域外では、当該ＮＦがチーム数とチーム派遣の地域ベースを
決定できる。

３．チームに加えて派遣の個人選手
チームに加えて個人選手を派遣することは認められない。

４．チームに代る個人選手
チームを派遣できないＮＦは１名か２名の個人選手を各々１頭の馬と共に参加申込で
きる。

５．グルーム
ＮＦは各馬につき１名のグルームを派遣することができる。

６．ＮＦは馬場馬術規程の第４４８条に従い、３段階の参加申込手続きを行わなけれ
ばならない。

ＹＲ -１３条　出場資格
１．馬
１．１	 出場資格については本付則のＹＲ - ６条を厳守しなければならない。

１．２	 ＦＥＩシニア選手権大会、ＣＤＩＯ、あるいはＣＤＩと同時に、あるいは
ほぼ同一時期に同一の場所で開催されるＦＥＩ選手権大会では、これらの競技会期間
中にシニアとヤングライダーが同一馬で出場したり、これに騎乗することはできない。
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２．選手
出場資格については本付則のＹＲ - ６条を厳守しなければならない。

ＹＲ -１４条　競技と課目
１．競技は以下の構成とする：
Ａ．ＦＥＩ団体馬場馬術選手権
Ａ１　これは団体馬場馬術競技である。
採用課目：ヤングライダーの団体馬場馬術課目。選手全員に出場が義務づけられる。

Ｂ．ＦＥＩ個人馬場馬術選手権
ヤングライダー個人馬場馬術競技課目と自由演技ヤングライダー課目は、ＦＥＩ個人
選手権競技である。
Ｂ１　個人競技決勝
個人競技課目は、選手全員を対象とする第１回目のＦＥＩ個人選手権である。チーム
の選手４名全員が出場資格を得た場合は、全員が参加できる。

Ｂ２　自由演技ヤングライダー決勝
自由演技ヤングライダー課目はＦＥＩ個人自由演技選手権であり、競技Ｂ１で同率第
１５位の人馬を含む上位第１５位までの人馬に出場が限定され、またその出場が義務
づけられる。一ヶ国につき３名までの選手が出場できる。自由演技課目で同率となっ
た場合は、芸術点の高い方を上位とする。

団体競技と個人競技での得点率を合算することはせず、競技はすべて０点からスター
トする。

選手と／あるいは馬の病気が確認された場合は、該当順位で次点の人馬コンビネー
ションが繰り上げ参加となり、出場枠を満たす。馬場馬術規程の第４２４条を参照の
こと。

ＣＤＩＯＹ／ＦＥＩ選手権競技で、一ＮＦにつき選手４名が出場資格を得ても、上位
１５名以内として出場できるのは３名のみである。出場資格を得た選手／馬のいずれ
かが病気であると診断された場合には、チーム内４番目の選手がその選手と交代する。
馬場馬術規程の第４２４条も参照のこと。

団体馬場馬術競技と個人馬場馬術競技は、本章に別段の記載がない限り、シニア馬場
馬術規程の第２章に記載の規則に従って開催される。

ＦＥＩ選手権大会開催方式
１日目と２日目　　団体課目　　　　選手全員
３日目と４日目　　個人課目　　　　選手全員
５日目　　　　　　自由演技課目　　個人課目から上位１５組
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スターティング・オーダーの抽選
Ａ１　　団体競技　　　　馬場馬術規程の第２５条を参照
Ｂ１　　個人課目　　　　団体競技成績のリバース・オーダーで５名ずつのグループ
　　　　　　　　　　　　に分けて抽選
Ｂ２　　自由演技課目　　馬場馬術規程の第２５条を参照

ＹＲ -１５条　団体順位
１．競技Ａ１（本付則のＹＲ - １４条）では、得点率の合計で最も高いチーム（チー
ム内の上位３選手）が優勝となり、次に高いチームが第２位、以下同様となる。

２．同点：２チーム、あるいはそれ以上のチームの得点率が同じとなった場合は、チー
ム内で第３位の選手同士の成績を比較し、これが最も良いチームを優勝とする。第３
位（銅メダル）で同得点となった場合は、馬場馬術規程の第４３４条も参照のこと。

ＹＲ -１６条　個人順位
１．競技Ａ１、Ｂ１、Ｂ２（本付則のＹＲ - １４条）では、得点率の最も高い選手が
優勝となり、次に高い選手が第２位、以下同様となる。

同点：上位第３位までで得点率が同じとなった場合は、総合観察点の高い方を上位と
する。馬場馬術規程の第４５１条を参照のこと。Ａ１とＢ１の場合、その他の順位で
同得点率となった場合は当該選手を同順位とする。

２．個人自由演技最終順位は自由演技の成績で決定する。２名の選手が同一最終スコ
アとなった場合は、芸術点の高い方を上位とする。

ＹＲ -１７条　賞と賞金
賞金：一般規程に「賞と賞金」の記載がある。ＦＥＩ選手権競技に関わる賞の配分に
ついては競技の開催条件に定め、当該ＦＥＩ選手権大会の招待状と実施要項と併せて
送付しなければならない。

メダル：ＦＥＩ団体選手権競技の上位３チームと、ＦＥＩ個人選手権競技およびＦＥ
Ｉ個人自由演技選手権競技の各々上位３名の個人選手へ、ＦＥＩメダルが贈られる。
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付則３　ジュニア（Ｊ）規程、第１０版、２０１１年１月１日発効

第１章　緒　言

Ｊ -０条　概　要
ジュニアの参加は世界の馬術競技の発展に重要な要素である。以下に定める諸規程の
目的は、特にジュニアに関わる問題点を斟酌し、世界のジュニア競技会と競技を規格
統一することにある。

Ｊ -１条　諸規程の優先性
本規程に網羅されていない事柄についてはすべて規約、一般規程、獣医規程、その他
該当するＦＥＩ諸規程すべてが適用される。

Ｊ -２条　ジュニアの定義
１４歳となる暦年の始めから１８歳となる暦年の終わりまで、ジュニアとして競技に
出場できる。

第２章　国際競技会

Ｊ -３条　国際競技会
ＹＲ - ３条を参照のこと。但し、「ヤングライダー」を「ジュニア」に置き換え、「ＹＲ」
を「Ｊ」に置き換える。

Ｊ -４条　選手権大会
ＹＲ - ４条を参照のこと。

第３章　国際競技会への出場資格

Ｊ -５条　参　加
１．ジュニア対象のＣＤＩとＦＥＩ選手権大会へは、選手が１４歳となる年の始めか
ら１８歳となる年の終わりまで出場できる。

２．ジュニアは１６歳の誕生日を迎える年からヤングライダーおよびシニア対象のＣ
ＤＩ、ＣＤＩＯ、ＦＥＩ大陸選手権大会、更にＦＥＩ世界選手権大会、地域大会、オ
リンピック大会に出場できるが、同一年には上述の一選手権大会にのみ出場できる。

３．ＦＥＩシニア大陸選手権大会、あるいはＦＥＩシニア世界選手権大会、地域大
会、オリンピック大会のグランプリに出場したジュニアは、同一馬でジュニアまたは 
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ヤングライダー対象のいかなる国際馬場馬術競技会にも、ジュニアあるいはヤングラ
イダーとして出場することはできなくなる。

しかし、シニアを対象とするその他の国際馬場馬術競技会に出場しても、ジュニアと
しての資格に影響はない。

４．馬場馬術規程のＹＲ - ６条を適用。

第４章　国際競技会に関わる規則
Ｊ -６条　概　要
１．ジュニア対象の馬場馬術競技会は、以下に特筆する内容を除き、概してシニア対
象の馬場馬術競技会のために定められたものと同じ規定で開催される。

２．ジュニア対象の馬場馬術課目は以下の通り：
　　１）プレリミナリー競技課目　　　すべての選手が対象
　　２）団体競技課目　　　　　　　　すべての選手が対象
　　３）個人競技課目　　　　　　　　すべての選手が対象
　　４）自由演技ジュニア課目　　　　個人競技から上位１５組

２．１　自由演技ジュニア競技：この競技への出場は、ジュニア個人競技にて出場資
格を得た上位１５組までの人馬に限定されると共に、その出場が義務づけられる。選
手は１頭の馬で出場できる。

２．２　コンソレーション競技：自由演技ジュニア課目への出場資格を得られなかっ
た人馬は、コンソレーション課目（個人競技課目か自由演技ジュニア）が予定されて
いればこれに出場できる。コンソレーション競技が予定されている場合の褒賞は賞品
のみとするか、あるいは賞金を授与する場合は予選競技課目の賞金額よりも低額とす
る。コンソレーション競技は実施要項と成績リストに明記しなければならす、審判員
３名での審査とする。

３．ジュニア馬場馬術競技会における馬装と服装については、本付則のＪ - １６条を
参照のこと。

４．競技場審判団／審判員
ＣＤＩＪ／ＣＤＩＯＪ：３名以上の審判員が必要である。競技場審判団長とその他の
競技場審判団メンバーは、ＮＦか組織委員会がＦＥＩ審判員リストより任命する。（５
名構成の競技場審判団の場合は）主催国ＮＦから国内審判員を１名任命することもで
きる。

３名構成の競技場審判団の場合は少なくとも１名を外国籍の審判員とし、５名構成の
競技場審判団の場合は２名以上が互いに国籍を異にする外国人審判員でなければなら
ない。

ＦＥＩ選手権大会：ジュニア選手権大会では、国籍を異にする４* 審判員・５* 審判
員を５名任命する。選手権大会の競技場審判団メンバーはＦＥＩが任命する ｡ 馬場馬
術規程のＹＲ－７条を参照のこと。

５．技術代表
ＦＥＩは、競技場審判団に加えて技術代表を任命する。馬場馬術規程のＹＲ－７条を
参照のこと。
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第５章　その他の特別条項

Ｊ -７条　経費と特典
馬場馬術規程のＹＲ - ８条を参照のこと。

Ｊ -８条　褒　賞
馬場馬術規程のＹＲ - ９条を参照のこと。

Ｊ -９条　馬の調教
馬場馬術規程のＹＲ - １０条を参照のこと。

Ｊ -１０条　実施要項
馬場馬術規程のＹＲ - １１条を参照のこと。

第６章　大陸および地域馬場馬術選手権大会

Ｊ -１１条　概　要
１．ＦＥＩジュニア馬場馬術選手権大会は、ＦＥＩヤングライダー馬場馬術選手権大
会との同時開催が望ましい。この場合は、参加者がほんの僅かでない限り、競技場審
判団を２団と競技用アリーナが２面必要である。

馬場馬術規程のＹＲ - １２条も参照のこと。

Ｊ -１２条　出場資格
１．馬
１．１　出場資格については馬場馬術規程のＹＲ - ６条を厳守しなければならない。

１．２　ＦＥＩシニア選手権大会、ＣＤＩＯ、あるいはＣＤＩと同時に、あるいはほ
ぼ同一時期に同一の場所で開催されるＦＥＩ選手権大会では、これらの競技会の期間
中にシニアとジュニアが同一馬で出場したり、これに騎乗することはできない。

２．選手
出場資格については本付則のＪ - ５条を厳守しなければならない。

３．参加申込については馬場馬術規程ＹＲ - １２条を適用。

Ｊ -１３条　競技と課目
１．競技は以下の構成とする：
１．１　プレリミナリー馬場馬術競技
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任意参加。申告はチーム監督の判断に任される。プレリミナリー馬場馬術課目が予定
されていない場合は、団体課目が行われる前にメイン・アリーナで馴致できるよう、
選手に時間を割り振らなければならない。

Ａ．ＦＥＩ団体馬場馬術選手権
Ａ１　これは団体馬場馬術競技である。
採用課目：ジュニアの団体馬場馬術課目。選手全員に出場が義務づけられる。

Ｂ．個人馬場馬術選手権
ジュニアの個人馬場馬術競技課目と自由演技ジュニア課目は、個人競技である。
Ｂ１　ＦＥＩジュニア個人選手権競技
個人競技課目は、選手全員を対象とする個人選手権競技である。チームの選手４名全
員が出場資格を得た場合は、全員が参加できる。

Ｂ２　ＦＥＩジュニア自由演技選手権競技
ＦＥＩジュニア自由演技選手権競技は、競技Ｂ１で同率第１５位の人馬を含む上位第
１５位までの人馬に出場が限定され、またその出場が義務づけられる。一ヶ国につき
３名までの選手が出場できる。自由演技課目で同率となった場合は、芸術点の高い方
を上位とする。

団体競技と個人競技での得点率を合算することはせず、競技はすべて０点からスター
トする。

選手と／あるいは馬の病気が確認された場合は、該当順位で次点の人馬コンビネー
ションが繰り上げ参加となり、出場枠を満たす。馬場馬術規程の第４２４条を参照の
こと。

ＣＤＩＯＪ／ＦＥＩ選手権大会では、一ＮＦにつき選手４名が出場資格を得ても、上
位１５名以内として出場できるのは３名のみである。出場資格を得た選手／馬のいず
れかが病気であると診断された場合には、チーム内４番目の選手がその選手と交代す
る。馬場馬術規程の第４２４条も参照のこと。

団体馬場馬術競技と個人馬場馬術競技は、本章に別段の記載がない限り、シニア馬場
馬術規程の第２章に記載の規程に従って開催される。

２．各競技とも競技名と同じタイトルをつけた課目を使用する。ＦＥＩの権限に基づ
いて公示された課目は、すべて暗記して演技を行わなければならない。

ＦＥＩ選手権大会開催方式
１日目と２日目　　　　団体課目　　　　　選手全員
３日目と４日目　　　　個人課目　　　　　選手全員
５日目　　　　　　　　自由演技課目　　　個人課目から上位１５名

スターティング・オーダーの抽選
Ａ１　団体競技　　　　馬場馬術規程の第４２５条を参照
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Ｂ１　個人課目　　　　�団体競技成績のリバース・オーダーで５名ずつのグループに
分けて抽選

Ｂ２　自由演技課目　　馬場馬術規程の第４２５条を参照

Ｊ -１４条　団体順位
１．競技１．２（本付則のＪ - １３条）では、得点率の合計で最も高いチーム（チー
ム内の上位３選手）が優勝となり、次に高いチームが第２位、以下同様となる。

２．２チーム、あるいはそれ以上のチームの得点率が同じとなった場合は、チーム内
で第３位の選手同士の成績を比較し、これが最も良いチームを優勝とする。第３位（銅
メダル）で同得点となった場合は、馬場馬術規程の第４３４条も参照のこと。

Ｊ -１５条　個人順位
１．競技Ａ１、Ｂ１、Ｂ２では得点率の最も高い選手が優勝となり、次に高い選手が
第２位、以下同様となる。上位第３位までで同得点率となった場合は、総合観察点の
高い方を上位とする。Ａ１とＢ１の場合、その他の順位で同得点率となった場合は当
該選手を同順位となる。

２．最終個人順位は自由演技の成績で決定される。２名の選手が同じ最終スコアとなっ
た場合は当該選手を同順位とする。馬場馬術規程の第４５１条も参照のこと。

Ｊ -１６条　馬装と服装
１．馬装に関する規定は馬場馬術競技会規程を厳守するものとする。但し、プレリ
ミナリー課目では水勒頭絡でも大勒頭絡でも使用が認められる。馬場馬術規程の第
４２８条を参照のこと。

２．服装は馬場馬術規程の第４２７条を遵守すること。しかしながら暗色の上着、猟
騎帽、あるいは山高帽も使用できる。

Ｊ -１７条　賞と賞金
賞金：一般規程に「賞と賞金」の記載がある。ＦＥＩ選手権競技に関わる賞の配分に
ついては競技の開催条件に定め、当該ＦＥＩ選手権大会の招待状と実施要項と併せて
送付しなければならない。

メダル：ＦＥＩ団体選手権競技の上位３チームと、ＦＥＩ個人選手権競技およびＦＥ
Ｉ個人自由演技選手権競技の各々上位３名の個人選手へ、ＦＥＩメダルが贈られる。
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付則４　ポニーライダー（Ｐ）規程、第１１版、２０１１年１月１日発効

第１章　緒　言

Ｐ -０条　概　要
ポニーライダーの参加は世界の馬術競技の発展に重要な要素である。以下に定める諸
規程の目的は、特にポニーとポニー馬場馬術に関わる問題点を斟酌し、世界のポニー
馬場馬術競技会と競技を規格統一することにある。

Ｐ -１条　諸規程の優先性
本規程に網羅されていない事柄についてはすべて規約、一般規程、獣医規程、その他
該当するＦＥＩ諸規程すべてが適用される。

第２章　出場資格

Ｐ -２条　出場資格－ポニーライダー
１．１２歳となる暦年の始めから１６歳となる暦年の終わりまで、ポニーライダーと
して競技に出場できる。

２．ポニーライダーをプロフェッショナルとしてクラス分けすることはできない。

３．ポニーライダーは、該当する年齢に達していればポニーライダーとしての資格を
失うことなく、ジュニアと／あるいはヤングライダー対象の競技に出場することがで
きる。

４．該当する年齢に達している選手は、２つ以上のカテゴリーでＦＥＩ選手権競技や
ＦＥＩ選手権大会に出場することができるが、ＦＥＩ選手権大会については一暦年中
に出場できるのは各競技種目につき１大会のみである。

Ｐ -３条　ポニー
１．ポニーとは平坦な地面上で計測した鬐甲までの高さが蹄鉄なしで１４８cm 以下
の小柄な馬である。ポニーの体高測定については獣医規程を参照のこと。

２．いかなる国際競技会においても、ポニーの出場可能年齢は６歳以上とする。

第３章　競技会

Ｐ -４条　競技会
１．国内競技会（ＣＤＮＰ）
国際競技会への出場をできるだけ容易にするには、国内規程を可能な限り国際規程に
合わせることを推奨する。
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２．国際競技会
次のような競技会が設定されている：国際競技会（ＣＤＩＰ）と公式国際競技会（Ｃ
ＤＩＯＰ）

３．公式国際競技会（ＣＤＩＰ）
３．１　ＣＤＩＰは主催国の個人選手、および参加国数に制限を設けず諸外国からの
個人選手を対象とする国際競技会である。

３．２　このような競技会では、非公式団体競技として「ネーションズカップ」を行
うことはできない。

３．３　馬場馬術競技は外国人選手も参加できるものでなければならず、ＦＥＩ規程
に基づいて開催されなければならない。

３．４　カテゴリーにより異なる開催条件はＦＥＩにより規定され、公表される。

４．ＣＤＩＯＰ
４．１　ＣＤＩＯＰは３ヶ国以上のチームを対象とする国際競技会である。

４．２　馬場馬術規程に明記されている通り、この競技会にはチームと個人選手を対
象とする公式競技を入れなければならない。

４．３　一年間に同一国で開催できるＣＤＩＯＰは２大会までである。

４．４　ＣＤＩＯＰは、すでにカレンダーへ記載されているポニー国際馬場馬術競技
会の開催に支障をきたさないことを条件に、ＦＥＩの判断でこの年のカレンダーへの
掲載が認められる。

４．５　この競技会へは主催国から１チームと、外国からは各国１チームずつの参加
が認められる。

４．６　ポニーチームは選手４名とポニー４頭で構成し、上位３名の成績を団体成績
にカウントする。３名でのチーム構成も認められる。リザーブの人馬コンビネーショ
ンは認められない。

４．７　ＣＤＩＯＰとＣＤＩＰを一緒に開催することができる。

５．貸与ポニー形式での国際競技会
５．１　ＦＥＩの同意があれば、組織委員会が提供するポニーを使用してＣＤＩＰを
開催することができる。

５．２　シニア競技会における開催目的で概要が定められた貸与馬規定を適用しなけ
ればならない。

６．本規程を適用する競技会の参加申込では、各選手が参加申込を行うポニーを特定
しなければならず、いかなる選手も参加申込を行ったポニー以外のポニーに騎乗する
ことはできない。

Ｐ -５条　年次開催のＦＥＩ大陸選手権大会
１．毎年、各大陸にてＦＥＩ大陸選手権大会を馬場馬術競技で開催することができる。

２．年次開催のＦＥＩ大陸選手権大会は、その大陸にあるすべての国を対象とする。
大陸外のＮＦについても、ＦＥＩの認可があれば招待を受けることは可能であるが、
いかなる選手も一暦年のうちに同一競技種目で２つのＦＥＩ選手権大会に出場するこ
とはできない。



― 154 ―

３．ＦＥＩがＣＤＩＯＰとＦＥＩ選手権大会の開催を承認する。ポニーライダーにで
きるだけ多くの国を訪問する機会を与えられるよう、これらの競技会開催は大陸内の
国々で交替にするべきである。

４．旅費節約のためにも、できればＦＥＩ障害馬術選手権、ＦＥＩ馬場馬術選手権、
ＦＥＩ総合馬術選手権を同一競技会で行うべきである。

５．ＦＥＩ選手権大会はＦＥＩ一般規程、馬場馬術規程、現行の特別規程を厳格に遵
守して開催しなければならない。

６．主催国を含めて４ヶ国以上の参加がなければならない。但しヨーロッパ域外では、
主催国を含めて２ヶ国以上から不特定数の地域チームの参加でＦＥＩ大陸選手権大会
を開催できる。これに関わる国々のＮＦが地域チームの基準を定める。

７．前述の第２項に基づいて招待されたチームと個人選手は賞を受ける資格はあるが、
メダル獲得あるいはタイトル順位の対象とはならない。

８．ＦＥＩ選手権大会はできるだけ学校の長期休暇中に開催する。

９．ＦＥＩ選手権大会は屋外で開催する。

１０．適正な金額であれば参加申込料を徴収してもよく、ＦＥＩが参加申込料の上限
を定める。

１１．所属ＮＦから正式に参加申込のあったチームと／あるいは個人選手だけが出場
できる。

１２．複数の競技種目が同じ選手権大会で行われる場合、選手と／あるいはポニーは、
同一暦年内では一競技種目にのみ出場することができる。

第４章　その他の特別条項
Ｐ -６条　経費と特典
１．競技会
競技会の組織委員会は、ホテルかユースホステル、あるいは個人家庭への宿泊と資金
援助について招待選手の所属ＮＦと話し合い、これを提供することは自由である。こ
れらの競技会に一般規程は適用しないものの、組織委員会が協議する際の拠り所とな
る。

２．ＦＥＩ選手権大会とＣＤＩＯＰ
２．１　ＮＦは自国のチーム監督、選手、グルーム、ポニーについて、ＦＥＩ選手権
大会とＣＤＩＯＰ開催地への往復旅費を負担する。

２．２　組織委員会については第１項に示す規定を適用するが、以下に示す最低限の
項目は世界共通参加申込料に含める：
　●　ポニーの厩舎と飼料　
　●　全競技について参加申込料と出場料
　●　グルームはできるだけ厩舎近くに滞在できるようにする。

２．３　役員：馬場馬術競技会規程に準拠した経費と特典

３．すべての特典は、ホース・インスペクション当日から競技会終了の翌日まで受け
られるものとする。
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４．チーム監督は競技会開催期間を通して、そのチームと／あるいは個人選手の行動
に責任を負う。損害が生じた場合はチーム監督とその所属ＮＦが責任を負う。選手が
個人家庭に宿泊しない場合、チーム監督はそのチームと／あるいは個人選手と同泊し
なければならない。

上訴委員会は損害額を査定する権限を有する。上訴委員会は、競技会開催期間を通し
てどの時点であってもＦＥＩ法定手続きに従い、容認しがたい行為をとったチームと
／あるいは個人選手に罰金を科すことができ、またこれを失格とする権限を有する。

Ｐ -７条　褒　賞
１．ポニー競技会では賞品を授与することが望ましい。ＦＥＩ選手権大会ではＦＥＩ
メダルと賞品のみ授与することができる。賞金は認められない。

２．すべての競技会において出場選手の４分の１、少なくとも第５位までの選手にリ
ボンと賞品、あるいは記念品を授与しなければならない。上位４名の個人選手には厩
舎プレートを授与することが推奨される。

３．ＦＥＩ選手権大会では少なくとも次のような賞を授与しなければならない：
３．１　プレリミナリー競技とコンソレーション競技の実施が予定されている場合は、
その出場選手の４分の１、少なくとも第５位までの選手に賞品と厩舎プレート、リボ
ンを授与する。

３．２　ＦＥＩ団体選手権競技ではＦＥＩチーム・メダルを授与する。更に上位４チー
ムの各メンバーには賞品と厩舎プレート、リボンを授与する。

３．３　ＦＥＩ個人選手権競技ではＦＥＩメダルを授与する。更に出場選手の４分の
１、少なくとも第５位までの選手に賞品と厩舎プレート、リボンを授与する。

３．４　ＦＥＩ選手権大会ではメダルとリボンの授与や、Ｐ - ６条に定めるような賞
の授与を含む表彰式には特別な重要性をもたせ、アリーナで行わなければならず、受
賞者は正装でポニーに騎乗して臨む。馬場馬術規程の第４３６条を参照のこと。

３．５　組織委員会はチーム監督と選手全員に、記念品か厩舎プレートを進呈するも
のとする。

Ｐ -８条　ポニーの調教／競技会開催期間を通しての個体識別
１．ホース・インスペクションが予定されている時刻の２４時間前から競技会開催期
間を通して、騎乗する選手以外の者が鞍をつけてそのポニーに騎乗することは認めら
れず、これに反した場合は失格となる。

競技会場に到着した時点から騎乗、常歩で歩かせること、引き馬、調馬索（調馬索用
追い鞭は許可）を行う選手についてのみ、競技会場のどこにおいても鞭（１００cm 
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まで）を１本携帯することが認められる。グルームも上記のようにポニーを常歩で歩
かせること、引き馬、調馬索を行うことができる。他の者はポニーのトレーニングに
関わりがない場合に限り、鞭の携帯が認められる。

２．馬の健康とウェルフェアのために配属されたＦＥＩ認定競技会役員、あるいは獣
医師による許可がない限り、いかなる目的でもポニーを厩舎、競技区域あるいはスチュ
ワード管轄区域から退出させることはできない。

３．各ポニーは、到着時に主催者から提供される個体識別番号を競技会の間を通して
装着していなければならない。スチュワードを含むどの役員でもポニーの個体識別が
できるよう、厩舎から出る時にはいつでもこの番号を付けていることが義務付けられ
る。この番号の提示を怠った場合は先ず警告カードが渡され、再犯の場合は競技場審
判団あるいは上訴委員会から当該選手に罰金が科せられる。

Ｐ -９条　役　員
ＣＤＩＰとＣＤＩＯＰ競技会での審判員については、馬場馬術規程の第４３７条に
従って任命しなければならない。

ＣＤＩＰ／ＣＤＩＯＰ：３名以上の審判員が必要である。競技場審判団長とその他の
競技場審判団メンバーは、ＮＦか組織委員会がＦＥＩ審判員リストより任命する。（５
名構成の競技場審判団の場合は）主催国ＮＦから国内審判員を１名任命することもで
きる。

３名構成の競技場審判団の場合は少なくとも１名を外国籍の審判員とし、５名構成の
競技場審判団の場合は、２名以上が互いに国籍を異にする外国人審判員でなければな
らない。

更に組織委員会へは、ポニー競技会に経験のある役員を競技場審判団と上訴委員会に
加えるよう強く進言するものである。

ＦＥＩ大陸選手権大会の競技場審判団長、競技場審判団メンバー、技術代表、外国人
獣医師代表はＦＥＩが任命しなければならない。

Ｐ -１０条　技術代表
１．技術代表の任命については馬場馬術規程の第４４６条を参照のこと。馬場馬術規
程と一般規程が定める責務に加えて、ＦＥＩポニー選手権大会における技術代表はポ
ニーのウェルフェアと、スポーツマン精神を高めフェアプレイを守るという使命を常
に忘れず、設備はすべて適切なものであり、参加者の態度も正当であって、最大限の
注意を払いつつ社会教育的機能も果たされていることを確認する責任と権限がある。

Ｐ -１１条　パスポートとポニーの体高測定
１．ＦＥＩ一般規程を適用する。
２．どのポニーも有効なＦＥＩパスポートを携行していなければならない。
３．ポニーの体高測定については獣医規程を参照のこと。

Ｐ -１２条　選手の重量
競技会への出場選手には最低重量の規定を課さない。
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Ｐ -１３条　ＦＥＩ委員会メンバー
ＦＥＩ馬場馬術テクニカル委員会メンバーが臨席する場合は、獣医規程に記載されて
いるＦＥＩ厩舎警備規定に従い、厩舎区域への立ち入りと競技会場全域への認可証の
発給を受ける。

Ｐ -１４条　競技会実施要項
ＦＥＩウェブサイトに発表されている馬場馬術競技会のＦＥＩドラフト実施要項を参
照のこと。ＦＥＩからも入手できる。

第５章　ポニー馬場馬術競技会の規則

Ｐ -１５条　概　要
ポニー馬場馬術競技会は、下記に特に修正がない限り、馬場馬術競技会規程に従って
開催しなければならない。

Ｐ -１６条　アリーナ
馬場馬術規程の第４２９条を参照のこと。

Ｐ -１７条　馬場馬術課目
国際ポニー馬場馬術競技会では、次のＦＥＩポニー馬場馬術課目を採用する：
　●　プレリミナリー競技課目（オプション）
　●　ＦＥＩ団体選手権課目
　●　ＦＥＩ個人選手権課目
　●　自由演技ポニーライダー課目

Ｐ -１８条　服　装
馬場馬術規程の第４２７条を参照。追加として暗色のジャケット、白か淡黄褐色の乗
馬ズボンかジョッパー、白のシャツにタイかハンティング・ストック、ハンティング・
キャップ。手袋の着用は必須。長靴。トップハットもボーラーハットも認められない。
演技中はいかなる鞭の使用も認められない。しかしウォームアップでは１００cm ま
での鞭１本の使用が認められる。拍車の使用は任意であるが、使用する場合には柄の
長さが１．５cm以内で鋭利でない金属製の拍車のみ認められる。輪拍は認められない。

騎乗中は３ヶ所の留め具でしっかり固定できる保護帽の着用が義務づけられる。

Ｐ -１９条　馬　装
１．鞍：馬場馬術規程の第４２８条を参照のこと。英国式馬場馬術鞍を使用しなけれ
ばならない。

２．ポニーへの騎乗では常時、通常の水勒を使用しなければならない。馬場馬術規程
の第４２８条に図解されている鼻革はすべて許可される。

３．銜：馬場馬術規程の第４２８条を参照のこと。水勒銜は金属製か硬質のプラス 
チック製でなければならないが、ゴムでカバーされたものでもよい。ゴムの水勒も 
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認められる。大勒銜、ハックモア、ギャグの使用は認められない。銜の直径は１０
mm 以上とする。

４．馬装検査とその他馬装に関しては、馬場馬術規程の第４２８条を参照のこと。



  86 

Perm it ted bits for ponies in Dressage 

Unjointed rubber snaffle 

Eggbut t  snaffle a)  with cheeks b)  without  
cheeks 

Racing snaffle 

Snaffle with jointed m outhpiece 

Snaffles with double- jointed mouthpiece 

Hanging cheek snaffle 

St raight  bar snaffle. Perm it ted also with mullen 
m outh and with eggbut t  r ings 

Snaffle with rotat ing mouthpiece 

Snaffle with rotat ing m iddle piece 

ポニーの馬場馬術競技で許可されている銜

ジョイントのないゴム製水勒銜

エッグバット水勒銜　a) 銜枝付き　b) 銜枝なし

レース用水勒銜

ジョイントのある銜身の水勒銜

ダブル・ジョイントの水勒銜

ハンギング・チーク水勒銜

銜身に折れのない水勒銜。ミューレン・マウスおよび
エッグバット・リング付きのものも許可される。

銜身が回転する水勒銜

中央部分が回転する水勒銜
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以上のどの銜でもゴムや皮、プラスチックで覆うことは認められるが、製品化されて
いるものを使用しなければならない。馬場馬術規程の第４２８条も参照のこと。

Ｐ -２０条　ＣＤＩＯＰとＦＥＩ大陸馬場馬術選手権大会
１．参加申込：馬場馬術規程の第４４８条と一般規程を参照のこと。

２．チーム
ＦＥＩ団体選手権大会には、各ＮＦとも選手４名、ポニー４頭までの１チームを参加
申込することができる。リザーブの人馬コンビネーションは認められない。

組織委員会はチーム監督とチーム獣医師へ招待状を送付しなければならず、彼等には
選手と同等の特典が付与される。

３．チームに代る個人選手
チームを派遣できないＮＦは、１名か２名の個人選手を各々１頭のポニーと共に参加
申込できる。

４．グルーム
ＮＦは各ポニーにつきグルーム１名、チームごとに４名までのグルームを派遣するこ
とができる。

５．出場選手の申告とスターティング・オーダー
馬場馬術規程の第４２４条と第４２５条を参照のこと。

６．競技と実施課目
競技は以下の構成である：
プレリミナリー馬場馬術競技
オプション。チーム監督の判断により申告を行う。プレリミナリー馬場馬術競技が予
定されていない場合は、団体課目が行われる前にメイン・アリーナで馴致できるよう、
選手に時間を割り振らなければならない。

Ａ．ＦＥＩポニー団体馬場馬術選手権
Ａ１　これは団体ポニー馬場馬術競技である。
採用課目：ポニーライダーの団体馬場馬術課目。選手全員に出場が義務づけられる。

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
タイプライターテキスト

表野夏樹
画像
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Ｂ．ＦＥＩポニー個人馬場馬術選手権
ポニーライダーの個人馬場馬術競技課目と自由演技ポニーライダー課目は、個人競技
である。
Ｂ１　ＦＥＩポニー個人選手権
個人競技課目は、団体馬場馬術競技で上位２５組に入った選手／ポニーが参加できる
個人選手権である。チームの選手４名全員が出場資格を得た場合は、全員が参加でき
る。

Ｂ２　ＦＥＩ自由演技ポニーライダー選手権
ＦＥＩ自由演技ポニーライダー選手権は、競技Ｂ１で同率第１５位の人馬を含む上位
第１５位までの人馬に出場が限定され、またその出場が義務づけられる。一ヶ国につ
き３名までの選手が出場できる。自由演技課目で同率となった場合は、芸術点の高い
方を上位とする。

団体競技と個人競技での得点率を合算することはせず、競技はすべて０点からスター
トする。

選手と／あるいはポニーの病気が確認された場合は、該当順位で次点の人馬コンビ
ネーションが繰り上げ参加となり、出場枠を満たす。馬場馬術規程の第４２４条を参
照のこと。

７．コンソレーション競技
オプション：出場義務はなく、ＦＥＩ個人選手権あるいは個人自由演技競技に出場し
ない選手／ポニーが参加できる。

（プレリミナリー競技課目）

８．ＦＥＩ選手権大会開催方式
　　Ａ１　団体課目　選手全員
　　Ｂ１　個人課目　選手全員
　　Ｂ２　自由演技課目　個人課目から上位１５選手

９．スターティング・オーダーの抽選
　　Ａ１　団体競技　馬場馬術規程の第４２５条を参照
　　Ｂ１　個人課目　�団体競技成績のリバース・オーダーで５名ずつのグループに分

けて抽選
　　Ｂ２　自由演技課目　馬場馬術規程の第４２５条を参照

１０．団体順位：馬場馬術規程の第４５１条を参照

１１．個人順位：馬場馬術規程の第４５１条を参照

１２．競技場審判団と技術代表：馬場馬術規程の第４３７条を参照

１３．上訴委員会：馬場馬術規程の第４４７条を参照

１４．獣医師代表団：獣医規程を参照

１５．賞と記念品
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賞と記念品の配分については、本付則のＰ - ７条に記載されている必要条件に準拠し
なければならない。

メダル：ＦＥＩ団体選手権競技の上位３チームと、ＦＥＩ個人選手権競技およびＦＥ
Ｉ自由演技個人選手権競技の各々上位３名の個人選手へ、ＦＥＩメダルが贈られる。

１６．その他
本付則で網羅されていない状況については、競技場審判団がＦＥＩ一般規程と馬場馬
術競技会規程に基づき、公正な選手権大会の順位づけとして最善と考える決定をくだ
す。



― 172 ―

付則５　チルドレン（Ｃｈ）規程、第１１版、２０１１年１月１日発効

第１章　緒　言

Ｃｈ -０条　概　要
チルドレンの参加は世界の馬術競技の発展に重要な要素である。以下に定める諸規程
の目的は、特にチルドレンに関わる問題点を斟酌し、世界中の様々なタイプのチルド
レン競技会と競技を規格統一することにある。

Ｃｈ -１条　諸規程の優先性
本規程に網羅されていない事柄についてはすべて規約、一般規程、獣医規程、その他
該当するＦＥＩ諸規程すべてが適用される。

第２章　出場資格

Ｃｈ -２条　チルドレンの定義
１．１２歳となる暦年の始めから１４歳となる暦年の終わりまで、チルドレンとして
競技に出場できる。

２．該当する年齢に達している選手は、２つ以上のカテゴリーで競技に出場すること
はできるが、各競技種目で一暦年中に出場できるＦＥＩ選手権大会は一大会のみであ
る。

第３章　競技会

Ｃｈ -３条　競技会の種類
１．国内競技会（ＣＤＮ -Ｃｈ）
国際競技会への出場をできるだけ容易にするには、国内規程を可能な限り国際規程に
合わせることを推奨する。

２．競技会
次のような種類のチルドレン馬場馬術競技会が設定されている：
●　国際競技会　　　　　　　ＣＤＩ - Ｃｈ
●　公式国際競技会　　　　　ＣＤＩＯ - Ｃｈ
●　ＦＥＩ大陸選手権大会　　ＣＨ - ＤＣｈ

３．国際競技会（ＣＤＩ -Ｃｈ）
３．１　ＣＤＩ - Ｃｈは主催国の個人選手、および参加国数に制限を設けず諸外国か
らの個人選手を対象とする国際競技会である。

３．２　チルドレン国際競技会は次のように分類される：
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　　　　ＣＤＩ - ＣｈカテゴリーＡ　　自馬競技会
　　　　ＣＤＩ - ＣｈカテゴリーＢ　　貸与馬競技会

４．公式国際競技会　ＣＤＩＯ -Ｃｈ
４．１　ＣＤＩＯ - Ｃｈは３ヶ国以上のチームを対象とする公式国際競技会である。

４．２　該当する種目の競技会規程に明記されている通り、この競技会にはチームと
個人選手を対象とする公式競技を入れなければならない。

４．３　ヨーロッパ域外では、同一年に同一国で開催できるＣＤＩＯ - Ｃｈはどの種
目についても２大会までである。
ヨーロッパでは、同一年に開催できるＣＤＩＯ - Ｃｈはどの種目についても一ヶ国に
つき１大会のみである。

４．４　ＣＤＩＯ - Ｃｈは、すでにカレンダーへ記載されているチルドレン国際馬場
馬術競技会の開催に支障をきたさないことを条件に、ＦＥＩの判断でこの年のカレン
ダーへの掲載が認められる。

４．５　ＣＤＩＯ - ＣｈはＦＥＩの承認を受けて貸与馬を使用して開催することがで
きる。ＦＥＩ大陸選手権大会は貸与馬では開催できない。

４．６　これらの競技会へは主催国から１チームと、外国からは各国１チームずつの
参加が認められる。

４．７　馬場馬術競技のチームは選手４名と馬４頭で構成し、そのうち上位３名の成
績をカウントする。３名でのチーム構成も認められる。リザーブの人馬コンビネーショ
ンは認められない。

５．貸与馬形式での国際競技会
５．１　ＦＥＩの同意があれば、組織委員会が提供する馬を使用してＣＤＩ - Ｃｈと
ＣＤＩ - Ｃｈを開催することができる。

５．２　ＦＥＩの同意があれば、貸与馬での競技会で組織委員会は以下の方式を採用
することができる：
５．２．１　主催国の選手が各々馬を２頭提供する。抽選を行って外国人選手と主催国
選手とを組み合わせる。もう一回抽選を行って、主催国選手の馬のどちらかを相手の
外国人選手に割当てる。主催国選手はもう片方の馬に騎乗する。あるいは、

５．２．２　主催国の選手が各々馬を２頭提供する。各外国人選手は各主催国選手が騎
乗する馬を抽選する。残った馬を集め、もう一回抽選を行って外国人選手に割当てる。
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あるいは、

５．２．３　組織委員会が馬を全頭提供し、抽選で出場する選手に割当てる。あるいは、

５．２．４　主催国の選手が各々馬を１頭提供する。抽選を行って外国人選手と主催国
選手の組み合わせを行う。各馬には主催国選手と外国人選手が騎乗する。第１競技で
は主催国選手が先に自分の馬に騎乗する。

５．３　貸与馬競技についてはすべて以下の規定を適用する：
５．３．１　外国人選手には十分な頭数のリザーブ馬を提供しなければならない。明ら
かに外国人選手には不適当と思われる馬は、リザーブ馬に変更しなければならない。
このような馬の交代は競技場審判団の承認が必要である。

５．３．２　どの選手も抽選で決定した馬を１時間の騎乗セッションにて、少なくとも
１回は調教する機会を得られる。

５．３．３　組織委員会はスクーリング・セッションの管理規定を定める。

５．３．４　遅くとも第１競技の２日前までには馬を割当てなければならない。

５．３．５　馬には毎日一回、１時間まで騎乗することができる。

５．３．６　馬には日常使われている銜であり、抽選に際して臨場した時の銜を使用し
て騎乗しなければならない。馬の所有者の同意があった場合にのみ銜の交換ができる。

５．４　以下に別段の記載がある場合を除き、５．２．４に従って行われる貸与馬競技
には、上述および下記に示す規定を適用する。

Ｃｈ -４条　年次開催のＦＥＩ大陸選手権大会
１．毎年、各大陸にてＦＥＩ大陸選手権大会を開催することができる。

２．年次開催のＦＥＩ大陸選手権大会は、その大陸にあるすべての国を対象とする。
大陸外のＮＦについても、ＦＥＩの認可があれば招待を受けることは可能であるが、
いかなる選手も一暦年のうちに同一競技種目で２つのＦＥＩ選手権大会に出場するこ
とはできない。

３．ＦＥＩがＣＤＩＯ - ＣｈとＦＥＩ選手権大会の開催を承認する。チルドレン選手
にできるだけ多くの国を訪問する機会を与えられるよう、これらの競技会の開催は、
大陸内の国々で交替にするべきである。

４．ＦＥＩ選手権大会はＦＥＩ一般規程、馬場馬術規程、本付則を厳格に遵守して開
催しなければならない。

５．主催国を含めて４ヶ国以上の参加がなければならない。但しヨーロッパ域外では、
主催国を含めて２ヶ国以上から不特定数の地域チームの参加でＦＥＩ大陸選手権大会
を開催できる。これに関わる国々のＮＦが地域チームの基準を定める。
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６．前述の第２項に基づいて招待されたチームと個人選手（即ち開催される大陸以外
からの選手）は賞を受ける資格はあるが、メダル獲得あるいはタイトル順位の対象と
はならない。

７．ＦＥＩ選手権大会はできるだけ学校の長期休暇中に開催する。

８．ＦＥＩ選手権大会は屋外で開催する。

９．適正な金額であれば参加申込料を徴収してもよい。ＦＥＩ選手権大会を構成する
競技については、できれば参加申込料を徴収するべきではない。

１１．所属ＮＦから正式に参加申込のあったチームと／あるいは個人選手だけが出場
できる。

第４章　その他の特別条項
Ｃｈ -５条　経費と特典
１．競技会
チルドレンを対象とする競技会の組織委員会は、ホテルかユースホステル、あるいは
個人家庭への宿泊と資金援助について交渉し、これを提供することは自由である。こ
のような競技会に一般規程は適用しないものの、組織委員会が協議する際の拠り所と
なる。

２．ＣＤＩＯ - ＣｈとＦＥＩ選手権大会
２．１　ＮＦは自国のチーム監督、選手、グルーム、馬について、ＣＤＩＯ - Ｃｈと
ＦＥＩ選手権大会開催地への往復旅費を負担する。

２．２　組織委員会については第１項に示す規定を適用するが、以下に示す最低限の
項目は含まれる：
　●　馬の厩舎と飼料
　●　グルームはできるだけ厩舎近くに滞在できるようにする。
　●　�宿泊を無料で提供できない場合は適切な宿泊施設を手配するか推薦し、料金に

ついては実施要項に記載しなければならない。

２．３　役員については馬場馬術規程を適用する。

３．すべての特典は、ホース・インスペクション当日から競技会終了の翌日まで受け
られるものとする。

４．チーム監督は競技会開催期間を通して、そのチームと／あるいは個人選手の行動
に責任を負う。損害が生じた場合はチーム監督とその所属ＮＦが責任を負う。選手が
個人家庭に宿泊しない場合、チーム監督はそのチームと／あるいは個人選手と同泊し
なければならない。

上訴委員会は損害額を査定する権限を有する。ＦＥＩ法務システムに従って罰金を科
すことができる。上訴委員会は競技会開催期間のどの時点であっても、容認しがたい
行為をとったチームと個人選手に罰金を科すことができ、またこれを失格とする権限
を有する。

Ｃｈ -６条　褒　賞
１．チルドレン選手には賞品を授与し、賞金は認められない。

２．すべての競技会において、出場選手の４分の１、少なくとも第５位までの選手に
リボンと賞品、あるいは記念品を授与しなければならない。上位４名の個人選手には
厩舎プレートを授与することが望ましい。
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３．ＦＥＩ選手権大会では少なくとも次のような賞を授与しなければならない：
３．１　プレリミナリー競技とコンソレーション競技では、その出場選手の４分の１、
少なくとも第５位までの選手に賞品と厩舎プレート、リボンを授与する。

３．２　ＦＥＩ団体選手権競技ではＦＥＩメダルを授与する。更に上位４チームの各
メンバーには賞品と厩舎プレート、リボンを授与する。

３．３　ＦＥＩ個人選手権競技ではＦＥＩメダルを授与する。更に出場選手の４分の
１、少なくとも第５位までの選手に賞品と厩舎プレート、リボンを授与する。

４．競技会では表彰式に重要性をもたせ、特に表彰式主体のさよならパーティーのよ
うな場で開催することが望ましい。このような場を設けることができない場合は、競
技用アリーナで行うべきであり、いかなる場合でもリボンの贈呈はアリーナで行うべ
きである。

５．組織委員会はチーム監督と選手全員に、記念品か厩舎プレートを進呈するものと
する。

Ｃｈ -７条　馬
１．調　教
競技会場に到着した時点から騎乗、常歩で歩かせること、引き馬、調馬索（調馬索用
追い鞭は許可）を行う選手についてのみ、競技会場のどこにおいても鞭（１２０cm
まで）を１本携帯することが認められる。グルームも上記のように馬を常歩で歩かせ
ること、引き馬、調馬索を行うことができる。他の者は馬のトレーニングに関わりが
ない場合に限り、鞭の携帯が認められる。

馬の健康とウェルフェアのために配属された獣医師、あるいはＦＥＩ認可競技会役員
による許可がない限り、いかなる目的でも馬を厩舎、競技区域あるいはスチュワード
管轄区域から退出させることはできない。

２．コントロール
自分の馬をコントロールできないチャイルドについては、競技場審判団の判断により
競技開始前に、あるいは演技中に棄権させられる場合があり／あるいはその競技会に
おいて、その馬ではそれ以降出場できなくなる場合がある。

３．個体識別
各馬は、到着時に主催者から提供される個体識別番号を競技会の間を通して装着して
いなければならない。スチュワードを含むどの役員でも馬の個体識別ができるよう、
厩舎から出るときにはいつでもこの番号を付けていることが義務付けられる。この番
号の提示を怠った場合は先ず警告カードが渡され、再犯の場合はＦＥＩ法定手続きに
従って、競技場審判団あるいは上訴委員会から当該選手に罰金が科せられる。

Ｃｈ -８条　審判員／競技場審判団／上訴委員会
ＣＤＩ - ＣｈとＣＤＩＯ - Ｃｈの審判員については、馬場馬術規程に従って任命しな
ければならない。

ＣＤＩ - Ｃｈ／ＣＤＩＯ - Ｃｈ：３名以上の審判員が必要である。競技場審判団長と
その他の競技場審判団メンバーは、ＮＦか組織委員会がＦＥＩ審判員リストより任命
する。（５名構成の競技場審判団の場合は）主催国ＮＦから国内審判員を１名任命す
ることもできる。

３名構成の競技場審判団の場合は少なくとも１名を外国籍の審判員とし、５名構成の
競技場審判団の場合は、２名以上が互いに国籍を異にする外国人審判員でなければな
らない。
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更に組織委員会へは、チルドレン対象の馬場馬術競技に経験のある役員を競技場審判
団と上訴委員会に加えるよう強く進言するものである。

ＦＥＩ大陸選手権大会と地域選手権大会の競技場審判団長、競技場審判団メンバー、
技術代表（競技場審判団長か競技場審判団のメンバーは技術代表としての職責を果た
すことができる）、外国人獣医師代表はＦＥＩが任命する。

上訴委員会については、馬場馬術規程の該当条項を参照のこと。

Ｃｈ -９条　技術代表
１．一般規程とシニア馬場馬術規程が定める責務に加えて、ＦＥＩチルドレン選手権
大会と国際競技会に携わる技術代表（技術代表が任命される場合）は、馬のウェルフェ
アと、スポーツマン精神を高めフェアプレイを守るという使命を常に忘れず、設備が
すべて適切なものであり、参加者の態度も正当であって、最大限の注意を払いつつ社
会教育的機能も果たされていることを確認する責任と権限がある。

Ｃｈ -１０条　パスポート
１．ＦＥＩ一般規程を適用する。
２．ＦＥＩ獣医規程を適用する。

Ｃｈ -１１条　実施要項
ＦＥＩウェブサイトに発表されているＦＥＩドラフト実施要項を参照のこと。

第５章　チルドレン馬場馬術競技会の規則

Ｃｈ -１２条　概　要
チルドレン馬場馬術競技会は、下記に特に修正がない限り、馬場馬術競技会規程に従っ
て開催しなければならない。

Ｃｈ -１３条　アリーナ
第４２９条と付則１１「馬場馬術用アリーナ」を参照のこと。

Ｃｈ -１４条　馬場馬術課目
チルドレン馬場馬術競技会の馬場馬術課目はＦＥＩウェブサイトに掲載されている。
競技会では、これらの課目をすべて暗記して演技を行わなければならない。

Ｃｈ -１５条　選手の重量
制限なし。

Ｃｈ -１６条　服　装
１．騎乗中は３ヶ所の留め具でしっかり固定できる保護帽の着用が義務づけられる。
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２．暗色のジャケット、白か淡黄褐色の乗馬ズボンかジョッパー、長靴、白のシャツ
にタイかハンティング・ストック、ハンティング・キャップ。手袋の着用は必須。トッ
プハットもボーラーハットも認められない。演技中はいかなる鞭の使用も認められな
い。しかしウォームアップでは１．２０cm までの鞭１本の使用が認められる。拍車の
使用は任意であるが、使用する場合には柄の長さが１．５cm 以内で鋭利でない金属製
の拍車のみ認められる。輪拍は認められない。

Ｃｈ -１７条　馬　装
１．鞍：英国式馬場馬術鞍を使用しなければならない。

２．銜：騎乗の際は常時、カブソン鼻革、ドロップ鼻革あるいはフラッシュ鼻革がつ
いた通常の水勒（馬場馬術規程の第４２８条を参照）を使用しなければならない。

３．水勒銜は金属製か硬質のプラスチック製でなければならないが、ゴム（製品化さ
れているもの）でカバーされたものでもよい。大勒銜、ハックモア、ギャグの使用は
認められない。

４．蝿除け頭巾は、馬を虫から保護する目的でのみ認められる。異例な状況下におい
てのみ、競技場審判団長／技術代表の判断で許可される。蝿除け頭巾は控えめなもの
とし、馬の目を覆うものであってはならない。馬場馬術規程の第４２８条を参照。

５．その他馬装に関わることは、馬場馬術規程の第４２８条を適用する。

第６章　ＦＥＩ大陸および地域馬場馬術選手権大会 

Ｃｈ -１８条　参加申込
１．主催国ＮＦは、ＦＥＩの承認を受けた後に、実施要項を招待状と共に当該大陸あ
るいは地域で該当するＮＦへ送付する。

２．チーム－ＦＥＩ選手権大会
２．１　各ＮＦとも選手４名、馬４頭までの構成で１チームを参加申込することがで
きる。しかしヨーロッパ域外では、当該ＮＦがチーム数とチーム派遣の地域ベースを
決定できる。組織委員会はチーム監督へ招待状を送付しなければならず、監督には選
手と同等の特典が付与される。リザーブの人馬コンビネーションは認められない。

２．２　ＦＥＩ選手権大会の団体競技と個人競技では、選手４名と馬４頭の参加が認
められる。

２．３　ＣＤＩＯ - ＣｈについてもＦＥＩ選手権大会と同様の招待数とする。組織委
員会はチーム監督へ招待状を送付しなければならず、監督には選手と同等の特典が付
与される。

３．チームに代る個人選手－ＦＥＩ選手権大会
チームを派遣できないＮＦは１名か２名の個人選手を各々１頭の馬と共に参加申込で
きる。

４．グルーム
ＣＤＩＯ - ＣｈとＦＥＩ選手権大会において、ＮＦは各馬につきグルーム１名、チー
ムごとに４名までのグルームを派遣することができる。
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５．参加申込は馬場馬術規程に従い、３段階にわたって行わなければならない。

６．出場選手の申告とスターティング・オーダー
スターティング・オーダーの抽選は、馬場馬術規程の第４２５条に従う。

７．競技
７．１　プレリミナリー競技
選手全員に出場義務あり－ＦＥＩチルドレン・プレリミナリー課目

７．２　ＦＥＩ団体選手権および個人予選競技
選手全員に出場義務あり－ＦＥＩチルドレン団体課目

７．３　コンソレーション競技
個人選手権競技に出場しない選手を対象とする－オプション－ＦＥＩチルドレン・プ
レリミナリー課目

７．４　ＦＥＩ個人選手権
ＦＥＩ団体選手権と個人予選競技で上位１５人馬を対象とする（７．２項参照）。同率
で第１５位の人馬を含め、一ヶ国につき３名までの選手が出場できる（チーム監督が
選考）。

８．団体順位
８．１　競技８．２での優勝チーム（チーム内上位３名の選手）は得点率の合計が最も
高いチーム、第２位は次点のチームというように決定する。

８．２　２チーム以上で同じ得点率となった場合は、各チーム上位３選手のうちで最
下位の選手の成績がもっとも高いチームを優勝とする。馬場馬術規程の第４５１条を
参照のこと。

９．個人順位
最終個人順位は、個人競技における得点率で決定する。上位第３位までで得点率が同
じとなった場合は、総合観察点の高い方を上位とする。馬場馬術規程の第４５１条を
参照のこと。

１０．競技場審判団と技術代表
競技場審判団長あるいは競技場審判団メンバー／技術代表は、ＦＥＩが技術代表とし
て任命しなければならない。その任命と競技場審判団メンバーの任命は、馬場馬術規
程の第４３７条に準拠しなければならない。

１１．上訴委員会
上訴委員会の構成と、同委員長と委員会メンバーの任命は、馬場馬術規程の第４３８
条に記載された必要条件に従わなければならない。

１２．獣医師代表団－獣医師代表
獣医規程を参照のこと。
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１３．賞と記念品
賞と記念品の配分については上記Ｃｈ - ６条に記載された必要条件に従わなければな
らない。ＦＥＩ大陸選手権大会と、ＦＥＩが承認した他のＦＥＩ選手権大会では、チー
ムと個人選手にメダルが授与される。

１４．その他
本付則で網羅されていない状況については、競技場審判団がＦＥＩ一般規程と馬場馬
術競技会規程に基づき、公正な選手権大会の順位づけとして最善と考える決定をくだ
す。

ＦＥＩはＦＥＩ選手権大会の開催を、ＦＥＩ ｢ オープン ｣ 選手権大会とするかＦＥＩ
「非オープン」選手権大会とするか決定する。ＦＥＩ ｢ オープン ｣ 選手権大会とする
場合は、開催される大陸あるいは地域の域外にある国からのチームと個人選手は、選
手権メダルとタイトルを目指すことはできない。

Ｃｈ -１９条　出場資格
１．馬
１．１　馬は６歳以上でなければならない。

１．２　ＦＥＩ選手権大会は、その開催年と／あるいはその前年のシニアＣＤＩＯの
ネーションズカップ・シリーズかグランプリに出場していない馬を対象とする。

１．３　ＦＥＩ選手権大会が行われる競技会にて、シニア対象のいかなる競技にも出
場していない馬であること。

２．選　手
２．１　１４歳となる年の間、チルドレン（チャイルド）はジュニア対象のＦＥＩ大
陸馬場馬術選手権大会に出場できるが、同一年にチルドレンおよびジュニア対象のＦ
ＥＩ選手権大会に出場することはできない。

２．２　１４歳となる年の間にジュニア対象のＦＥＩ大陸馬場馬術選手権大会に出場
したチルドレン（チャイルド）は、もはやチルドレン対象のＦＥＩ選手権大会に出場
することはできない。
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付則６　名誉章
２００５年１月１日以降
１．名誉章は次の基準で選手に授与される：

２．ＣＤＩＯのグランプリで上位第１５位までに入った回数が：
　　１４回のＣＤＩＯにて　－　金章
　　１０回のＣＤＩＯにて　－　銀章
　　６回のＣＤＩＯにて　　－　銅章

３．ＣＤＩＯのグランプリ・スペシャルへの出場（ＦＥＩ選手権大会方式）は、ＣＤ
ＩＯ２回に相当する。

４．ＣＤＩＯでのグランプリ・スペシャルか自由演技グランプリへの出場（ネーショ
ンズカップ・シリーズ方式）は、ＣＤＩＯ２回に相当する。

５．ＦＥＩ大陸選手権大会、ＦＥＩ世界選手権大会、オリンピック大会のグランプリ・
スペシャルへの出場は、ＣＤＩＯ３回に相当する。

６．ＣＤＩＯの自由演技グランプリへの出場（ＦＥＩ選手権大会方式）は、ＣＤＩＯ
３回に相当する。　

７．ＦＥＩ大陸選手権大会、ＦＥＩ世界選手権大会、ＦＥＩワールドカップ TM 馬場
馬術ファイナル、オリンピック大会の自由演技グランプリへの出場は、ＣＤＩＯ４回
に相当する。

８．名誉章の申請にはそれを裏付けるものが必要である。
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付則７　国際馬場馬術審判員
（i）カテゴリー
審判員は４つのカテゴリーに分類される：２* 審判員（新規）、３* 審判員（以前の国
際審判員補）、４* 審判員（以前の国際審判員）、５* 審判員（以前の公認国際審判員）

（ii）年　齢
２* 審判員－２* 審判員への昇格は５０歳まで可能
３* 審判員－３* 審判員への昇格は５５歳まで可能
４* 審判員－４* 審判員への昇格は６０歳まで可能
５* 審判員－昇格に年齢制限なし

年齢制限はすべてのカテゴリーで７０歳である。審判員は７１歳の誕生日を迎える年
に、ＦＥＩ馬場馬術審判員リストより引退となる。

（iii）言語
少なくとも英語を話し、できればフランス語も理解できること。

（iv）ＮＦのサポート
昇格とＦＥＩリストに留まるには、いかなるＦＥＩ審判員もＮＦのサポートが必要で
ある。一般規程を参照のこと。

（v）審判員の数
各々の地域で必要なＦＥＩ審判員の人数は、その地域で開催される国際競技会の数と
そのレベルにより異なってくるものであり、ＦＥＩがこれを決定する。

（vi）競技会における審判員の任命
審判員の任命規則は、馬場馬術規程の第４３７条と第４４６条に記載されている。

（vii）資格と最低条件
２* 審判員、３* 審判員、４* 審判員、５* 審判員となるための資格と最低条件は個々
にＦＥＩより公表され、ＦＥＩ馬場馬術審判員教育システムにより管理される。

技術代表の資格認定は以下の通り：
１．ＦＥＩ４* 審判員あるいは５* 審判員であること、そして

２．ＣＤＩ３* 以上、あるいはＣＤＩＯにて５回以上、組織委員会のメンバーを務め
ていること

一般条件：
（i）審判員の立替清算
国際馬場馬術競技会にて審判業務を行う者は、以下の通りの支払いを受ける：交通費
全額（ＦＥＩ出張規定に従う）、食費と宿泊費全額の返済、更に１日１５０スイスフ
ラン／１００ユーロの日当。
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（ii）利害の抵触
いかなる審判員も、その任務が利害関係に抵触するような場合は競技会にて審判員を
務めることができない。馬場馬術審判員のＦＥＩ規格と一般規程を参照。

ＦＥＩ規格／規程の違反についてはＦＥＩと馬場馬術テクニカル委員会へ報告を行
い、ＦＥＩ法務部門に付託して対応を求める。

（iii）競技に出場している審判員
ＦＥＩ審判員は、同一暦年に同一大陸にてＦＥＩシニア競技の審判員を務めつつ、国
際競技へ出場することはできない。毎年１月１日までに、その年は審判員を務めるこ
とを希望するのか、あるいは競技への出場を希望するのか、所属ＮＦを通してＦＥＩ
へ申告しなければならない。

（iv）無活動
３年を超える期間、活動を行っておらず、再度資格を認定されてもいないＦＥＩ審判
員は、ＦＥＩによりＦＥＩ馬場馬術審判員リストから除名される。活動を行っていな
い／資格認定を受けなおしていないという理由でリストから除名された審判員で、資
格を復活させたい者は、改めて資格認定手順を経ない限り復職することはできない。
ＦＥＩ馬場馬術審判員教育システムを参照のこと。

（v）競技の評価
同一課目の審査で総合成績に審判員の間で５％を超える幅がでた場合、競技場審判団
長と／あるいは主任審判員／外国人審判員は、審判員を召集して評定を行わなければ
ならない。ミーティングはその競技終了後２４時間以内に行わなければならず、でき
れば問題となった人馬コンビネーションのビデオを用いて行う。

３* 審判員、４* 審判員、５* 審判員は、国際馬場馬術競技会にて競技場審判団長や
その他の競技場審判団メンバーのセクレタリーやアシスタントを務めることはできな
いが、２* 審判員、３* 審判員、４* 審判員は同席することを認められる。２* 審判員は、
インターメディエイト II 以上の競技でセクレタリーあるいはアシスタントを務めるこ
とができる。

条件およびＦＥＩ馬場馬術審判員教育システムの詳細については、ＦＥＩウェブサイ
ト－馬場馬術を参照のこと。
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付則８　貸与馬で行うＣＤＩ／ＣＤＩＯの指針
ＦＥＩの承認を受けて、主催国ＮＦが借り上げた馬匹を使用して国際競技会あるいは
競技を開催することができる。その場合は以下の条件を適用する：
１．馬の借り上げと競技を開催する追加条件を実施要項に記載しなければならない。

ホース・インスぺクションと抽選の前に打ち合わせ会を設け、貸与馬と競技会運営に
関する特定条件について、チーム監督や選手、馬の所有者、役員に説明しなければな
らない。

２．組織委員会は必要な頭数の馬（選手１名につき２頭が上限）を準備する。すべて
の選手が同じ頭数の馬に騎乗できるようにするべきである。
２．１　馬は全頭とも目的とする競技レベルで同等の競技能力がなければならない。
世界馬場馬術ランキング・リストに掲載されている馬を貸与馬競技に用いることはで
きない。

２．２　各選手に２頭ずつ割当てるだけの馬がいない場合は、人数分に加えて少なく
とも３～４頭のリザーブ馬を準備しなければならない。

２．３　馬の抽選は実行可能な範囲でできるだけ早く、遅くとも第１競技開始の２４
時間前までに行う。

３．ホース・インスぺクションは競技場審判団長／外国人審判員、獣医師代表団長か
獣医師代表、チーム監督かチ－ム代表、および選手が臨席する場で行わなければなら
ない。
馬は厳密に個体識別を行わなければならない。

３．１　馬の所有者は馬場馬術規程の第４２８条に準拠した勒を持参し、当該馬に使
用する。競技場審判団長は各馬の勒と銜を記録する。競技場審判団長の特別許可があ
る場合を除き、この勒と銜は競技会中を通して変更することはできない。

３．２　リザーブ馬はすべて検査を受けなければならない。ＦＥＩ獣医師代表と競技
場審判団長、および外国人審判員／技術代表が認めた場合にのみ交代が可能である。
チ－ム馬はチ－ム内であれば交代できる。

４．抽選：第１競技開始の当日か前日に、第４２５条に準拠したスターティング・オー
ダーの抽選を行う。

５．最終個人競技がある場合は次の要領で行わなければならない：
ａ）出場資格：団体競技の成績で、同率第１５位の選手を含む第１５位までの人馬コ
ンビネーションを対象とする。

ｂ）スターティング・オーダー：個人最終競技：予選競技で上位１５組に入った選手
の騎乗馬の中で抽選を行う。選手が団体競技、あるいはその他の予選競技で騎乗した
馬と同じ馬にあたった場合は、もう一度抽選を行わなければならない。選手は１頭の
馬でのみ出場できる。

ｃ）最終個人順位：（予選と最終個人競技の）両競技の成績が最終個人順位にカウン
トされる。各競技の得点率が加算される。
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ｄ）同点：第１位で同点の選手がでた場合は、最終個人競技での成績が高い方を上位
とする。

６．抽選を行った後に獣医師代表／獣医師代表団が馬の競技出場は不適性であると見
なした場合に備えて、組織委員会は妥当な頭数のリザーブ馬を準備するべきである。
抽選の時にリザーブ馬の名前を明らかにすること。

６．１　上記の場合、リザーブ馬の抽選を行わなければならない。これらの馬はホース・
インスぺクションに合格しているものとする。選手数や馬の頭数がいかようであって
も、抽選の際には選手数を上回る頭数の馬を準備する努力をしなければなければなら
ない。

７．競技会全体で、選手が各々２～３頭を抽選で引くような場合は、できれば競技会
開始の前日に、最低１時間の練習時間を設けなければならない。選手は全員、各競技
における各自の出番前に３０分間のウォームアップと調教を行うことができる（５項
目に記載の競技は除外する）。これについてはＦＥＩ技術代表とＦＥＩスチュワ－ド
が管轄しなければならない。

８．国内馬だけの出場であり、ＮＦが受領した書類で個体識別が可能な場合はＦＥＩ
パスポートを必要としない。
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付則９　パ・ド・ドゥ
パ・ド・ドゥは国際競技馬場馬術における１競技であり、２組の人馬コンビネーショ
ンが同時にアリーナ（競技用馬場）に入る。パ・ド・ドゥのチームは馬２頭と選手２
名で構成し、各々の人馬コンビネーションが個人として、またチームとして演技を行
う。採点は実施した運動項目の資質に重きが置かれる。パ・ド・ドゥのチームは、指
定の自由演技レベルで自らの振り付けにて演技を行う。

審判：３名の審判員がＣ地点に着席する。審判員１名が片方の人馬コンビネーション
を審査し、もう１名の審判員は他方の人馬コンビネーションを審査する。両審判員と
も技術点のみ出す。３人目の審判員が演技の芸術面を審査する ｡

審査用紙：自由演技課目の審査用紙
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付則１０　厩舎警備
１．必要最小限度のＦＥＩ厩舎警備
ＣＤＩ - Ｃｈ／ＣＤＩＰ／ＣＤＩＪ／ＣＤＩＹ／ＣＤＩ３* ～５* ／ＣＤＩＯ３* ～
５* ／ＦＥＩ選手権大会、および大会に関する必要条件については、ＦＥＩ獣医規程
と毎年公表される馬場馬術競技会一覧を参照のこと。

２．厩舎警備の軽減
マイナーな馬場馬術競技会（ＣＤＩ１* とＣＤＩ２*）、および西ヨーロッパ域外で開
催されるＣＤＩ - Ｃｈ／ＣＤＩＰ／ＣＤＩＪ／ＣＤＩＹ／ＣＤＩ３* では、以下のよ
うな暫定措置が試験的に実施され、毎年見直しが行われる：

必要条件
１．馬は競技会場の厩舎へ入厩しなければならない。

２．可能な限り、同一国から参加した馬は同一厩舎に収容するべきである。特に外国
から到着した馬は、国ごとに適正に隔離して厩舎に収容する旨、徹底させるべきであ
る。馬インフルエンザに関して、当該競技会が国内競技会と併せて行われる場合には、
ワクチン接種を受けている馬を未接種の馬とは別の厩舎へ入厩させなければならな
い。

３．馬のウェルフェアについては決して妥協があってはならない。

４．組織委員会は、その競技会の厩舎区域を厩舎管理責任者とスチュワードに２４時
間体制で監視させ、疝痛が発生した場合や馬が馬房内で身動きがとれなくなっている
場合、火事の危険などから馬を保護しなければならない。

５．防護用フェンスの設置と立ち入り規制の実施は義務づけられないが、実利的な理
由から必要となった場合、獣医師代表か外国人審判員／技術代表はこのような措置を
要求する権利、あるいは厩舎区域に非常に近い場所へ車両を駐車されないようロープ
を張るなど要請する権利がある。

西ヨーロッパ域外で開催されるＣＤＩ
獣医規程の第１００５条２．２、第１００５条２．４、第１００５条２．５．１は、西ヨー
ロッパ域外で開催されるＣＤＩ３* ／ＣＤＩＪ／ＣＤＩＹ／ＣＤＩＰ／ＣＤＩ - Ｃｈ
／ＣＤＩ - ＹＨに適用しない。しかしながら、軽減された厩舎警備必要条件は常に満
たしていなければならない。

同時開催の競技会
異なるカテゴリーの競技会が２つ同時に開催される場合は、必然的に高い方の厩舎警
備レベルが求められる。（例えばＣＤＩ４* ／ＣＤＩＰ）
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リ

、
グ

ラ
ン

プ
リ

・
ス

ペ
シ

ャ
ル

、
自

由
演

技
グ

ラ
ン

プ
リ

）
７

歳
以

上
（

ス
モ

ー
ル

ツ
ア

ー
）

馬
：

８
歳

以
上

（
グ

ラ
ン

プ
リ

、
グ

ラ
ン

プ
リ

・
ス

ペ
シ

ャ
ル

、
自

由
演

技
グ

ラ
ン

プ
リ

）
７

歳
以

上
（

ス
モ

ー
ル

ツ
ア

ー
）
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５
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４
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３
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選
手

選
手

は
パ

ス
ポ

－
ト

発
給

国
の

管
轄

下
で

の
み

出
場

で
き

る
。

選
手

は
パ

ス
ポ

－
ト

発
給

国
の

管
轄

下
で

の
み

出
場

で
き

る
。

選
手

は
パ

ス
ポ

－
ト

発
給

国
の

管
轄

下
で

の
み

出
場

で
き

る
。

選
手

は
パ

ス
ポ

－
ト

発
給

国
の

管
轄

下
で

の
み

出
場

で
き

る
。

競
技

Ｆ
Ｅ

Ｉ
グ

ラ
ン

プ
リ

と
Ｆ

Ｅ
Ｉ

自
由

演
技

グ
ラ

ン
プ

リ
が

必
須

。

グ
ラ

ン
プ

リ
U2

5
と

ス
モ

ー
ル

ツ
ア

ー
も

開
催

で
き

る
。

Ｆ
Ｅ

Ｉ
グ

ラ
ン

プ
リ

／
Ｆ

Ｅ
Ｉ

グ
ラ

ン
プ

リ
・

ス
ペ

シ
ャ

ル
と

／
あ

る
い

は
Ｆ

Ｅ
Ｉ

グ
ラ

ン
プ

リ
／

Ｆ
Ｅ

Ｉ
自

由
演

技
グ

ラ
ン

プ
リ

。

グ
ラ

ン
プ

リ
U2

5
と

ス
モ

ー
ル

ツ
ア

ー
も

開
催

で
き

る
。

Ｆ
Ｅ

Ｉ
グ

ラ
ン

プ
リ

・
ス

ペ
シ

ャ
ル

と
／

あ
る

い
は

Ｆ
Ｅ

Ｉ
自

由
演

技
グ

ラ
ン

プ
リ

を
含

む
Ｆ

Ｅ
Ｉ

グ
ラ

ン
プ

リ
。

グ
ラ

ン
プ

リ
U2

5
と

ス
モ

ー
ル

ツ
ア

ー
も

開
催

で
き

る
。

Ｆ
Ｅ

Ｉ
グ

ラ
ン

プ
リ

・
ス

ペ
シ

ャ
ル

と
／

あ
る

い
は

Ｆ
Ｅ

Ｉ
自

由
演

技
グ

ラ
ン

プ
リ

を
含

む
Ｆ

Ｅ
Ｉ

グ
ラ

ン
プ

リ
。

グ
ラ

ン
プ

リ
U2

5
と

ス
モ

ー
ル

ツ
ア

ー
も

開
催

で
き

る
。

馬
の

パ
ス
ポ
ー
ト

Ｆ
Ｅ

Ｉ
パ

ス
ポ

ー
ト

（
一

般
規

程
の

第
１

３
９

条
も

参
照

）
Ｆ

Ｅ
Ｉ

パ
ス

ポ
ー

ト
（

一
般

規
程

の
第

１
３

９
条

も
参

照
）

Ｆ
Ｅ

Ｉ
パ

ス
ポ

ー
ト

（
一

般
規

程
の

第
１

３
９

条
も

参
照

）
Ｆ

Ｅ
Ｉ

パ
ス

ポ
ー

ト
（

一
般

規
程

の
第

１
３

９
条

も
参

照
）

厩
舎
警
備

最
低

限
の

Ｆ
Ｅ

Ｉ
厩

舎
警

備
要

件
を

満
た

す
こ

と
。

西
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

域
外

の
国

々
で

は
厩

舎
警

備
の

軽
減

措
置

を
適

用
す

る
。

最
低

限
の

Ｆ
Ｅ

Ｉ
厩

舎
警

備
要

件
を

満
た

す
こ

と
。

最
低

限
の

Ｆ
Ｅ

Ｉ
厩

舎
警

備
要

件
を

満
た

す
こ

と
。

最
低

限
の

Ｆ
Ｅ

Ｉ
厩

舎
警

備
要

件
を

満
た

す
こ

と
。

西
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

域
外

の
国

々
で

は
厩

舎
警

備
の

軽
減

措
置

を
適

用
す

る
。

参
加
申
込
料

W
EL

に
つ

い
て

は
50

0
ス

イ
ス

フ
ラ

ン
を

上
限

と
す

る
。

そ
の

他
の

Ｃ
Ｄ

Ｉ
-Ｗ

で
は

制
限

な
し

。

60
0

ス
イ

ス
フ

ラ
ン

を
上

限
と

す
る

。
52

5
ス

イ
ス

フ
ラ

ン
を

上
限

と
す

る
。

制
限

は
な

い
が

、
賞

金
額

と
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

ー
と

の
兼

ね
合

い
を

考
慮

。

食
事

選
手
/

グ
ル
ー
ム

W
EL

に
つ

い
て

は
組

織
委

員
会

の
負

担
。

そ
の

他
の

Ｃ
Ｄ

Ｉ
-Ｗ

で
は

、
組

織
委

員
会

か
選

手
の

い
ず

れ
か

が
負

担
。

組
織

委
員

会
の

負
担

朝
食

＋
食

事
１

回
分

組
織

委
員

会
の

負
担

朝
食

＋
食

事
１

回
分

組
織

委
員

会
か

選
手

の
い

ず
れ

か
が

負
担

。

宿
泊

W
EL

に
つ

い
て

は
組

織
委

員
会

の
負

担
。

そ
の

他
の

Ｃ
Ｄ

Ｉ
-Ｗ

で
は

、
組

織
委

員
会

か
選

手
の

い
ず

れ
か

が
負

担
。

組
織

委
員

会
の

負
担

組
織

委
員

会
か

選
手

の
い

ず
れ

か
が

負
担

。
組

織
委

員
会

か
選

手
の

い
ず

れ
か

が
負

担
。

馬
場
質

AI
D

EO
最

低
基

準
に

従
う

。
（

１
）

AI
D

EO
最

低
基

準
に

従
う

。
（

１
）

AI
D

EO
最

低
基

準
に

従
う

。
（

１
）

規
制

な
し

賞
金

20
11

／
20

12
シ

ー
ズ

ン
：

W
EL

グ
ラ

ン
プ

リ
：

　
15

,0
00

ス
イ

ス
フ

ラ
ン

以
上

自
由

演
技

グ
ラ

ン
プ

リ
：

２
グ

ラ
ン

プ
リ

・
ツ

ア
ー

：
グ

ラ
ン

プ
リ

：
　

15
,0

00
ス

イ
ス

フ
ラ

ン
以

上
グ

ラ
ン

プ
リ

・
ス

ペ
シ

ャ
ル

と
自

由
演

技
グ

ラ
ン

プ
リ

：
　

30
,0

00
ス

イ
ス

フ
ラ

ン

グ
ラ

ン
プ

リ
：

　
9,

00
0

ス
イ

ス
フ

ラ
ン

以
上

グ
ラ

ン
プ

リ
・

ス
ペ

シ
ャ

ル
と

/ま
た

は
自

由
演

技
グ

ラ
ン

プ
リ

：
　

15
,0

00
ス

イ
ス

フ
ラ

ン
以

上

規
制

な
し
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５
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Ｃ
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３
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35

,0
00

ス
イ

ス
フ

ラ
ン

以
上

そ
の

他
の

Ｃ
Ｄ

Ｉ
-Ｗ

で
は

規
制

な
し

。

賞
金

額
合

計
：

　
90

,0
00

ス
イ

ス
フ

ラ
ン

以
上

１
グ

ラ
ン

プ
リ

・
ツ

ア
ー

：
　

40
,0

00
ス

イ
ス

フ
ラ

ン
グ

ラ
ン

プ
リ

・
ス

ペ
シ

ャ
ル

か
自

由
演

技
グ

ラ
ン

プ
リ

：
　

70
,0

00
ス

イ
ス

フ
ラ

ン
賞

金
額

合
計

：
　

11
0,

00
0

ス
イ

ス
フ

ラ
ン

以
上

役
員

審
判

員
：

Ｆ
Ｅ

Ｉ
リ

ス
ト

よ
り

５
名

。
少

な
く

と
も

３
名

は
互

い
に

国
籍

の
異

な
る

外
国

人
審

判
員

。
５

*
審

判
員

を
３

名
以

上
（

Ｗ
Ｅ

Ｌ
）

と
外

国
人

審
判

員
は

Ｆ
Ｅ

Ｉ
が

任
命

。

７
名

の
Ｆ

Ｅ
Ｉ

審
判

員
を

採
用

で
き

、
そ

の
う

ち
少

な
く

と
も

４
名

は
外

国
人

審
判

員
と

し
、

２
名

ま
で

は
同

一
Ｎ

Ｆ
の

審
判

員
で

も
よ

い
。

審
判

員
の

日
当

：
10

0
ユ

ー
ロ

#

審
判

員
：

Ｆ
Ｅ

Ｉ
リ

ス
ト

よ
り

５
名

。
少

な
く

と
も

３
名

は
互

い
に

国
籍

の
異

な
る

外
国

人
審

判
員

。
５

*
審

判
員

を
３

名
以

上
。

７
名

の
Ｆ

Ｅ
Ｉ

審
判

員
を

採
用

で
き

、
そ

の
う

ち
少

な
く

と
も

４
名

は
外

国
人

審
判

員
と

し
、

２
名

ま
で

は
同

一
Ｎ

Ｆ
の

審
判

員
で

も
よ

い
。

審
判

員
の

日
当

：
10

0
ユ

ー
ロ

#

審
判

員
：

Ｆ
Ｅ

Ｉ
リ

ス
ト

よ
り

５
名

。
少

な
く

と
も

３
名

は
互

い
に

国
籍

の
異

な
る

外
国

人
審

判
員

。
５

*
審

判
員

２
を

名
以

上
。

７
名

の
Ｆ

Ｅ
Ｉ

審
判

員
を

採
用

で
き

、
そ

の
う

ち
少

な
く

と
も

４
名

は
外

国
人

審
判

員
と

し
、

２
名

ま
で

は
同

一
Ｎ

Ｆ
の

審
判

員
で

も
よ

い
。

審
判

員
の

日
当

：
10

0
ユ

ー
ロ

#

審
判

員
：

Ｆ
Ｅ

Ｉ
リ

ス
ト

よ
り

５
名

。
少

な
く

と
も

３
名

は
互

い
に

国
籍

の
異

な
る

外
国

人
審

判
員

。
３

*
審

判
員

を
１

名
採

用
で

き
、

ビ
ッ

グ
ツ

ア
ー

を
担

当
さ

せ
る

。
ス

モ
ー

ル
ツ

ア
ー

が
予

定
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

２
*

審
判

員
あ

る
い

は
３

*
審

判
員

を
２

名
任

命
で

き
る

。

７
名

の
Ｆ

Ｅ
Ｉ

審
判

員
を

採
用

で
き

、
そ

の
う

ち
少

な
く

と
も

４
名

は
外

国
人

審
判

員
と

し
、

２
名

ま
で

は
同

一
Ｎ

Ｆ
の

審
判

員
で

も
よ

い
。

審
判

員
の

日
当

：
10

0
ユ

ー
ロ

#
上
訴
委
員
会

必
要

な
し

必
要

な
し

必
要

な
し

必
要

な
し
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／
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／
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参
加

Ｎ
Ｆ

数
に

制
限

な
し

。

選
手

と
馬

は
す

べ
て

Ｆ
Ｅ

Ｉ
登

録
が

必
要

で
あ

る
。

選
手

が
騎

乗
で

き
る

頭
数

は
、

組
織

委
員

会
の

判
断

に
任

さ
れ

る
。

Ｎ
Ｆ

数
に

制
限

な
し

。

選
手

と
馬

は
す

べ
て

Ｆ
Ｅ

Ｉ
登

録
が

必
要

で
あ

る
。

選
手

が
騎

乗
で

き
る

頭
数

は
、

組
織

委
員

会
の

判
断

に
任

さ
れ

る
。

Ｎ
Ｆ

数
に

制
限

な
し

。

選
手

と
馬

／
ポ

ニ
ー

は
す

べ
て

Ｆ
Ｅ

Ｉ
登

録
が

必
要

で
あ

る
。

選
手

が
騎

乗
で

き
る

頭
数

は
、

組
織

委
員

会
の

判
断

に
任

さ
れ

る
。

Ｎ
Ｆ

数
に

制
限

な
し

。

選
手

と
馬

／
ポ

ニ
ー

は
す

べ
て

Ｆ
Ｅ

Ｉ
登

録
が

必
要

で
あ

る
。

選
手

が
騎

乗
で

き
る

頭
数

は
、

組
織

委
員

会
の

判
断

に
任

さ
れ

る
。

年
齢

１
６

歳
以

上
の

選
手

１
６

歳
以

上
の

選
手

ジ
ュ

ニ
ア

：
１

４
～

１
８

歳
ヤ

ン
グ

ラ
イ

ダ
ー

：
１

６
～

２
１

歳
U2

5：
１

６
～

２
５

歳

チ
ル

ド
レ

ン
：

１
２

～
１

４
歳

ポ
ニ

ー
ラ

イ
ダ

ー
：

１
２

～
１

６
歳

馬
馬

：
７

歳
以

上
グ

ラ
ン

プ
リ

は
８

歳
以

上
馬

：
７

歳
以

上
馬

：
６

歳
以

上
セ

ン
ト

ジ
ョ

ー
ジ

賞
典

レ
ベ

ル
は

７
歳

以
上

グ
ラ

ン
プ

リ
16

-2
5

は
８

歳
以

上

馬
：

６
歳

以
上

ポ
ニ

ー
：

６
歳

以
上

選
手

海
外

に
居

住
す

る
選

手
は

ホ
ス

ト
国

の
Ｎ

Ｆ
か

ら
許

可
を

得
て

、
同

国
の

競
技

会
に

出
場

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

海
外

に
居

住
す

る
選

手
は

ホ
ス

ト
国

の
Ｎ

Ｆ
か

ら
許

可
を

得
て

、
同

国
の

競
技

会
に

出
場

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

海
外

に
居

住
す

る
選

手
が

１
８

歳
未

満
で

あ
る

場
合

は
、

ホ
ス

ト
国

の
管

轄
下

で
出

場
で

き
る

。

海
外

に
居

住
す

る
選

手
が

１
８

歳
未

満
で

あ
る

場
合

は
、

ホ
ス

ト
国

の
管

轄
下

で
出

場
で

き
る

。

競
技

Ｆ
Ｅ

Ｉ
グ

ラ
ン

プ
リ

・
ス

ペ
シ

ャ
ル

と
Ｆ

Ｅ
Ｉ

自
由

演
技

グ
ラ

ン
プ

リ
を

除
く

、
Ｆ

Ｅ
Ｉ

グ
ラ

ン
プ

リ
ま

で
。

自
由

演
技

イ
ン

タ
ー

メ
デ

ィ
エ

イ
ト

Ｉ
を

含
め

、
Ｆ

Ｅ
Ｉ

イ
ン

タ
ー

メ
デ

ィ
エ

イ
ト

Ｉ
ま

で
。

Ｆ
Ｅ

Ｉ
ジ

ュ
ニ

ア
課

目
Ｆ

Ｅ
Ｉ

ヤ
ン

グ
ラ

イ
ダ

ー
課

目
U2

5 
：

イ
ン

タ
ー

メ
デ

ィ
エ

イ
ト

Ⅱ
、

グ
ラ

ン
プ

リ
16

~
25

Ｆ
Ｅ

Ｉ
ポ

ニ
ー

ラ
イ

ダ
ー

課
目

Ｆ
Ｅ

Ｉ
チ

ル
ド

レ
ン

課
目
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Ｃ
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Ｉ
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／
Ｃ
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馬
の

パ
ス
ポ
ー
ト

自
国

で
競

技
に

参
加

す
る

場
合

は
Ｆ

Ｅ
Ｉ

パ
ス

ポ
ー

ト
を

携
帯

す
る

必
要

は
な

い
が

、
当

該
馬

は
所

属
Ｎ

Ｆ
に

登
録

さ
れ

て
お

り
、

図
表

に
よ

っ
て

個
体

識
別

が
で

き
、

有
効

な
予

防
接

種
証

明
書

を
携

帯
し

て
い

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

自
国

で
競

技
に

参
加

す
る

場
合

は
Ｆ

Ｅ
Ｉ

パ
ス

ポ
ー

ト
を

携
帯

す
る

必
要

は
な

い
が

、
当

該
馬

は
所

属
Ｎ

Ｆ
に

登
録

さ
れ

て
お

り
、

図
表

に
よ

っ
て

個
体

識
別

が
で

き
、

有
効

な
予

防
接

種
証

明
書

を
携

帯
し

て
い

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

自
国

で
競

技
に

参
加

す
る

場
合

は
Ｆ

Ｅ
Ｉ

パ
ス

ポ
ー

ト
を

携
帯

す
る

必
要

は
な

い
が

、
当

該
馬

は
所

属
Ｎ

Ｆ
に

登
録

さ
れ

て
お

り
、

図
表

に
よ

っ
て

個
体

識
別

が
で

き
、

有
効

な
予

防
接

種
証

明
書

を
携

帯
し

て
い

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

自
国

で
競

技
に

参
加

す
る

場
合

は
Ｆ

Ｅ
Ｉ

パ
ス

ポ
ー

ト
を

携
帯

す
る

必
要

は
な

い
が

、
当

該
馬

／
ポ

ニ
ー

は
所

属
Ｎ

Ｆ
に

登
録

さ
れ

て
お

り
、

図
表

に
よ

っ
て

個
体

識
別

が
で

き
、

有
効

な
予

防
接

種
証

明
書

を
携

帯
し

て
い

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

厩
舎
警
備

軽
減

さ
れ

た
厩

舎
警

備
軽

減
さ

れ
た

厩
舎

警
備

最
低

限
の

Ｆ
Ｅ

Ｉ
厩

舎
警

備
要

件
を

満
た

す
こ

と
。

西
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

域
外

の
国

々
で

は
厩

舎
警

備
の

軽
減

措
置

を
適

用
す

る
。

最
低

限
の

Ｆ
Ｅ

Ｉ
厩

舎
警

備
要

件
を

満
た

す
こ

と
。

西
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

域
外

の
国

々
で

は
厩

舎
警

備
の

軽
減

措
置

を
適

用
す

る
。

参
加
申
込
料

規
制

な
し

規
制

な
し

規
制

な
し

規
制

な
し

敷
床
－
ワ
ラ

組
織

委
員

会
か

選
手

の
負

担
組

織
委

員
会

か
選

手
の

負
担

組
織

委
員

会
か

選
手

の
負

担
組

織
委

員
会

か
選

手
の

負
担

食
事

選
手
/

グ
ル
ー
ム

組
織

委
員

会
か

選
手

の
負

担
組

織
委

員
会

か
選

手
の

負
担

組
織

委
員

会
か

選
手

の
負

担
組

織
委

員
会

か
選

手
の

負
担

宿
泊

組
織

委
員

会
か

選
手

の
負

担
組

織
委

員
会

か
選

手
の

負
担

組
織

委
員

会
か

選
手

の
負

担
組

織
委

員
会

か
選

手
の

負
担

馬
場
質

規
制

な
し

規
制

な
し

規
制

な
し

規
制

な
し

賞
金

規
制

な
し

規
制

な
し

規
制

な
し

規
制

な
し

CD
I-

Ch
で

は
賞

品
の

授
与

の
み

認
め

ら
れ

る
。
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Ｃ
Ｄ
Ｉ
２
*

Ｃ
Ｄ
Ｉ
１
*

Ｃ
Ｄ
Ｉ
-Ｙ

／
Ｊ
／
Ｕ
２
５

Ｃ
Ｄ
Ｉ
-Ｐ

／
Ｃ
ｈ

役
員

審
判

員
：

Ｆ
Ｅ

Ｉ
審

判
員

リ
ス

ト
よ

り
、

少
な

く
と

も
３

名
を

任
命

。
審

判
員

５
名

構
成

の
競

技
場

審
判

団
で

は
、

２
名

以
上

が
互

い
に

国
籍

の
異

な
る

外
国

人
審

判
員

で
あ

る
こ

と
。

審
判

員
３

名
構

成
の

競
技

場
審

判
団

で
は

、
少

な
く

と
も

１
名

は
外

国
人

審
判

員
で

あ
る

こ
と

。

競
技

場
審

判
団

が
５

名
構

成
の

場
合

は
、

主
催

国
Ｎ

Ｆ
か

ら
グ

ラ
ン

プ
リ

・
レ

ベ
ル

の
国

内
審

判
員

を
１

名
任

命
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

審
判

員
の

日
当

：
10

0
ユ

ー
ロ

#

審
判

員
：

Ｆ
Ｅ

Ｉ
審

判
員

リ
ス

ト
よ

り
、

少
な

く
と

も
３

名
を

任
命

。
審

判
員

５
名

構
成

の
競

技
場

審
判

団
で

は
、

２
名

以
上

が
互

い
に

国
籍

の
異

な
る

外
国

人
審

判
員

で
あ

る
こ

と
。

審
判

員
３

名
構

成
の

競
技

場
審

判
団

で
は

、
少

な
く

と
も

１
名

は
外

国
人

審
判

員
で

あ
る

こ
と

。

競
技

場
審

判
団

が
３

名
構

成
の

場
合

は
、

主
催

国
Ｎ

Ｆ
か

ら
グ

ラ
ン

プ
リ

・
レ

ベ
ル

の
国

内
審

判
員

を
１

名
、

５
名

構
成

の
場

合
は

２
名

を
任

命
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

審
判

員
の

日
当

：
10

0
ユ

ー
ロ

#

審
判

員
：

少
な

く
と

も
３

名
の

Ｆ
Ｅ

Ｉ
審

判
員

を
任

命
。

審
判

員
５

名
構

成
の

競
技

場
審

判
団

で
は

、
主

催
国

Ｎ
Ｆ

よ
り

国
内

審
判

員
を

１
名

任
命

す
る

こ
と

も
で

き
る

。
審

判
員

３
名

構
成

の
競

技
場

審
判

団
で

は
、

少
な

く
と

も
１

名
は

外
国

籍
の

者
で

な
け

れ
ば

な
ら

ず
、

５
名

構
成

の
場

合
は

、
互

い
に

国
籍

の
異

な
る

外
国

人
審

判
員

を
２

名
以

上
任

命
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

審
判

員
の

日
当

：
10

0
ユ

ー
ロ

#

審
判

員
：

少
な

く
と

も
３

名
の

Ｆ
Ｅ

Ｉ
審

判
員

を
任

命
。

審
判

員
５

名
構

成
の

競
技

場
審

判
団

で
は

、
主

催
国

Ｎ
Ｆ

よ
り

国
内

審
判

員
を

１
名

任
命

す
る

こ
と

も
で

き
る

。
審

判
員

３
名

構
成

の
競

技
場

審
判

団
で

は
、

少
な

く
と

も
１

名
は

外
国

籍
の

者
で

な
け

れ
ば

な
ら

ず
、

５
名

構
成

の
場

合
は

、
互

い
に

国
籍

の
異

な
る

外
国

人
審

判
員

を
２

名
以

上
任

命
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

審
判

員
の

日
当

：
10

0
ユ

ー
ロ

#

上
訴
委
員
会

必
要

な
し

必
要

な
し

必
要

な
し

必
要

な
し
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公
式
国
際
馬
場
馬
術
競
技
会
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
*　

２
０
０
９
年
１
月
１
日

*
Ｃ

Ｄ
Ｉ

Ｏ
の

み
－

Ｆ
Ｅ

Ｉ
選

手
権

大
会

と
大

会
の

特
別

規
程

Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
５
*

Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
４
*

Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
３
*

Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
-Ｕ
２
５
／
Ｙ
Ｒ
/Ｊ

/
Ｐ
/Ｃ
ｈ

参
加

主
催

国
Ｎ

Ｆ
を

含
め

て
６

ヶ
国

以
上

の
Ｎ

Ｆ
を

招
待

。

選
手

と
馬

は
す

べ
て

Ｆ
Ｅ

Ｉ
登

録
が

必
要

で
あ

る
。

出
場

資
格

と
し

て
、

人
馬

コ
ン

ビ
ネ

ー
シ

ョ
ン

は
Ｃ

Ｄ
Ｉ

３
*

／
Ｃ

Ｄ
Ｉ

４
*

の
異

な
る

２
大

会
の

グ
ラ

ン
プ

リ
で

６
４

％
以

上
を

獲
得

し
て

い
る

こ
と

。
最

低
出

場
資

格
基

準
は

Ｎ
Ｆ

が
指

定
。

各
選

手
に

つ
き

騎
乗

馬
は

１
頭

。

主
催

国
Ｎ

Ｆ
を

含
め

て
６

ヶ
国

以
上

の
Ｎ

Ｆ
を

招
待

。

選
手

と
馬

は
す

べ
て

Ｆ
Ｅ

Ｉ
登

録
が

必
要

で
あ

る
。

各
選

手
に

つ
き

騎
乗

馬
は

１
頭

。

主
催

国
Ｎ

Ｆ
を

含
め

て
６

ヶ
国

以
上

の
Ｎ

Ｆ
を

招
待

。

選
手

と
馬

は
す

べ
て

Ｆ
Ｅ

Ｉ
登

録
が

必
要

で
あ

る
。

各
選

手
に

つ
き

騎
乗

馬
は

１
頭

。

主
催

国
Ｎ

Ｆ
を

含
め

て
３

ヶ
国

以
上

の
Ｎ

Ｆ
を

招
待

。

選
手

と
馬

／
ポ

ニ
ー

は
す

べ
て

Ｆ
Ｅ

Ｉ
登

録
が

必
要

で
あ

る
。

各
選

手
に

つ
き

騎
乗

馬
／

ポ
ニ

ー
は

１
頭

。

年
齢

選
手

：
１

６
歳

以
上

馬
：

８
歳

以
上

選
手

：
１

６
歳

以
上

馬
：

８
歳

以
上

選
手

：
１

６
歳

以
上

馬
：

８
歳

以
上

Ｕ
２

５
：

１
６

～
２

５
歳

ヤ
ン

グ
ラ

イ
ダ

ー
：

１
６

～
２

１
歳

ジ
ュ

ニ
ア

：
１

４
～

１
８

歳
チ

ル
ド

レ
ン

：
１

２
～

１
４

歳
ポ

ニ
ー

ラ
イ

ダ
ー

：
１

２
～

１
６

歳

馬
：

６
歳

以
上

（
Ｊ

／
Ｃ

ｈ
）

　
　

７
歳

以
上

（
Ｙ

Ｒ
）

　
　

８
歳

以
上

（
Ｕ

２
５

）
ポ

ニ
ー

：
６

歳
以

上

選
手

選
手

は
パ

ス
ポ

－
ト

発
給

国
の

管
轄

下
で

の
み

出
場

で
き

る
。

選
手

は
パ

ス
ポ

－
ト

発
給

国
の

管
轄

下
で

の
み

出
場

で
き

る
。

選
手

は
パ

ス
ポ

－
ト

発
給

国
の

管
轄

下
で

の
み

出
場

で
き

る
。

海
外

に
居

住
す

る
選

手
が

１
８

歳
未

満
で

あ
る

場
合

は
、

ホ
ス

ト
国

の
管

轄
下

で
出

場
で

き
る

。
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Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
５
*

Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
４
*

Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
３
*

Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
-Ｕ
２
５
／
Ｙ
Ｒ
/Ｊ

/
Ｐ
/Ｃ
ｈ

１
８

歳
以

上
：

選
手

は
パ

ス
ポ

－
ト

発
給

国
の

管
轄

下
で

の
み

出
場

で
き

る
。

競
技

ネ
ー

シ
ョ

ン
ズ

カ
ッ

プ
方

式
：

Ｆ
Ｅ

Ｉ
グ

ラ
ン

プ
リ

、
Ｆ

Ｅ
Ｉ

グ
ラ

ン
プ

リ
・

ス
ペ

シ
ャ

ル
ま

た
は

Ｆ
Ｅ

Ｉ
自

由
演

技
グ

ラ
ン

プ
リ

選
手

権
大

会
方

式
：

Ｆ
Ｅ

Ｉ
グ

ラ
ン

プ
リ

、
Ｆ

Ｅ
Ｉ

グ
ラ

ン
プ

リ
・

ス
ペ

シ
ャ

ル
と

Ｆ
Ｅ

Ｉ
自

由
演

技
グ

ラ
ン

プ
リ

ネ
ー

シ
ョ

ン
ズ

カ
ッ

プ
方

式
：

Ｆ
Ｅ

Ｉ
グ

ラ
ン

プ
リ

、
Ｆ

Ｅ
Ｉ

グ
ラ

ン
プ

リ
・

ス
ペ

シ
ャ

ル
ま

た
は

Ｆ
Ｅ

Ｉ
自

由
演

技
グ

ラ
ン

プ
リ

選
手

権
大

会
方

式
：

Ｆ
Ｅ

Ｉ
グ

ラ
ン

プ
リ

、
Ｆ

Ｅ
Ｉ

グ
ラ

ン
プ

リ
・

ス
ペ

シ
ャ

ル
と

Ｆ
Ｅ

Ｉ
自

由
演

技
グ

ラ
ン

プ
リ

ネ
ー

シ
ョ

ン
ズ

カ
ッ

プ
方

式
：

Ｆ
Ｅ

Ｉ
グ

ラ
ン

プ
リ

、
Ｆ

Ｅ
Ｉ

グ
ラ

ン
プ

リ
・

ス
ペ

シ
ャ

ル
ま

た
は

Ｆ
Ｅ

Ｉ
自

由
演

技
グ

ラ
ン

プ
リ

選
手

権
大

会
方

式
：

Ｆ
Ｅ

Ｉ
グ

ラ
ン

プ
リ

、
Ｆ

Ｅ
Ｉ

グ
ラ

ン
プ

リ
・

ス
ペ

シ
ャ

ル
と

Ｆ
Ｅ

Ｉ
自

由
演

技
グ

ラ
ン

プ
リ

Ｙ
Ｒ

／
Ｊ

／
Ｐ

：
ネ

ー
シ

ョ
ン

ズ
カ

ッ
プ

方
式

：
団

体
競

技
個

人
競

技

選
手

権
大

会
方

式
：

団
体

競
技

個
人

競
技

個
人

自
由

演
技

Ｕ
２

５
／

Ｃ
ｈ

：
団

体
競

技
個

人
競

技
馬
の

パ
ス
ポ
ー
ト

Ｆ
Ｅ

Ｉ
パ

ス
ポ

ー
ト

が
必

須
Ｆ

Ｅ
Ｉ

パ
ス

ポ
ー

ト
が

必
須

Ｆ
Ｅ

Ｉ
パ

ス
ポ

ー
ト

が
必

須
Ｆ

Ｅ
Ｉ

パ
ス

ポ
ー

ト
が

必
須

厩
舎
警
備

最
低

限
の

Ｆ
Ｅ

Ｉ
厩

舎
警

備
要

件
を

満
た

す
こ

と
最

低
限

の
Ｆ

Ｅ
Ｉ

厩
舎

警
備

要
件

を
満

た
す

こ
と

最
低

限
の

Ｆ
Ｅ

Ｉ
厩

舎
警

備
要

件
を

満
た

す
こ

と
最

低
限

の
Ｆ

Ｅ
Ｉ

厩
舎

警
備

要
件

を
満

た
す

こ
と

参
加
申
込
料

規
制

な
し

規
制

な
し

規
制

な
し

規
制

な
し

敷
床
－
ワ
ラ

厩
舎

と
飼

料
は

無
料

厩
舎

と
飼

料
は

無
料

組
織

委
員

会
か

選
手

の
負

担
。

組
織

委
員

会
か

選
手

の
負

担
。

食
事

選
手
/

グ
ル
ー
ム

１
日

３
食

１
日

２
食

組
織

委
員

会
か

選
手

の
負

担
。

組
織

委
員

会
か

選
手

の
負

担

宿
泊

宿
泊

無
料

宿
泊

無
料

組
織

委
員

会
か

選
手

の
負

担
組

織
委

員
会

か
選

手
の

負
担

馬
場
質

AI
D

EO
最

低
基

準
に

従
う

。
（

１
）

AI
D

EO
最

低
基

準
に

従
う

。
（

１
）

規
制

な
し

規
制

な
し
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Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
５
*

Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
４
*

Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
３
*

Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
-Ｕ
２
５
／
Ｙ
Ｒ
/Ｊ

/
Ｐ
/Ｃ
ｈ

賞
金

10
0,

00
0

ス
イ

ス
フ

ラ
ン

／
65

,0
00

ユ
ー

ロ
以

上

ネ
ー

シ
ョ

ン
ズ

カ
ッ

プ
方

式
：

グ
ラ

ン
プ

リ
団

体
競

技
を

最
高

額
賞

金
と

す
る

。

50
.0

01
～

99
,9

99
ス

イ
ス

フ
ラ

ン
／

33
,0

01
～

64
,9

99
ユ

ー
ロ

ネ
ー

シ
ョ

ン
ズ

カ
ッ

プ
方

式
：

グ
ラ

ン
プ

リ
団

体
競

技
を

最
高

額
賞

金
と

す
る

。

50
.0

00
ス

イ
ス

フ
ラ

ン
／

33
,0

00
ユ

ー
ロ

を
上

限
と

す
る

。

ネ
ー

シ
ョ

ン
ズ

カ
ッ

プ
方

式
：

グ
ラ

ン
プ

リ
団

体
競

技
を

最
高

額
賞

金
と

す
る

。

規
制

な
し

CD
IO

-C
h

で
は

賞
品

の
授

与
の

み
認

め
ら

れ
る

。

ネ
ー

シ
ョ

ン
ズ

カ
ッ

プ
方

式
：

グ
ラ

ン
プ

リ
団

体
競

技
を

最
高

額
賞

金
と

す
る

。

役
員

審
判

員
：

Ｆ
Ｅ

Ｉ
５

*
審

判
員

と
４

*
審

判
員

リ
ス

ト
よ

り
５

名
。

少
な

く
と

も
３

名
は

互
い

に
国

籍
の

異
な

る
外

国
人

審
判

員
。

５
*

審
判

員
を

３
名

以
上

。

Ｆ
Ｅ

Ｉ
審

判
員

を
７

名
採

用
す

る
こ

と
が

で
き

、
少

な
く

と
も

４
名

は
外

国
人

審
判

員
と

し
、

ま
た

２
名

ま
で

は
同

一
Ｎ

Ｆ
か

ら
任

命
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

審
判

員
の

日
当

：
10

0
ユ

ー
ロ

#

審
判

員
：

Ｆ
Ｅ

Ｉ
５

*
審

判
員

と
４

*
審

判
員

リ
ス

ト
よ

り
５

名
。

少
な

く
と

も
３

名
は

互
い

に
国

籍
の

異
な

る
外

国
人

審
判

員
。

５
*

審
判

員
を

２
名

以
上

。

Ｆ
Ｅ

Ｉ
審

判
員

を
７

名
採

用
す

る
こ

と
が

で
き

、
少

な
く

と
も

４
名

は
外

国
人

審
判

員
と

し
、

ま
た

２
名

ま
で

は
同

一
Ｎ

Ｆ
か

ら
任

命
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

審
判

員
の

日
当

：
10

0
ユ

ー
ロ

#

審
判

員
：

Ｆ
Ｅ

Ｉ
５

*
審

判
員

と
４

*
審

判
員

リ
ス

ト
よ

り
５

名
。

少
な

く
と

も
３

名
は

互
い

に
国

籍
の

異
な

る
外

国
人

審
判

員
。

Ｆ
Ｅ

Ｉ
審

判
員

を
７

名
採

用
す

る
こ

と
が

で
き

、
少

な
く

と
も

４
名

は
外

国
人

審
判

員
と

し
、

ま
た

２
名

ま
で

は
同

一
Ｎ

Ｆ
か

ら
任

命
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

審
判

員
の

日
当

：
10

0
ユ

ー
ロ

#

審
判

員
：

３
名

以
上

の
Ｆ

Ｅ
Ｉ

審
判

員
。

審
判

員
５

名
構

成
の

競
技

場
審

判
団

の
場

合
は

、
主

催
国

Ｎ
Ｆ

か
ら

、
国

内
審

判
員

を
１

名
任

命
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

競
技

場
審

判
団

が
３

名
構

成
の

場
合

は
、

少
な

く
と

も
１

名
は

外
国

籍
の

審
判

員
と

し
、

５
名

構
成

の
場

合
は

、
少

な
く

と
も

２
名

が
互

い
に

国
籍

の
異

な
る

外
国

人
審

判
員

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

審
判

員
の

日
当

：
10

0
ユ

ー
ロ

#
上
訴
委
員
会

必
要

必
要

必
要

必
要

定
義
：
A
ID
EO

最
低
基
準
の
馬
場
質

馬
場

素
材

は
弾

性
が

あ
っ

て
グ

リ
ッ

プ
が

良
く

、
砂

に
沈

み
込

む
よ

う
な

余
裕

を
蹄

に
与

え
る

も
の

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

素
材

の
粒

子
は

大
き

過
ぎ

ず
、

砂
や

石
材

の
粒

子
は

４
m

m
以

下
と

し
、

フ
リ

ー
ス

の
場

合
は

約
３

０
m

m
、

繊
維

の
長

さ
は

５
０

m
m

未
満

と
す

る
。

フ
リ

ー
ス

や
繊

維
を

混
ぜ

込
む

割
合

は
高

す
ぎ

て
は

な
ら

な
い

。
木

材
の

サ
プ

リ
メ

ン
ト

に
つ

い
て
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は
害

は
な

い
が

、
オ

ガ
ク

ズ
は

４
０

×
１

０
m

m
以

下
と

す
る

（
注

意
：

木
材

は
有

機
質

で
あ

る
）。

素
材

の
表

面
は

粗
過

ぎ
る

こ
と

な
く

、
ま

た
鋭

利
な

面
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
排

水
状

態
に

も
よ

る
が

、
特

定
の

条
件

下
で

は
ゴ

ム
製

マ
ッ

ト
は

有
用

で
あ

ろ
う

。
馬

場
の

維
持

管
理

に
際

し
て

は
馬

場
を

点
圧

し
過

ぎ
な

い
よ

う
に

し
、

保
湿

レ
ベ

ル
を

適
性

に
保

つ
よ

う
留

意
す

べ
き

で
あ

る
。

蹄
に

粘
着

す
る

よ
う

な
馬

場
素

材
で

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。

*　
そ

の
他

の
経

費
と

し
て

の
報

酬
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